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【参考資料】 

 ○地方公共団体における様々な取組（平成 21 年２月現在） 

  （平成 21 年 2 月に実施した内閣府のアンケート調査＊結果より） 

   ＊都道府県、政令指定都市、東京都 23 区を対象に、各防災担当部局には「家具の固定と

防災に関する普及啓発」、教育委員会には「教育活動との連携」、住宅部局には「住宅

の耐震化」に関して、平成 19 年度以降に実施した取組と管轄下におけるトピック的

な取組について調査したもの。 
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Ⅰ．「地域防災」を考える  

  平成 17 年 12 月から約１年の間に 14 回の検討を重ねた中央防災会議「災害被害を軽減する

国民運動の推進に関する専門調査会」の経緯等については、内閣府のポータルサイト上で詳しく

紹介されています。（http://www.bousai.go.jp/kokuun/kokuun14.html ご参照）。 

  一方、いつどこでも起こりうる大災害に対して日頃から備えるには、行政の災害対策の強化に

よる「公助」の充実はもとより、国民一人一人や企業等が自ら取り組む「自助」、地域や企業、団

体が力を合わせて助け合う「共助」が不可欠であるという、いわゆる国民運動の基本理念が、社

会一般に認識されつつあります。 

  本手引書・事例集は、日頃地域の人々と密接に関わり合い、地域の防災力向上に邁進されてい

る地方公共団体の皆様が、住民や自主防災組織、企業、団体等との連携・協働の下に、減災活動

を展開しようとする際に参考となると思われる先進的事例や、トピック的な取組を紹介するもの

です。是非、ご活用ください。 

  なお、各事例は、〈特徴〉、〈概要〉、〈目的〉、〈経緯及び活動状況〉別にまとめられ、〈取組の手

引き〉欄には、活動のポイントや苦労した点、工夫した点等、他の自治体が同様の取組を行う際

に役立つと思われる情報が収められています。また、取組のより詳細な情報を入手したい時のた

めに〈連絡先〉を明記しました。 

  本書の構成は以下のとおりです。 

【第１章】 

 日本耐震グランプリで受賞した取組事例や、防災教育チャレンジプラン認定事例等、既に

インターネット等で紹介されている先進的な取組事例を紹介しています。 

※受賞時や一定の期間内の取組についてのみならず、その後の活動状況についても紹介し

ています。 

  【第２章】 

  平成 21 年 2 月に都道府県、政令市、東京 23 区を対象に実施したアンケートに寄せられ

た取組事例のうち、「家具の固定」、「防災に関する普及啓発活動」、「教育活動との連携」、「住

宅の耐震化」それぞれにおいて、創意工夫があり、かつ、継続性、汎用性の点で優れている

と思われる事例を紹介しています。 

  【参考資料】 

 上述のアンケート調査に寄せられた回答は一覧表に落とし込み、参考資料として巻末に付

しています。 



2 

１．家具の固定に関する先進的取組   

◆NPO 法人「東京いのちのポータルサイト」第１回 日本耐震グランプリ特別優秀賞 

（平成 19 年 10 月） 

□岐阜県恵那市家具転倒防止実行委員会「恵那市家具転倒防止ボランティア作戦」 

事  例  名 恵那市家具転倒防止事業（ボランティア作戦） 
【岐阜県恵那市】 

＜特 徴＞ 
○ 社会福祉協議会、民生委員・児童委員協議会、消防団など多くの団体、一般市民などの理解と

協力を得て、災害時要援護者といわれる独居の高齢者、重度の障害者や高齢者で構成されてい

る世帯に協働で家具転倒防止器具や火災警報器を取り付けるボランティア活動を実践。 
＜概 要＞ 
 事業は、各町単位で地域協議会又は自治連合会が中心となり、地域の団体・住民・消防団などで

実行組織を創設し、実施希望者の調査、事業実施計画の策定、事業実施に取り組む。なお、事業実

施は、それぞれの地域の年間事業計画を考慮し、地域ごとに決定する。 

１ 主な活動項目 

 ① 家具の転倒防止金具等の取付け 

 ② 身の回りの危険な家具の移動等の作業 

 ③ 火災警報器の取り付け 

２ 対象世帯（家具転倒防止資機材の配布） 

 ① 恵那市在住で満６５歳以上の一人暮らしの高齢者及び重度の障害者。 

 ② ７0歳以上の高齢者のみで構成された世帯。 

  ※実施にあたっては、本人の同意書が必要となる。 

３ 家具転倒防止 

 ① 対象家具：洋服ダンス､和ダンス、整理ダンス、茶ダンス等（５個以内） 

 ② 取付金具：Ｌ字金具・ベルト等にて取り付け 

 ③ 取付場所：寝室・台所・居間 

４ 経費 

 ① 家具転倒防止の資材等は、恵那市防災対策事業費で購入。 

 ② 火災警報器の器具本体は、各世帯の負担（市補助金制度あり）で事前に準備。 

 ③ 家具転倒防止、火災警報器の取付け作業は、実行委員会並びにボランティアにより無料で実

施。 

 ④ ボランティア保険の加入費用は、恵那市防災対策事業費で負担。 

５ 事務局 

  恵那市家具転倒防止実行委員会事務局、恵那市総務部防災対策課、恵那市まちづくり市民協会

防災研究チーム 
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＜目 的＞ 

 災害時要援護者といわれる独居の高齢者、重度の障害者や高齢者で構成されている世帯を対象

に、家具転倒防止器具・住宅用火災警報器を取り付ける活動をそれぞれの地域が協働し、地域が一

丸となって広くボランティア活動として進めていくことが、地震・火災等の減災対策の一環である

との認識に立ち、このボランティア活動を通して、市民１人１人に防災意識を持ってもらい、今後

発生するといわれている東海・東南海・南海地震等の災害に備え、「災害に強い安心・安全なまち

づくり」の実現につなげることを目的としている。 

 活動のメインテーマは、「みんなで広げよう助け合いの輪」とし、民生委員、中高生、日赤奉仕

団、自治会ボランティア、一般ボランティア、消防団、女性防火クラブ、市職員、電気工事関係者

等のボランティアが協働することで、実効力を高めている。 

＜経緯及び活動状況＞ 
 平成 16 年 1 月に家具転倒防止実行委員会を立ち上げ、平成 16 年 8 月、民生委員・自主防災隊・

中学生・女性防火クラブ・建築士・消防団等、ボランティアの力で、142 名の高齢者宅に約 900 名

のボランティアを動員して家具転倒防止ボランティア作戦を実施。 

  その後、平成 16 年 10 月には、市町村合併により広くなった恵那市での減災対策が急務となり、

旧恵那市で実施した家具転倒防止器具の取付及び新たに設置が義務付けられた住宅用火災警報器

の取り付けをボランティアの力で行う事となった。 

  平成 18 年度は、市内の民生委員及び各自治会の協力の下、65 歳以上の 1人暮らしの高齢者及び

重度の障害者、70 歳以上の高齢者世帯に対し、取付け希望の有無について聞き取り調査を行って

いただき、平成 19 年 7 月から 10 月にかけ、地域ごとに計 5回実施した。活動に参加したのは、実

行委員会及びその会員並びに一般ボランティアの計 4,000 名。 

 平成 20 年度の活動実績は、家具転倒防止 471 世帯、火災警報器 763 世帯。 

＜取組の手引き＞ 
 活動において苦労した点は以下のとおり。 

○ 民生委員の方に取付け意思をお年寄りの方々に聞いていただいたが、事業内容がお年寄りに良

く理解されておらず、民生委員の方に大変な苦労をかけた。 

○ 平成 20 年度に初めて火災警報器の設置にもボランティアの力で取りくんだが、設置者負担等

の関係で、決まるまでにいろいろな問題があった。 

 
自治体名 岐阜県恵那市  

住  所 〒509-7292 岐阜県恵那市長島町正家一丁目 1番地 1 

担  当 総務部防災対策課 
電話番号 0573-26-2111 内線 316 

E‐mail bousaitaisaku@office.city.ena.gifu.jp 

連  絡  先 

U R L http://www.city.ena.lg.jp/modules/emergency/index.php?content_id=291
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２．耐震補強に関する先進的取組 

◆NPO 法人「東京いのちのポータルサイト」第２回 日本耐震グランプリ優秀賞 

（平成２０年 1１月） 

□自治体と建築士事務所協会協働の住宅耐震化の推進 

事  例  名 耐震出前相談会の実施 
【東京都足立区】 

＜特 徴＞ 
○ 自治体と建築士事務所協会との協働による木造住宅耐震化の推進  

＜概 要＞ 
 木造密集地が多く、まちの耐震化を急がなくてはならない足立区では、区が建築設計者の団体で

ある社団法人東京都建築士事務所協会足立支部と協働して、区民にわかり易く、住宅の耐震啓発の

ために区内各所まで出向いて「耐震出前相談会」を実施し、耐震助成制度を利用した住宅の耐震診

断、耐震補強を推進している。 

１ 主催：社団法人東京都建築士事務所協会足立支部／足立区 
２ 内容  
 ・耐震に関する基礎知識の説明  
 ・区が実施している耐震助成制度に関する説明  
 ・足立区登録耐震診断士による個別相談（申し込み制）  
３ 申し込み方法  
 ・説明会のみの参加者は、申し込み不要 
 ・個別相談の希望者は、先着順による予約が必要 

＜目 的＞ 
  住宅の耐震化を促進することにより、地震による建築物の倒壊等の被害を未然に防ぎ、区民の 

生命と財産を保護するとともに、災害に強いまちづくりの実現を目指すことを目的としている。 

＜経緯及び活動状況＞ 

１ 阪神・淡路大震災では、犠牲者 6,433 名の約８割が建物・家具類等の倒壊による圧迫死で、ま

た建物倒壊による火災が原因での死亡者も多数おり、犠牲者全体の死因の９割超は建物によるも

のであった。そのため、地震時の被害を最小限に抑えるには「建物の耐震化」が不可欠である。

その後、新潟県中越地震、福岡県西方沖地震、更には、平成 17 年に発生した千葉県北西部地

震では、足立区でも「震度５強」を観測するなど大地震が多く発生し、いつ大震災が起きても不

思議ではない状況にある。  
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２ 足立区では、以上のことから、「建築物耐震化促進計画(平成 17 年 12 月)」及び「足立区耐震

改修促進計画（平成 20 年 3 月）」を策定し、平成２７年度までに区内の住宅の耐震化率を 90％

に向上させ、震災時に家屋倒壊から人命を守るとともに、災害に強いまちづくりを目指す目標を

定めた。この計画を遂行するため、区内建築関係団体との会合を重ね、木造住宅の「耐震診断」

から「耐震改修」までを、安心して任せられるしくみ（住宅耐震化促進（耐震助成）事業）をつ

くった。 

 

３ 足立区の住宅耐震化促進（耐震助成）事業の概要は、次のとおりである。 

（１）住宅への耐震助成制度の充実  

 ○ 戸建住宅：耐震診断・耐震改修工事の助成  

 ○ 共同住宅：耐震診断・耐震改修計画の策定（木造は除く）・耐震改修工事  

 ○ 家具等の転倒防止、ガラスの飛散防止、耐震ベッド設置、耐震シェルター設置工事等助成

  

（２）耐震診断士・改修施工者の区への登録制度の実施  

 ○ 耐震診断士・耐震改修施工者の登録制度  

 

（３）耐震相談総合窓口の設置  

 パンフレット「我が家の耐震診断（木造版）」を窓口などで配布するとともに、耐震診断士

による「相談会」などを行い、耐震についてのＰＲと相談を受付けている。 

 

（４）耐震出前相談会の実施 
 
４ 耐震出前相談会は、足立区の住宅耐震化促進（耐震助成）事業の一環で、平成１８年度社団法

人東京都建築士事務所協会足立支部と協働で区民に木造住宅の耐震化の普及啓発活動を行なっ

てきて、一定の成果を上げており、その実績は次のとおりである。 
 
 
年度（平成） 

 
耐震診断 
（件数） 

 
耐震改修工
事（件数）

 
耐震出前相
談会（回数）

 
耐震出前相
談会参加者
数（延べ人
数） 
 

 
個別相談者
数（延べ人
数） 

 
派遣相談員
（ 延 べ 人
数） 

１８ ７５ ３３ ８ １３４ ５４ ２４

１９ ２０８ ９３ ２１ ２７６ ８７ ６３

２０ １２５ ６８ ２３ １６２ ９２ １３８

    
  ※耐震診断、耐震補強工事は、助成制度を利用した件数 
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＜取組の手引き＞ 
１ 昨今社会問題化している、悪徳業者を排除するための施策として、適正な価格で耐震化を行な

うことができるように、耐震診断士・耐震改修施工業者について、区への登録制度を設け、区民

への情報提供を図っている。また、区内業者の雇用の拡大に結びつけている。 

 

２ 木造住宅の耐震化率向上ためには、安価で確かな品質の耐震改修工事を求めている。そのため、

耐震診断業務を耐震診断・耐震改修計画・概算工事費までをセットで示して、区民が耐震診断後、

次に何をやるかがわかり易いようになっている。 

 

３ 精密診断による耐震診断の結果は、「木造住宅の耐震診断と補強方法（監修：国土交通省・発

行：（財）日本建築防災協会）による建築物の耐震性の判定基準（評点）で表され、「１．０」以

上は「（一応）倒壊しない」という評価になるが、耐震改修工事をしても評定が「１．０」に満

たない場合でも区の助成制度の対象としている。 

  

４ 各種まちづくり事業・イベントには、区職員が積極的に参加して、足立区の住宅耐震化促進（耐

震助成）事業のＰＲを実施している。 

 

５ 区民が安心して気軽に相談できるように、住宅の耐震に関する専門の窓口を設置している。 

 
 

自治体名 東京都足立区 
住  所 〒120-8510 東京都足立区中央本町一丁目 17 番 1 号  

担  当 建築部建築防災課耐震助成係 
電話番号 03-3880-5317 

E‐mail taishin@city.adachi.tokyo.jp 

連  絡  先 

U R L http://www.city.adachi.tokyo.jp/006/d08500051.html 
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３．防災教育に関する先進的取組 

◆滋賀県立彦根工業高等学校 防災教育チャレンジプラン（2006 年度） 

□防災教育チャレンジプランを支援する彦根市の取組 

事  例  名 工高生による木造住宅の簡易耐震診断― 彦根市河原町 ― 
【滋賀県彦根市】 

＜特 徴＞ 
 防災教育チャレンジプランでの活動を通した大学をはじめとする学校関係、県庁や市役所などの

自治体、商工会議所、建築士会、地元自治会などのネットワークづくり。 

＜概 要＞ ※防災教育チャレンジプランの概要 
 ３年生の科目（課題研究）に耐震調査班を設け、彦根市河原町に出かけ、木造住宅の簡易耐震診

断を行う。本プランの対象となるのは、3 年生建築科耐震調査班 8 名。 

 授業（課題研究）での取り組みのため、毎木曜日の午後に実施。ただし、学校行事、定期考査中

は除く。 
 生徒には、実測や耐震診断ソフト入力などの技術の習得はもとより、コミュニケーション能力・

防災意識の向上が期待されている。 

＜目 的＞ 
 生徒達が学校で学ぶ専門の学習や技術を生かし、実際に人々が住んでいる町家の耐震診断を行う

ことにより、生徒の学習の意欲を喚起し、学習成果の深化を図る。また、実社会体験を積むことに

より、社会性や人間的な資質向上をねらいとする。さらに家人や地域住人とのコミュニケーション

を通し、社会人としての人間関係力が磨かれ、地域の防災意識の向上にも貢献する。 
＜経緯及び活動状況＞ 
 市役所は、広報手段、実測宅のピックアップ、実測の手伝いなどついての相談に応じる。 

 生徒の簡易耐震診断を支援し、また診断結果をフォローアップし、一般耐震診断につなげる体制

の構築に努めている。 

 また、市では、耐震診断等に関する助成制度について彦根市木造住宅耐震診断員派遣事業実施要

綱、彦根市既存民間建築物耐震診断補助金交付要綱、彦根市木造住宅耐震・バリアフリー改修支援

事業補助金交付要綱、彦根市既存住宅耐震リフォーム支援事業補助金交付要綱に基づき一定の要件

を満たす物件に対し次の助成制度を創設し地震に強いまちづくりに努めている。 

なお、これら助成制度の詳細については、彦根市ホームページにて掲載。 

彦根市木造住宅耐震診断員派遣事業実施要綱 

  

助成対象経費 助成率 

耐震診断員による住宅の耐震診断のための経費で、消

費税相当額を含み 1 件当たり 30,000 円を上限とす

る。 申込みは、一依頼者につき 1棟とする。 

助成対象経費の 10／10 以内 
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彦根市既存民間建築物耐震診断補助金交付要綱 

建築物の種類 実際に要した経費を基礎とする算定 補助基本額を基礎とする算定 

面積に次に掲げる区分ごとの基準

単価を乗じて得た額の合計額に 3

分の 2を乗じて得た額 

ア  面積 1,000 ㎡以内の部分

2,000 円／㎡以内 

イ 面積1,000㎡を超え2,000㎡以

内の部分 1,500 円／㎡以内 

法第 6 条に規定する特定建築物(現

に使用しているものに限る。)また

は緊急輸送道路沿道の建築物 

耐震診断および予備診断に要した

経費(補修費および修繕費を除く。)

に 3分の 2を乗じて得た額 

ウ 面積 2,000 ㎡を超える部分

1,000 円／㎡以内 

面積に次に掲げる区分ごとの基準

単価を乗じて得た額の合計額に 3

分の 2を乗じて得た額 

ア  面積 1,000 ㎡以内の部分

2,000 円／㎡以内 

イ 面積1,000㎡を超え2,000㎡以

内の部分 1,500 円／㎡以内 

長屋および共同住宅(現に使用して

いるものに限る。) 

耐震診断および予備診断に要した

経費(補修費および修繕費を除く。)

に 3分の 2を乗じて得た額 

ウ 面積 2,000 ㎡を超える部分

1,000 円／㎡以内 

一戸建ての住宅(併用部分を含み、

現に使用しているものに限る。) 

耐震診断および予備診断に要した

経費(補修費および修繕費を除く。)

に 3分の 2を乗じて得た額 

面積に基準単価 1,000 円／㎡以内

を乗じて得た額の合計額に 3分の 2

を乗じて得た額 

 

彦根市木造住宅耐震・バリアフリー改修支援事業補助金交付要綱 

 

 

 事業名 補助金額 補助対象要件 

基

本

事

業 

(1)木造住宅耐震・バリアフリー改修

事業 

補助対象経費の 10 分の 1（1,000 円未満

は切捨て）とし、50 万円を上限とする。 

補助対象経費が 100

万円を超える工事に

限る。 

県産材利用数量が 0.25ｍ3 超

0.45ｍ3 以下 

5 万円 

県産材利用数量が 0.45ｍ3 超

0.70ｍ3 以下 

10 万円 

(2)県産材利用耐震改修モデル事業 

県産材利用数量が 0.70ｍ3 超 20 万円 

(3)主要道路沿い耐震改修モデル事業 10 万円/戸  

割

増

し

補

助

事

業 

(4)高齢者世帯耐震改修モデル事業 10 万円/戸  

(1)木造住宅耐震・バ

リアフリー改修事業

の補助金を受けてい

る場合に限る。 
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彦根市既存住宅耐震リフォーム支援事業補助金交付要綱 

事業区分 補助対象建築物の範囲 補助対象経費 補助金額 補 助 限 度

額 
(1) 耐震補強工

事 
木造建築物(在来軸組

工法、伝統的工法また

は枠組壁工法によるも

のをいう。以下同じ。)

の場合は上部構造評点

等が 0.7以上 1.0 未満、

その他の場合は構造耐

震指標(Is)が 0.6 未満

と診断されたもの 

木造建築物の場合は上部構造

評点を 1.0 以上に、その他の

建築物の場合は構造耐震指標

(Is)を 0.6 以上かつ保有水平

耐力に係る指標(q)を 1.0 以

上に引き上げる耐震補強工事

に要する経費(当該工事に必

要な設計および監理に要する

経費を含む。)。ただし、当該

補助対象経費が 30 万円を超

える場合に限る。 

補助対象経費の

10 分の 1 の額。

ただし、1,000 円

未満の端数は切

り捨てる。 

50 万円 

(2) 耐震部分補

強工事(木造建築

物の 1 階部分の補

強工事) 

地上階数が 2 以下の木

造建築物について、上

部構造評点等が 0.7 未

満と診断されたもの 

木造建築物の 1 階部分につい

て、上部構造評点を 1.0 以上

に引き上げる耐震補強工事に

要する経費(当該工事に必要

な設計および監理に要する経

費を含む。)。ただし、当該補

助対象経費が 30 万円を超え

る場合に限る。 

補助対象経費の

10 分の 1 の額。

ただし、1,000 円

未満の端数は切

り捨てる。 

30 万円 

(3) 耐震改修工

事(耐震シェルタ

ー等) 

耐震改修を施す建築物

について、木造建築物

の場合は上部構造評点

等が 0.7 未満、その他

の場合は構造耐震指標

(Is)が 0.6 未満と診断

されたもの 

震災時に住宅内部において、

一時的に避難する安全な空間

が確保できると認められる耐

震シェルター等を設置する工

事に要する経費(当該工事に

必要な設計および監理に要す

る経費を含む。)。ただし、当

該補助対象経費が 30 万円を

超える場合に限る。 

補助対象経費の

10 分の 1 の額。

ただし、1,000 円

未満の端数は切

り捨てる。 

30 万円 

(4) その他耐震

設備設置(耐震ベ

ッド等) 

耐震設備を設ける建築

物について、木造建築

物の場合は上部構造評

点等が 0.7 未満、その

他の場合は構造耐震指

標(Is)が 0.6 未満と診

断されたもの 

住宅倒壊時に安全な空間が確

保できる性能があると認めら

れる設備(耐震ベッド等)の設

置に要する経費。ただし、当

該補助対象経費が 10 万円を

超える場合に限る。 

3 万円(定額) ―― 
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＜取組の手引き＞ 
１ 防災まちづくりの観点から活動主体への助言・相談の窓口を一本化 

２ 防災まちづくりフォーラム開催時においての職員への参加呼びかけを実施 

 
 

自治体名 滋賀県彦根市役所 
住  所 滋賀県彦根市元町 4 番 2 号 
担  当 都市計画課、建築指導課、総務課 
電話番号 0749-30-6124 

E‐mail toshikeikaku@ma.city.hikone.shiga.jp 

連  絡  先 

U R L http://www.city.hikone.shiga.jp/ 
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４．災害時要援護者に関する先進的取組 

事  例  名 災害時要援護者の名簿登録 
【東京都練馬区】 

＜特 徴＞ 

○ 災害時要援護者の発見とネットワークづくりのため、自ら希望して登録する方式で名簿を作成

し、事前に地域の関係者に提供し、地域で見守る体制づくりに取り組んでいる。 

○ 要援護者情報の収集・共有に関しては、風水害の際に被害が頻発する地域を中心に福祉関係部

局が、所要の手続きを経た上で、「要援護者名簿」を事前に作成し、防災担当部局に提供でき

る体制を整えている。 

＜概 要＞ 
 練馬区の自主防災組織は、防災会、市民消火隊、避難拠点運営連絡会、その他に分類されている。

 このうち防災会は、町会、自治会、マンション等の管理組合等を基本とし、地域の防災のリー

ダーとして、災害予防、初期消火・避難誘導等の応急活動、復旧・復興も視野に、防災活動全般に

ついて取り組んでいる組織である。そのなかには、構成員が高齢者宅を訪問し、交流を深める「敬

老訪問」や、災害時に特に助けてほしい希望を書いてもらう「地域アンケート」等を実施しながら、

援助の必要な要援護者を特定した上で、普段から周囲に居住する防災会員が見守る取り組みを行

なっている防災会もある。 

一方、練馬区では災害時要援護者の発見とネットワークづくりに取り組み、災害時要援護者の情

報を把握するため、平成 19 年 8 月より「災害時要援護者名簿」の作成に取り組んでいる。この名

簿は、民生・児童委員、区民防災組織（=自主防災組織）、町会・自治会など地域の関係者に提供す

ることを前提に、自ら希望して名簿へ登録する方式をとっている。 

 現在は、この名簿を活用しながら、区民防災組織（＝自主防災組織）が中心になって、民生・児

童委員、町会・自治会などが連携して、平常時からの見守り活動や支援活動の実施を検討するとと

もに、災害時における状況確認や安否確認の方法、支援体制について検討を進めている。 

 また、要援護者情報の収集・共有に関しては、風水害の際に被害が頻発する地域を中心に、福祉

関係部局が所要の手続きを経て、「要援護者名簿」を作成し、防災担当部局に提供できる体制を整

えている。 
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＜目 的＞ 
○ 普段から援助の必要な災害時要援護者を地域で見守る環境を作る。 

○ 要援護者の避難支援体制を強化する。 

＜経緯及び活動状況＞ 
 まずは、平成 16 年に発生した一連の風水害時の教訓を踏まえ、風水害時に被害が頻発する地区

の要援護者名簿の作成に着手し、福祉関係部局が必要な手続きを踏まえた上で、防災担当部局に提

供できる体制を整えた。 

 災害時要援護者名簿については、練馬区では対象者を、「居宅で生活している方で、災害時に自

力で避難することが困難な方」と定義し、以下の方を想定している。  

 ・介護保険の要介護３～５の認定を受けている方  

 ・身体障害者手帳１・２級をお持ちの方  

 ・愛の手帳をお持ちの方  

 ・精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちの方  

 ・65 歳以上の一人暮らし世帯または 65 歳以上の方のみの世帯  

 ・難病（国・東京都の難病等医療助成を受けている方）の患者  

 ・その他、登録を希望する方 

 【災害時要援護者名簿の登録方法】 

 ・登録を希望する本人が、登録票に必要事項を記載し、返信用封筒（料金前納封筒）にて返送す

る。 

 ・登録票および返信用封筒は、区民事務所、出張所、地区区民館等、区の関係施設に置き、ひと

りにつき１枚の登録票を提出するようにお願いしている。 
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＜取組の手引き＞ 

○ 災害時要援護者名簿の登録情報の取りまとめや民生・児童委員への提供は、福祉関係部局で

行い、自主防災組織への提供は防災担当部局で行なうなど、福祉と防災の連携を意識しなが

ら取り組みを進めている。 

○ 自主防災組織に名簿情報を提供するに当たっては、覚書の取り交わしなど名簿情報の取扱に

ついて手続きを行なうとともに、名簿を活用した見守り活動を普段から進めていくために、

災害時要援護者に対する支援方法などを記載した地域の防災行動マニュアルを配布してい

る。 

○ 自主防災組織の育成・支援を担当する職員が比較的長期間担当することや地区担当を決める

ことにより、自主防災組織との信頼関係の構築に努めている。 

○ 災害時に避難所となる区立小中学校を避難拠点と位置づけ、避難拠点の近隣に居住する職員

を避難拠点要員に指名し、自主防災組織である避難拠点運営連絡会の活動に参加させている。

○ 地域のさまざまなイベントに防災色を加えることにより、地域における防災活動とみなして、

資器材の提供を行うなど地域のイベント活動を積極的に支援している。 

 
自治体名 東京都練馬区 

住  所 〒176-8501 練馬区豊玉北 6-12-1 練馬区役所本庁舎７階  

担  当 危機管理室 防災課 
電話番号 03-3993-1111(代表) 

E‐mail bousai@city.nerima.tokyo.jp 

連  絡  先 

U R L  
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Ⅱ．地方公共団体におけるモデル的取組事例 

１．家具の固定 

 
事  例  名 家具の転倒防止ボランティア支援 

【東京都江戸川区】 
＜特 徴＞ 

○ 災害時要援護者への配慮 

○ 専門性をもつボランティアの活用 

○ 行政の支援 

 
＜概 要＞ 
 65歳以上の１人暮らしの熟年者だけの世帯を対象に、区内の大工さん

のグループ（熟年者住まいのボランティア推進協議会）が家具転倒防止

金具の取り付けを無料で行っている。 

江戸川区は、同ボランティア推進協議会に転倒防止金具を現物支給し

て支援を行っている。 

＜目 的＞ 
地元の大工さんが、その専門性を生かして、熟年者世帯に家具の転倒防止策を施し、地震の備え

とする。 

＜経緯及び活動状況＞ 
 江戸川区内の建設会社、工務店などの建設５団体が、「熟年者住まいのボランティア推進協議会」

を結成し、住まいの修繕が自身では困難な概ね 65 歳以上の一人暮らしや熟年者だけの世帯を対象

に、建設技能者としての技術・技能を生かし、工賃無料(材料費は自己負担)で戸の建てつけなどの

補修工事をボランティアで行ってきた。 

 江戸川区は、本活動の一環として、同協議会に地震対策上の家具の転倒防止工事の実施について

話を持ちかけたところ、同協議会の承諾を得ることができ、平成 17 年度から本取組はスタートし

た。江戸川区は、Ｌ字金具等の材料を供与するとともに事業が円滑に推進できるように協賛・後援

している。 

本取組の詳細は、次のとおりである。  

【対 象】 

 65歳以上の熟年者の単身世帯または熟年者のみの世帯（障害者のみの世帯で自力での取り付

け困難者を含む） 
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 【施工範囲】 

    施工の場所：原則として居間、寝室、台所 

     対象の家具：地震の際に転倒し、居住者の身体に危険を及ぼす恐れのある家具・たんす・

食器棚・冷蔵庫など 

  

 【費 用】 

    工賃無料（材料は江戸川区が支援） 

  

 【施工方法】 

   Ｌ字金具などを使用し、家具を壁などに固定する（※住宅や家具の構造上取り付けができ

ない場合もある）。 

 

 【活動実績】 

 年  度 実績件数 
平成１７年度 ５９ 
平成１８年度 ２７ 
平成１９年度 ９ 
平成２０年度 １３ 

 

＜取組の手引き＞ 
１ 専門性を持つボランティア活動に対して、行政機関が積極的に支援をしている。 

２ 対象が自分自身での作業が困難な熟年者であり、家具の周辺の準備等も含めた作業を考慮する

必要がある。 

 
自治体名 東京都江戸川区 

住  所 〒132-8501 東京都江戸川区中央一丁目 4番 1号 

担  当 都市開発部住宅課相談係 
電話番号 03-5662-0517  

E‐mail juutaku@city.edogawa.tokyo.jp 

連 絡 先 

U R L http://www.city.edogawa.tokyo.jp/kurashi/sumai/taishin/
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２．防災に関する普及啓発  

 
事  例  名 防災対策情報番組の実施 

【滋賀県】 
＜特 徴＞ 
○平素からの減災に関する継続的啓発活動 
 
＜概 要＞ 

 滋賀県防災危機管理局が、地上波ＴＶ局びわこ放送の「くらし Safety」という番組を所管し、

減災を目的として毎週月～金の夕方に３分間放映し、地震対策や地域での防災訓練、自主防災活動

の取組などを紹介している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目 的＞ 
地震や風水害、土砂災害などについて防災の具体的な取り組みや最新の防災情報に加え、食の安

全や防火、防犯情報を含めた安心安全なくらしのための情報を放映することにより、県民の減災意

識の向上を狙いとしている。 

＜経緯及び活動状況＞ 
 滋賀県内には多くの活断層が存在し、特に琵琶湖西岸断層帯については、国の長期評価では、今

後 30 年間に地震の発生する確率が日本で 7番目に高いとされている。 

地震はいつ起こるかわからず、災害をなくすことはできないが、被害を軽減することは可能であ

る。被害を軽減するためには、日ごろからの備えが大切であり、かつ大切な家族や地域を守ること

ができるのは、県民一人ひとりの力である。 

こういう減災の視点から、地震や風水害、土砂災害などについて防災の具体的な取り組みや、最

新の防災情報を、平成 17 年度から地上波ＴＶ局びわこ放送「くらし Safety」という番組で放映し

ている。また、防災に加え、食の安全や防火、防犯情報についても併せて題材として取り上げてい

る。 
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１ 放映内容 

 家庭や地域で取り組める減災対策  

 地震防災についての最新情報  

 子ども向け防災番組「くらし安全塾」  

 県内のユニークな取り組みなど  

２ 放送局：びわ湖放送「くらし Safety」 

３ 放送日時・番組名 

毎週 月曜日～金曜日 午後 6時 10 分～午後 6時 13 分 （生放送なので多少変動あり） 

地域情報プレゼンター「とっておき滋賀５４５」のレギュラーコーナー「くらし Safety」

で放送 

毎週 月曜日・木曜日 午後 8時 55 分～午後 8時 59 分  

「くらし Safety」で放送 

４ その他 

  次のとおり、出演者の募集を行っている。 

  

   

 

 

 

 

 

 
＜取組の手引き＞ 
ほぼ毎日の放映なので、日々の内容の企画に当たっては、所管の防災危機管理局や放送局はもち

ろん、県内の市町、消防本部、県の出先機関、県庁内の各担当課から幅広く題材となる情報を入手

し、1ヶ月単位で企画運営している。 

 
 

自治体名 滋賀県 
住  所 〒520-8577 滋賀県大津市京町四丁目 1 番 1 号 
担  当 防災危機管理局  地震・防災チーム 
電話番号 077-528-3432 

E‐mail as00@pref.shiga.lg.jp 

連  絡  先 

U R L http://www.pref.shiga.jp/c/jishin/safety/index.html

防災・防犯情報を紹介するキッズ版「くらし安全塾」の小学生出演者を募集しています。 

リポーターとして番組取材に行ってみませんか？対象は小学３年生以上です。 

また、家庭や地域での防災情報も募集しています。 

「わが家の地震対策」や「地域での防災活動」など、防災に関するみなさんの取り組みや情

報をお寄せ下さい。番組でご紹介させていただきます。 

  宛先、お問い合わせは：〒５２０－８５８５ びわ湖放送 くらし Safety 係  
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防災に関する普及啓発 その２ 

 
事  例  名 「防災とボランティア週間」における、管内百貨店のレシートを介した防災啓

発活動【千葉県船橋市】 
＜特 徴＞ 
 企業と自治体の相互協力が目に見える形となって表れている。 
 
＜概 要＞ 
 「防災とボランティア週間」（毎年 1 月 15 日から 21 日まで）の間に、駅前の大型店舗のレシー

トの広告部分に啓発文章を記載してもらい、買い物客（一般市民）へ災害に備えることの大切さを

訴えている。 

 啓発文章は、以下のとおり。 

  

    防災とボランティア週間 

  『忘れるな！阪神・淡路大震災。 

備えよう！水と食糧３日分』 

 
＜目 的＞ 
 「防災とボランティア週間」の機会を捉え、一般市民への啓発活動を実施する。 

 

＜経緯及び活動状況＞ 
 市の消防局が、火災予防運動の期間に駅前の大型店舗等のレシートに、火災予防に関する啓発文

章を記載させてもらっていることにヒントを得て開始。 

 毎年 12 月までに企業の担当部署へ啓発の打診、承諾後に市長名で依頼をしている。 

 企業側は、これを実施するかの検討に１週間ぐらいを要することが多い。 

 
＜取組の手引き＞ 

○ 企業との連携で、市の啓発活動に拡がりを持たせることができる。 

○ 毎年、改めて交渉するため、継続的な活動となり難い。 
○ 参加企業を増やすところまでは至っていない。 

 
自治体名 千葉県船橋市 

住  所 〒273-8501 千葉県船橋市湊町 2-10-25  

担  当 市長公室 防災課 
電話番号 047-436-2038 

E‐mail bosai@city.funabashi.chiba.jp 

連  絡  先 

U R L  
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防災に関する普及啓発 その 3 

 
事  例  名 地域防災指導員の養成 

【静岡県】 
＜特 徴＞ 

 自主防災組織の活性化を図るため、地域防災活動をきめ細かに指導できる「地域防災指導員」を

養成する。 
 
＜概 要＞ 
１ 地域防災指導員の養成 

  防災の経験者を市町村が選任し、県は「地域防災指導員」として名簿に登録し、災害図上訓練

「ＤＩＧ」を中心とした実践的な訓練や避難所の運営などの実施方法を研修する。 

 ※防災の経験者とは、消防団ＯＢ、消防・警察官ＯＢ、災害ボランティア活動者、ベテラン防災

委員、企業防災担当者など。 

２ 地域防災指導員の活用 

  市町村の主体的な運用を基本とし、指導員は研修で習得した防災活動の普及促進など、各々の

地域において自主防災組織を指導する。 

  県は、指導員に対し、定期的に防災情報を提供するなど、市町村の取組を支援する。 

 ※地域防災指導員が担う防災活動とは、各種台帳の作成、防災マップの作成、避難生活計画の作

成、災害図上訓練「ＤＩＧ」の普及促進、避難所運営訓練の実施など。 

 

＜目 的＞ 
 地域防災指導員の機能として以下のことを期待しており、地域防災指導員を養成し、自主防災組

織の活性化の担い手とすることで、地域防災力の強化・底上げにつなげる。 

・小中学校区単位等の相互につながりの深い組織間の連携と地域での情報の共有化 

・巡回個別指導によるきめ細かな自主防災活動の充実・徹底 

・県や市町村の施策の広報マンや推進役として防災活動を普及 

・防災モニターとして地域の防災情報や住民の要望を市町村や県に伝達 
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＜経緯及び活動状況＞ 
 自主防災組織活性化検討委員会（平成 13 年度）より「自主防災組織を活性化するためには地域

防災活動を専門的に指導できる人材が必要である」との提言を受け、平成 14 年度から、自主防災

組織に対するきめ細かな指導や情報提供を行う「地域防災指導員」（市町村選任）を養成している。

１ 養成目標人数 

  沼津市や静岡市の先進事例では、小中学校区単位に１名の指導員が配置されていたことから、

概ね１０組織に１名の指導員の配置が効果的と考えた。 

  制度創設時、県内に 5,100 の自主防災組織があったことから、地域防災指導員は 500 人程度

を見込んでいた。 

２ 選任状況 

  平成 20 年８月現在、28 市町で計 574 人が選任されている。 

 活動状況は、各地の自主防災組織に指導員として直接参加し、地域の課題の検討を手伝うほか、

地図を広げ危険個所の確認や災害時の行動確認をしながら実施するゲーム感覚の簡易型災害図

上訓練ＤＩＧを取り入れた訓練指導なども行っている。 
３ 今後の取組 
  制度創設時に目標とした 500 人の養成は達成したため、平成 21 年度からは災害時要援護者支

援や避難所の運営等をカリキュラムとした地域防災指導員フォローアップ研修を開催し、地域防

災指導員の資質の向上を図る。 

 
＜取組の手引き＞ 
１ 「地域防災計画」への掲載等、市町村における地域防災指導員の位置づけを明確した方が、地

域防災指導員は活動しやすい。 

２ 市町村の自主性を阻害しないように、県は研修等を実施するに留め、市町村の取組を後方支援

する。 

３ 地域防災指導員のフォローアップができていなかったという反省により、平成 21 年度から地

域防災人材育成プログラムの一環として、地域防災指導員フォローアップ研修を実施する。制度

創設時から養成だけでなくフォローアップまで考えた制度とするのが望ましい。 

 
自治体名 静岡県  

住  所 静岡県静岡市葵区追手町 9番 6号 

担  当 総務部危機管理局危機情報室 
電話番号 054-221-3366 

E‐mail boujou@pref.shizuoka.lg.jp 

連  絡  先 

U R L http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/index.html 
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防災に関する普及啓発 その 4 

 
事  例  名 身近な地域の「市民防災行動計画」づくり 

【京都市消防局】 
＜特 徴＞ 
○ ビジュアルな防災情報の提供を通じた地域の災害対応力向上（住民と行政の連携・協働） 

＜概 要＞ 
京都市では、消防署員が、顔見知りの町内（自治会）単位で構成されている自主防災組織の構成

メンバーに対して、京都市消防局が開発した防災カルテにより、ビジュアルな防災情報（パソコン

プログラムによる災害対応力診断、火災延焼シミュレーション、地震被害シミュレーション）を提

供している。地域住民は、自分たちのまちの防災について考え、話し合い（ワークショップ形式）、

その内容を防災行動計画として、町内版の防災計画である「市民防災行動計画」を策定し、実践し

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜目 的＞ 
 「市民防災行動計画」を作成し、防災訓練等を通じて内容を検証し、必要な見直しや内容の充実

を図ることによって、地域の災害対応力が向上することを目的としている。 

＜経緯及び活動状況＞ 
１ 阪神・淡路大震災では、多くの家がつぶれて何万もの人が下敷きになったり、閉じ込められた

りしたが、ほとんどは顔見知りである近所の人に救出された。また、火災が発生したときに、被

害を最小限にとどめたのも、日ごろからの連帯が強い地域であった。このように、災害が起こっ

たときに大きな力を発揮するのは、家庭や地域のつながりが重要との教訓から、京都市では、平

成 12 年から、顔見知りの町内単位で構成する自主防災部の住民自らが、自分たちのまちの防災

について考え、話し合い（ワークショップ形式）、その内容を防災行動計画としてまとめた町内

版の地域防災計画である、身近な地域の「市民防災行動計画」づくりを推進している。 
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２ 京都市内には、概ね小学校区単位に自主防災会が、町内（自治会）ごとに地域防災の核となる

自主防災部が結成され、それぞれの地域事情に応じたさまざまな自主防災活動が展開されてい

る。 

  「市民防災行動計画」は、この自主防災部で作成され、いざというときのために、自分たちの

町に「何が必要で、何をしておくべきか」をまとめた計画で、地域の実情に応じた防災活動が、

継続して実践できる内容である。 

  ★「市民防災行動計画」の内容例 

 
 
 
  
 
 
 
 
３  住民参加のまちづくり等によく使われるワークショップ（会議形式）を活用し、自治会などを

単位にグループ分けを行って、話し合いやすい状況をつくり、リラックスした楽しい雰囲気の中、

参加者が自由に意見を出し合い、それらの意見をまとめて「市民防災行動計画」に反映する。 
 
      
 
 
 
 

４ 京都市の「市民防災行動計画」づくりは、平成 12 年度から 10 年間で全ての自主防災部で策

定するよう計画され、現在の達成率は、約 6200 町内（自主防災部）のおよそ 97％と高い実績を

上げている。 
＜取組の手引き＞ 
１ 「市民防災行動計画」づくりは、強制ではなく、あくまで地域の住民が、自発的に集まって話

し合い、地域事情に応じた計画を作成する活動であり、策定が完了するまでには数多くのワーク

ショップの開催を要することから、期間が必要である。 

２ また、「市民防災行動計画」は、作成したらそれで終わりというものではなく、防災訓練など

により計画の内容を検証し、必要な見直しや内容の充実を図ることが求められる。 
 

自治体名 京都市消防局 
住  所 〒604-0931 京都市中京区押小路通河原町西入榎木町 450 の 2 

担  当 安全救急部市民安全課  
電話番号 075-212-6692 

E‐mail fujhb875@city.kyoto.jp  

連  絡  先 

U R L http://www.city.kyoto.lg.jp/shobo/ 

 町内の防災マップを作ろう。 
 定期的に消火器の取扱訓練や普通救命講習をみんなで受けよう。 
 各家庭で非常食や飲料水、非常持出品などの備蓄に努めよう。 
 各家庭に消火器や消火バケツを設置しよう。 
 日ごろから防火・防災活動に積極的に取り組もう。 

皆で考え、できることから始めよう！ 

 
○ 大規模な災害が起きたらどうする？ 

 火災が発生した場合の消火方法は？ 
 情報の収集や連絡の方法は？ 
 安全な避難方法や避難経路は？

 
○ 日ごろの防火防災活動は何をする？ 

 普通救命講習は受けた方がいい？ 
 防災用品として、何が必要なの？ 
 防災マップは必要？

ワークショップで話し合われる事例 
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３．教育活動との連携  

 
事  例  名 学校と地域が連携した防災教育 

（小学校が周辺地域(自治会等)、市町村防災担当課と共同で、防災訓練、

救急救命講習、避難所開設・運営訓練等を実施）【千葉県】 

＜特 徴＞ 

学校と地域住民・行政が災害発生時にスムーズな連携の下に活動できる体制づくりのため、小学

生や地域住民等が実施・参加する防災教育の推進。 

 

＜概 要＞ 

千葉県教育委員会では、「学校と地域の防災教育モデル事業」として、学校と家庭・地域住民・

市町村関係部局・消防の連携による、小学生や地域住民等への、より身近で具体的な防災教育（講

習を含む）、防災訓練を実施。 
我孫子市立布佐南小学校では、児童が我孫子市総合防災訓練に参加し、日ごろの防災学習の成果

を発揮。 
＜目 的＞ 

災害から自分の命を守り、身近な人を助ける自助・共助が重要であることを、すべての県民に理

解させるとともに、日ごろの訓練・教育の積み重ねにより災害を減ずる技術を習得させ、災害発生

時に適切な判断の下、全員がスムーズに、かつ安全に避難活動できる体制を構築する。 
＜経緯及び活動状況＞ 

１ 学校と地域の防災教育モデル事業 （平成 19, 20 年度 各年度 5地域で実施） 

  学校と家庭・地域住民・市町村関係部局・消防が協力して、防災教育、防災訓練を実施するな

ど、平素の防災、発災時の対応、減災について、これらが連携して行う効果的な取組を、実践を

とおして研究し、他地域のモデルとする。 

  平成 19 年度には習志野市立大久保東小学校、松戸市立小金北小学校、成田市立向台小学校、

九十九里町立九十九里小学校、館山市立富崎小学校、平成 20 年度には市川市立大野小学校、柏

市立酒井根西小学校、東庄町立神代小学校、長生村立一松小学校、市原市立養老小学校と周辺地

域が実施し、平成 21 年度も 5地域で実施する。 

  各小学校では、児童に対する防災教育に力を入れて取り組んでいるが、地域住民等が参加でき

る講演会、防災訓練を実施することで、大人にも最先端の防災について学ぶ機会を提供すること

ができた。また、これらの機会に、例えば児童のプレゼンテーションやパネル展示により、学校

の防災教育の成果を参加者に知らせることができ、お互いが地域の中にある学校との意識を高め

ることができた。 

避難所運営訓練では、自主防災組織の中心となる地域の自治会や町会が中心になり、学校を会

場に、児童・教職員も参加して実施することで、災害発生時の学校と地域の連携の問題点を探り、

改善に生かすことができる。 
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２ 我孫子市立布佐南小学校の取組 
  我孫子市立布佐南小学校では、全校をあげて防災教育に取り組んでいる。我孫子市総合防災訓

練において、4 年生はポスター作成、5 年生は避難所開設訓練でテント設営、避難物資配付手伝

い、避難時の食のレシピ集作成配付、6年生は学習の成果発表を行い、災害時に小学生ができる

ことを、参加した市民等へアピールした。（平成 20 年度の「ぼうさい甲子園」奨励賞受賞校） 

 

＜取組の手引き＞ 

１ 早期の計画作成と打合せ実施により、大規模で効果的な活動が可能になる。 

２ 学校（教職員）、保護者、地域住民、行政機関、消防等の、防災に対する認識の違いを把握し

講演会や避難訓練実施にあたっては、充分な検討の上、一番効果的な方法を探る必要がある。 

３ 地域全体の防災体制を充実させるためには、一回限りのイベントではなく、継続的な取組を行

うことが必要である。そのためには、関係機関が無理なく取り組める内容と方法を検討すること

が重要である。 

 
自治体名 千葉県 

住  所 〒260-8662 千葉市中央区市場町 1-1 千葉県庁中庁舎 8階 

担  当 教育庁教育振興部学校安全保健課  
電話番号 043-223-4091 

E‐mail chgakuhoan@mz.pref.chiba.lg.jp 

連  絡  先 

U R L http://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/index.html 

 
 
 



25 

４．住宅の耐震化 

 
事  例  名 家づくり利子補給制度の実施 

【山形県】 
＜特 徴＞ 
○ 耐震性を満足しない住宅の除却と耐震化住宅の新築（「自助」への支援（公助）） 
 

＜概 要＞ 
耐震化を満足しない住宅を減らすため、耐久性の高い住宅の新築・分譲に対し、住宅ローンの金

利の一部を県が負担する。 

１ 融資限度額 

２，５００万円以内（土地購入費は除く） 

２ 対象住宅ローン 

融資期間３５年以内のローンで３年間・５年間・１０年間（平成 20 年度追加）の固定金利ロ

ーンで据え置き期間の設定のないもの 

３ 利子補給率・利子補給期間 

耐震建替住宅 

・ ３年固定ローン ： 利子補給率 ０．５％ × ３年間   

・ ５年固定ローン ： 利子補給率 ０．５％ × ５年間 

・１０年固定ローン ： 利子補給率０．２５％ ×１０年間 

   
＜目 的＞ 
 住宅ローンの金利の一部を県が負担（利子補給）することによって、持家住宅の取得の支援を通

して、耐震化率の向上等を目的としている。 

＜経緯及び活動状況＞ 
 本制度は、平成 14 年度に県産材の使用促進を目的に創設された。その後県内に確認されていた活

断層帯の被害想定が公表され、地震に対する減災という視点から、平成 17 年度に耐震性を満足し

ない住宅の建て替えにも適用されることになった。その内容は次のとおりである。 

１ 利子補給の申込者の条件（次のすべてに該当すること） 

（１）県内に、自ら居住するための住宅を新築、または新築の分譲住宅を購入する者 

   ※申込みは、１人ひとつの住宅  

（２）前年１年間の収入または所得が次の金額以下の方 

   ・給与所得者 収入金額が 1,000 万円以下  ・その他 所得金額が 780 万円以下 

（３）償還が確実に可能な者（融資は、各取扱金融機関の基準により決定） 

（４）融資契約期限：年度内に取扱金融機関と融資契約・実行可能な者 



26 

２ 利子補給の対象となる住宅の基準 

次のすべての基準に該当する住宅の新築・購入が対象。 

（１）県の総合支庁等で既存住宅の耐震診断を行い、耐震性を満足していないと判断された既存住

宅を解体し、除却届けを提出すること 

（２）建て替える住宅が、在来工法木造住宅の耐久性基準に適合すること 

   【公庫住宅等政策融資技術基準第４章第２節および同運用について第４第 1項の基準】 

   ・構造材の強化（すみ柱 12 ㎝角以上）・基礎の強化（基礎高は地盤面から 40 ㎝以上）  

    ・小屋裏換気措置  ・床下換気措置  ・換気設備の設置  ・防腐・防蟻措置 

３ 手続きの流れ 

  利子補給の条件に適合するかどうか、資金計画を検討と耐震診断実施 

 ⇒外壁工事を開始する４０日前までに、申し込み 

 ⇒外壁工事を開始する 1０日前までに、基準適合報告書を提出し、県が現場確認 

 ⇒取扱金融機関とローン契約を締結し、利子補給金の交付を申請 

 ⇒工事完成後に１４日以内の完成報告、かつ危険住宅を除却後に１４日以内の除却報告 

４ 利子補給戸数のこれまでの実績と H21 予定 

  

年    度 H17 H18 H19 H20 H21 予定 

耐震建替住宅【利子補給率 0.5%】 58 52 13 25 50 

県産材使用住宅（省エネ型）【1.0%】 － － － 50 200 

県産材使用住宅【1.0%】 210 216 116 100 － 

バリアフリー住宅【0.5%】 － 82 50 50 － 

参 
 

考 

高耐久性住宅【0.5%】 100 － － － － 

＜取組の手引き＞ 
住宅の図面をもとにして耐震診断するため、古い住宅の場合には図面を作成することが必要。

昭和５６年以前の住宅すべて対象にする案もあるが、昭和５６年以前であっても耐震基準を満たし

た住宅もあり、一律に建築時期だけで本制度の対象には該当できない状況。 

簡易的な問診票の活用等を検討し、制度をより使い易くする必要がある。 

 
自治体名 山形県 

住  所 〒990-8570 山形県山形市松波二丁目８－1 

担  当 土木部建築住宅課 
電話番号 023-630-2640 

E‐mail ykenchiku@pref.yamagata.jp  
連 絡 先 

U R L http://www.pref.yamagata.jp/business/farm/7180025risihokyuuh20ver2.html

【H21 は上記ＵＲＬ変更の可能性あり】 
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住宅の耐震化 その２   

 
事  例  名 住宅の耐震化推進のための耐震診断ローラー作戦の実施 

【愛知県】 

＜特 徴＞ 

 住宅の耐震化推進のための無料耐震診断 

 地域住民、専門家、行政の連携・協働による耐震診断の普及・啓発活動 

＜概 要＞ 

愛知県は、県内の各市町村とともに、地域組織や建築士、防災ボランティアなどと協働して、フ

ェース・トゥ・フェースで木造住宅の耐震化の普及・啓発活動を推進している。耐震診断ローラー

作戦は、その 1つの仕組みであり、モデル的実施イメージは次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目 的＞ 

 地震の際の被害を軽減するため、県・市町村が防災ボランティア、町内役員や建築士とともに、

住民に対して住宅の耐震化の必要性を説明して耐震診断を受けさせることを目的としている。 

＜経緯及び活動状況＞ 

１ 阪神・淡路大震災（平成 7年）による犠牲者の 8割以上が家屋の倒壊や家具の転倒による圧迫

死だったことを教訓に、愛知県では、平成 14 年度から木造住宅の無料耐震診断事業を開始した。

これは、各市町村が事業主体となって、老朽化した民間木造住宅に対し専門家を派遣し、無料

で耐震診断を行い、正確な住宅の耐震性能の情報を提供することにより、住宅の耐震化の促進を

図ろうというものである。 

２ 耐震診断の推進については、それまで各市町村において対象者に対するダイレクトメールや、

職員が対象住宅に無料耐震診断申込書などを届けるポスティングなどの取り組みを実施してき

たが、紙媒体による一方通行の啓発では、効果に限界があった。 

３ 愛知県は、先進的に取り組んでいた他県の効果的な事例や、県内の吉良町において大工などの

組合が、独自に耐震診断ローラー作戦を実施したところ大きな成果があったことなどから市町村

に呼びかけてモデル的に実施したことを契機に取組を開始した。 

  ローラー作戦の実施地区を決めて、事前に町内会などを 

通じて住民に通知 

 建築士団体、大工団体、防災リーダー会、防災ボラン 

ティアなどに参加を呼びかけ 

 参加者や地域の人を対象に県が防災講演会を主催 

 土、日曜日に市町村職員、上記参加者が実施地区の対象 

住宅を訪問し、耐震診断を勧誘 
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４ 平成 19 年度の主な都市でのローラー作戦の実績は次のとおりである。 

   

自 治 体 名古屋市 岡崎市 一宮市 知立市 田原市 

訪問 １９８ ８４ ２３１ １９２ ２２７
訪問件数 

面談 １０８ ５６ １７６ １３２ １０２

訪問時 １４ ２６ ３２ ２０ ４３

申請書受取 １００ １９ ８３ ６８ ２８
申込み 

状況 
後日申込み １ １ ６ １１ 

 

＜取組の手引き＞ 

１ ローラー作戦の実施は、事前に住民への周知を行い、かつ地元の人とともに回ることにより、

戸別訪問が順調に行える（訪問セールスなどのように怪しまれない）。 

２ 地元の人と回ることは、空き家や建物の利用形態など対象ではない家屋の判別が迅速に行え

る。 

３ 自主防災意識の低い地区では、防災意識の啓発から取り組まなければならない。 

４ 留守宅の少ない日曜日の実施が効果的である。（地域による） 

 

自治体名 愛知県  

住  所 〒460-8501 愛知県名古屋市中区三の丸三丁目 1番 2号 

担  当 建築部建築担当局住宅計画課防災・まちづくりグループ  

電話番号 052-961-2111（代表） 

E‐mail jutakukeikaku@pref.aichi.lg.jp 

連  絡  先 

U R L http://www.pref.aichi.jp/jutakukeikaku/ 

 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 

参 考 資 料 

 
 地方公共団体における様々な取組（平成 21 年２月現在） 

  （平成 21 年 2 月に実施した内閣府のアンケート調査＊結果より） 

    
 
 
 
 
 
 
 

＊都道府県、政令指定都市、東京都 23 区を対象に、各防災担当部局には「家具の固定

と防災に関する普及啓発」、教育委員会には「教育活動との連携」、住宅部局には「住

宅の耐震化」に関して、平成 19 年度以降に実施した取組と管轄下におけるトピック

的な取組について調査したもの。 

 



  

参 1

【
都

道
府

県
の

防
災

部
局

の
回

答
】
 

  

県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

北
海

道
 

北
海

道
の

Ｈ
Ｐ

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
ハ

ロ
ー

ペ
ー

ジ
（
防

災
情

報
「
レ

ッ
ド

ペ
ー

ジ
」
）

へ
情

報
を

掲
載

し
、

広
く
道

民
へ

周
知

し
た

。
 

【
市

町
村

の
ト

ピ
ッ

ク
的

な
取

組
事

例
】
 

・
家

具
転

倒
防

止
器

具
等

の
展

示
（
北

見
市

：
Ｈ

２
０

） 

北
海

道
の

Ｈ
Ｐ

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
ハ

ロ
ー

ペ
ー

ジ
（
防

災
情

報
「
レ

ッ
ド

ペ
ー

ジ
」
）
へ

の
情

報
の

掲
載

（
Ｈ

１
９

，
２

０
）
、

ま
た

、
緊

急
地

震
速

報
パ

ネ
ル

展
の

実
施

（
Ｈ

１
９

）
、

地
域

防
災

フ
ェ

ア
の

実
施

（
パ

ネ
ル

展
等

（
Ｈ

１

９
）
）
、

活
断

層
講

演
会

の
実

施
（
Ｈ

１
９

，
２

０
）
等

に
よ

り
防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
を

実
施

し
た

。
 

【
市

町
村

の
ト

ピ
ッ

ク
的

な
取

組
事

例
】
 

・
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
Ｆ

Ｍ
局

を
通

じ
た

啓
発

普
及

放
送

（
北

見
市

：
Ｈ

２
０

） 

・
災

害
図

上
訓

練
の

実
施

（
苫

小
牧

市
：
Ｈ

１
９

）
 

・
「
火

山
勉

強
会

」
登

山
の

実
施

（
観

測
機

器
、

火
口

列
・
火

口
な

ど
の

見
学

等
）
（
駒

ヶ
岳

火
山

防
災

会
議

協
議

会
：
Ｈ

１
９

，
２

０
） 

・
保

育
園

に
お

け
る

防
火

・
防

災
映

画
の

上
映

及
び

防
火

・
防

災
紙

芝
居

の
読

み
聞

か
せ

の
実

施
（
上

川
南

部

消
防

事
務

組
合

：
Ｈ

１
９

，
２

０
）
 

青
森

 
防

災
啓

発
研

修
な

ど
で

説
明

を
実

施
し

て
い

る
ほ

か
、

青
森

県
総

合
防

災
訓

練

な
ど

で
資

料
を

配
布

す
る

な
ど

の
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

 

 市
町

村
に

お
い

て
は

、
広

報
誌

に
掲

載
す

る
以

外
の

取
組

は
特

に
な

い
。

 

防
災

週
間

に
、

防
災

啓
発

研
修

を
実

施
し

た
ほ

か
、

1
1

月
に

県
内

3
ヶ

所
で

防
災

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

た
。

 

テ
レ

ビ
の

広
報

番
組

に
お

い
て

、
地

震
防

災
番

組
を

作
成

し
た

ほ
か

、
県

の
広

報
誌

に
特

集
記

事
を

掲
載

し

た
。

 

八
戸

市
に

お
い

て
は

、
八

戸
市

安
全

・
安

心
ま

ち
づ

く
り

推
進

協
議

会
を

設
立

し
、

そ
の

中
で

説
明

を
実

施
し

て

い
る

。
 

ま
た

、
4

市
（
青

森
市

、
弘

前
市

、
八

戸
市

、
十

和
田

市
）
に

お
い

て
、

出
前

講
座

等
を

実
施

し
て

い
る

。
 

岩
手

 
・
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

広
報

 

・
市

町
村

へ
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

 

・
 

「
岩

手
・
宮

城
内

陸
地

震
の

震
災

写
真

展
」
に

お
け

る
転

倒
防

止
器

具
等

の

防
災

物
品

の
展

示
（
一

関
市

）
 

・
津

波
教

育
の

推
進

→
津

波
学

習
用

教
材

の
配

付
と

と
も

に
、

小
中

学
校

の
教

職
員

を
対

象
に

講
習

会
を

開
催

 

・
自

主
防

災
組

織
育

成
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
→

地
域

住
民

向
け

の
講

演
会

、
地

域
課

題
の

抽
出

な
ど

 

・
自

主
防

災
組

織
リ

ー
ダ

ー
講

習
会

 

・
情

報
紙

等
へ

の
取

材
協

力
 



  

参 2

 
県

名
 

Q
1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

宮
城

 
・
宮

城
県

で
は

，
平

成
１

５
年

度
及

び
平

成
１

６
年

度
に

，
「
家

内
安

全
推

進
事

業

（
家

具
転

倒
ゼ

ロ
作

戦
）
」
と

し
て

，
日

曜
大

工
が

困
難

な
高

齢
の

方
や

身
体

に
障

害
を

持
っ

た
方

の
み

の
世

帯
を

対
象

に
，

地
震

に
よ

る
家

具
等

の
転

倒
で

居
住

者
が

負
傷

し
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

を
目

的
に

，
作

業
員

を
派

遣
し

家
具

等
を

床
・

壁
等

に
固

定
す

る
作

業
を

無
償

で
行

っ
た

が
，

現
在

で
は

当
該

事
業

は
行

っ
て

い
な

い
。

・
市

町
村

に
お

い
て

は
，

建
築

担
当

課
等

に
お

い
て

，
家

具
転

倒
防

止

作
業

員
の

有
償

・
無

償
派

遣
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

る
。

 

・
宮

城
県

で
は

，
地

域
防

災
リ

ー
ダ

ー
養

成
研

修
を

開
催

し
，

地
域

の
防

災
リ

ー
ダ

ー
と

な
る

人
材

の
育

成
に

努
め

て
い

る
。

一
般

向
け

と
し

て
は

，
「
み

や
ぎ

出
前

講
座

」
の

１
講

座
と

し
て

「
宮

城
県

地
震

に
備

え
て

」
と

い
う

題
目

で
の

出
前

講
座

を
行

っ
て

お
り

，
１

４
２

項
目

あ
る

出
前

講
座

の
中

で
も

一
位

の
利

用
数

と
な

っ
て

い
る

。

ま
た

，
楽

天
株

式
会

社
と

の
協

定
に

よ
り

「
宮

城
県

防
災

・
危

機
管

理
ブ

ロ
グ

」
を

開
設

し
て

お
り

，
防

災
関

連

情
報

を
広

く
提

供
し

て
い

る
。

・
各

市
町

村
に

お
い

て
も

，
独

自
に

研
修

会
や

出
前

講
座

等
を

開
催

し
て

い
る

状

況
が

あ
る

が
，

全
市

町
村

の
開

催
状

況
等

に
つ

い
て

は
把

握
し

て
い

な
い

 

秋
田

 
該

当
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

市
町

村
に

お
い

て
も

該
当

が
あ

り
ま

せ
ん

。
 

・
職

員
に

よ
る

「
出

前
講

座
」
と

し
て

、
住

民
等

に
対

し
防

災
意

識
の

啓
発

や
自

主
防

災
組

織
の

必
要

性
等

に

つ
い

て
の

普
及

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
自

主
防

災
組

織
の

組
織

化
の

促
進

の
た

め
の

研
修

会
を

開
催

し

て
い

ま
す

。
 

・
毎

年
５

月
下

旬
を

「
県

民
防

災
意

識
高

揚
強

調
週

間
」
、

５
月

２
６

日
を

「
県

民
防

災
の

日
」
と

し
、

ポ
ス

タ
ー

や

ラ
ジ

オ
放

送
を

活
用

し
防

災
意

識
の

啓
発

を
行

っ
て

い
る

ほ
か

、
県

民
の

協
力

を
得

て
防

災
訓

練
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
山

岳
遭

難
の

防
止

や
火

災
予

防
、

水
難

事
故

防
止

等
に

つ
い

て
も

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た
普

及
啓

発
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

・
防

災
に

関
す

る
知

識
、

技
術

を
体

験
す

る
こ

と
が

で
き

る
施

設
「
防

災
セ

ン
タ

ー
」
を

平
成

２
年

に
設

置
し

、
県

民
の

利
用

を
通

じ
て

広
く
普

及
啓

発
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 



  

参 3

 
県

名
 

Q
1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

山
形

 
・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

活
用

し
て

の
啓

発
活

動
を

実
施

し
て

い
る

 

・
家

具
等

の
転

倒
防

止
に

関
す

る
住

民
向

け
相

談
窓

口
を

設
置

し
、

相
談

対
応

し

て
い

る
 

・
住

宅
フ

ェ
ア

等
催

事
場

に
て

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
掲

示
・
配

布
を

実
施

し
て

い
る

 

・
防

災
に

関
す

る
講

演
会

の
開

催
 

・
県

の
職

員
に

よ
る

県
民

へ
の

防
災

教
育

（
出

前
講

座
）
 

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
て

の
啓

発
活

動
 

・
自

主
防

災
組

織
の

リ
ー

ダ
ー

の
養

成
（
研

修
会

の
開

催
）
 

・
各

種
防

災
訓

練
の

実
施

 

福
島

 
県

で
は

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活
用

し
て

P
R

活
動

を
行

っ

て
い

る
 

県
内

の
市

町
村

に
お

い
て

も
、

同
様

に
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
配

布
な

ど
を

行
っ

て
い

る
 

先
進

的
な

事
例

は
、

特
に

行
っ

て
い

な
い

 

一
般

向
け

の
防

災
普

及
活

動
は

、
県

に
お

い
て

も
市

町
村

に
お

い
て

も
防

災
訓

練
や

講
演

会
・
講

習
会

を
行

っ
て

い
る

 

ト
ピ

ッ
ク

的
な

取
組

事
例

は
特

に
な

い
 

茨
城

 
（
県

）
一

般
県

民
を

対
象

と
し

た
啓

発
事

業
の

中
で

取
り

上
げ

普
及

に
努

め
て

い

る
。

 

・
い

ば
ら

き
防

災
大

学
（
年

１
１

回
の

う
ち

１
回

）
 

 
「
住

宅
の

耐
震

化
」
の

講
義

の
中

で
，

家
具

の
転

倒
防

止
対

策
も

併
せ

て
講

義
。

 

・
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「
自

分
の

身
は

自
分

で
守

る
」
の

作
成

・
配

布
（
年

２
万

部
）
 

 
「
家

の
中

の
安

全
対

策
」
の

一
つ

と
し

て
，

家
具

の
転

倒
防

止
対

策
に

つ
い

て

掲
載

。
 

（
市

町
村

）
主

な
取

組
事

例
 

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
配

布
 

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，

広
報

紙
へ

の
掲

載
 

・
全

戸
配

布
の

防
災

ガ
イ

ド
に

記
載

 

・
有

識
者

に
よ

る
講

演
会

の
開

催
 

・
固

定
器

具
の

配
布

 

（
県

）
一

般
県

民
を

対
象

と
し

た
研

修
会

等
の

開
催

，
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

等
 

・
総

合
防

災
訓

練
の

実
施

（
年

１
回

） 

・
起

震
車

の
運

用
（
年

１
５

３
回

・
約

25
千

人
が

体
験

…
１

９
年

度
実

績
） 

・
い

ば
ら

き
防

災
大

学
（
年

１
１

回
開

講
）
 

・
自

主
防

災
組

織
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

（
年

２
回

）
 

・
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「
自

分
の

身
は

自
分

で
守

る
」
の

作
成

・
配

布
（
年

２
万

部
）
 

・
各

種
団

体
・
企

業
等

が
主

催
す

る
講

習
会

へ
の

講
師

派
遣

 

・
県

広
報

テ
レ

ビ
番

組
や

ラ
ジ

オ
放

送
を

利
用

し
た

広
報

（
年

１
回

）
 

（
市

町
村

）
主

な
取

組
事

例
 

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
，

防
災

マ
ッ

プ
の

作
成

・
配

布
 

 
 

 

・
防

災
講

演
会

等
の

開
催

 
等

 



  

参 4

 
県

名
 

Q
1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

栃
木

 
・
県

民
か

ら
の

要
請

に
よ

り
、

職
員

が
集

会
等

の
場

に
出

向
い

て
、

県
政

に
つ

い

て
の

説
明

等
を

行
う

「
と

ち
ぎ

県
政

出
前

講
座

」
等

に
よ

り
、

「
家

具
の

固
定

」
に

つ

い
て

の
意

識
の

普
及

啓
発

を
行

っ
て

い
る

。
「
と

ち
ぎ

県
政

出
前

講
座

」
で

は
、

災

害
か

ら
命

・
財

産
・
我

が
家

・
我

が
ま

ち
を

守
る

た
め

に
、

普
段

か
ら

や
っ

て
お

く
べ

き
こ

と
や

災
害

の
時

に
ど

う
行

動
す

べ
き

か
を

説
明

し
、

防
災

知
識

の
普

及
啓

発

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
管

轄
下

の
市

町
で

ト
ピ

ッ
ク

的
な

（
話

題
性

の
あ

る
）
取

組
事

例
は

な
い

が
、

市

町
に

お
い

て
、

市
民

向
け

の
出

前
講

座
で

「
家

具
の

固
定

」
を

は
じ

め
と

し
た

防
災

知
識

の
普

及
啓

発
を

行
っ

て
い

る
事

例
は

あ
る

。
 

・
と

ち
ぎ

県
政

出
前

講
座

、
防

災
・
危

機
管

理
講

演
会

（
防

災
の

つ
ど

い
）
、

総
合

防
災

訓
練

（
県

と
市

町
の

共

催
）
等

を
通

じ
て

、
県

民
の

防
災

に
対

す
る

理
解

と
防

災
意

識
の

高
揚

を
図

っ
て

い
る

。
 

・
管

轄
下

の
市

町
で

ト
ピ

ッ
ク

的
な

（
話

題
性

の
あ

る
）
取

組
事

例
は

な
い

が
、

市
民

向
け

の
出

前
講

座
、

市
町

レ
ベ

ル
で

の
防

災
訓

練
、

防
災

リ
ー

ダ
ー

研
修

等
を

通
じ

た
普

及
啓

発
活

動
を

行
っ

て
い

る
事

例
は

あ
る

。
 

群
馬

 
「
家

具
の

固
定

」
は

、
国

交
省

の
「
住

宅
・
建

築
物

耐
震

改
修

等
事

業
」
の

補
助

対

象
外

で
あ

る
が

、
同

対
象

事
業

に
お

い
て

、
普

及
啓

発
活

動
が

あ
り

、
そ

れ
に

付

随
す

る
も

の
と

し
て

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
 

○
県

・
・
・
市

町
村

が
行

う
普

及
啓

発
活

動
へ

の
人

的
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
及

び
、

出
前

講
座

で
の

講
演

活
動

。
 

○
市

町
村

・
・
・
各

種
広

報
誌

へ
の

記
事

掲
載

、
地

元
F
M

を
使

っ
た

特
集

番
組

、
生

涯
学

習
講

座
開

催
時

の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

配
布

、
出

前
講

座
で

の
講

演
、

老
朽

家
屋

へ
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
活

動
。

（
※

詳
細

添
付

）
 



  

参 5

 

県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

埼
玉

 
県

政
出

前
講

座
「
今

す
ぐ

で
き

る
震

災
対

策
」
 

地
震

に
関

す
る

様
々

な
情

報
を

提
供

し
、

県
の

震
災

対
策

を
説

明
す

る
と

と
も

に
、

大
地

震
に

備
え

て
家

庭
で

で
き

る
身

近
な

震
災

予
防

対
策

を
説

明
す

る
出

前
講

座
を

実
施

し
て

い
る

。
 

H
1
9

年
度

→
7
6

回
 

4
,5

7
5

人
 

H
2
0

年
度

→
6
2

回
 

3
,2

2
9

人
 

・
県

政
出

前
講

座
「
今

す
ぐ

で
き

る
震

災
対

策
」
同

左
 

・
地

震
対

策
セ

ミ
ナ

ー
 

一
般

県
民

向
け

に
防

災
防

災
意

識
の

啓
発

や
ハ

ー
ド

、
ソ

フ
ト

両
面

に
わ

た
る

予
防

対
策

の
進

め
方

を
考

え

る
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
て

い
る

 

防
災

に
係

る
講

演
の

他
、

地
震

関
連

資
料

の
展

示
、

建
築

職
員

に
よ

る
耐

震
診

断
な

ど
を

開
催

し
、

地
震

被

害
を

軽
減

す
る

た
め

の
対

処
方

法
を

啓
発

す
る

。
 

H
1
9

年
度

 
H

2
0
.1

.1
6

開
催

 
4
5
0

人
参

加
 

H
2
0

年
度

 
H

2
0
.1

1
2
8

開
催

 
4
5
0

人
参

加
 

千
葉

 
「
県

民
だ

よ
り

」
や

「
千

葉
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

」
に

家
具

の
固

定
に

つ
い

て
の

啓
発

記
事

を
掲

載
し

た
り

、
講

演
会

や
訓

練
時

に
、

家
具

の
固

定
に

関
す

る
啓

発
資

料

の
配

布
を

行
っ

た
。

 

（
県

の
取

組
）
「
県

民
だ

よ
り

」
や

「
千

葉
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

」
等

各
種

媒
体

を
活

用
し

、
一

般
県

民
向

け
の

防
災

啓
発

に
努

め
て

い
る

。
ま

た
、

平
成

１
９

年
４

月
１

日
よ

り
運

用
開

始
し

た
「
防

災
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

」
に

お
い

て
も

「
防

災
ま

め
知

識
」
等

の
啓

発
情

報
を

掲
載

し
て

い
る

。
 

 
１

９
年

度
に

お
い

て
は

、
N

H
K
-
F
M

「
ひ

る
ど

き
情

報
千

葉
」
に

協
力

し
て

「
防

災
特

集
」
の

コ
ー

ナ
ー

を
月

１
回

設
け

、
防

災
情

報
の

提
供

を
行

っ
た

。
 

 
そ

の

他
、

防
災

訓
練

や
講

演
会

等
に

お
い

て
も

、
啓

発
資

料
を

配
布

し
広

報
に

努
め

て
い

る
。

さ
ら

に
、

防
災

教
育

施
設

と
し

て
、

体
験

型
学

習
設

備
を

備
え

た
「
西

部
防

災
セ

ン
タ

ー
」
や

県
で

地
震

体
験

車
を

保
有

し
、

各
市

町

村
や

消
防

本
部

へ
の

貸
出

し
を

通
じ

て
県

内
全

域
の

住
民

等
が

地
震

体
験

学
習

を
行

う
こ

と
で

き
る

よ
う

な
体

制
づ

く
り

を
し

て
い

る
。

（
管

轄
下

市
町

村
の

ト
ピ

ッ
ク

的
な

事
例

）
船

橋
市

に
お

い
て

、
防

災
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

週

間
に

お
い

て
、

管
内

の
百

貨
店

の
レ

シ
ー

ト
に

、
防

災
啓

発
の

た
め

の
広

報
文

章
を

掲
載

。
 

東
京

 
1
.区

市
町

村
へ

の
転

倒
防

止
対

策
推

進
の

働
き

か
け

2
.関

係
機

関
、

団
体

へ
の

普
及

啓
発

と
協

力
要

請
3
.公

共
施

設
等

の
転

倒
防

止
対

策
推

進
4
.各

広
報

媒

体
を

利
用

し
た

啓
発

5
（
※

詳
細

添
付

）
 

1
.災

害
対

策
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

2
.防

災
広

報
ビ

デ
オ

の
制

作
3
.防

災
フ

ェ
ア

4
.防

災
ポ

ス
タ

ー
コ

ン
ク

ー
ル

5
.防

災
市

民
大

学
6
.防

災
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
7
.防

災
セ

ン
タ

ー
の

見
学

会
8
.親

子
防

災
教

室
9
.そ

の
他

防
災

展

（
※

詳
細

添
付

）
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県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

神
奈

川
 

1
.県

災
害

消
防

課
の

取
組

 

・
 
家

庭
や

地
域

で
の

防
災

対
策

用
に

作
成

し
た

冊
子

「
か

な
が

わ
防

災
読

本
」

の
「
地

震
か

ら
身

を
守

る
に

は
」
の

項
目

の
中

に
、

「
家

具
の

転
倒

や
落

下
を

防
ぐ

対
策

を
と

る
」
こ

と
な

ど
を

掲
載

し
、

県
内

市
町

村
へ

配
布

し
た

ほ
か

、
県

総
合

防

災
セ

ン
タ

ー
や

各
県

政
情

報
コ

ー
ナ

ー
等

へ
の

配
架

や
県

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

な
ど

「
家

具
の

固
定

」
に

関
す

る
普

及
啓

発
を

実
施

し
て

い
る

。
 

2
.県

総
合

防
災

セ
ン

タ
ー

の
取

組
 

・
県

総
合

防
災

セ
ン

タ
ー

に
、

体
験

コ
ー

ナ
ー

や
防

災
情

報
の

展
示

コ
ー

ナ
ー

が

あ
り

、
そ

の
展

示
コ

ー
ナ

ー
の

一
画

に
家

具
転

倒
防

止
コ

ー
ナ

ー
を

設
け

て
タ

ン

ス
等

の
固

定
方

法
を

展
示

し
て

い
る

。
 

・
平

成
1
9

年
1
0

月
1
8

日
(日

)に
防

災
フ

ェ
ア

2
0
0
7
、

平
成

2
0

年
1
0

月
1
9

日

(日
)に

防
災

フ
ェ

ア
2
0
0
8

を
実

施
し

、
参

加
団

体
に

よ
る

家
具

転
倒

防
止

の
実

演

を
行

っ
た

。
 

1
.県

災
害

消
防

課
の

取
組

 

・
家

庭
や

地
域

で
の

防
災

対
策

用
に

、
冊

子
「
か

な
が

わ
防

災
読

本
」
を

作
成

し
、

県
内

市
町

村
へ

配
布

し
た

ほ
か

、
県

総
合

防
災

セ
ン

タ
ー

や
各

県
政

情
報

コ
ー

ナ
ー

等
へ

の
配

架
や

県
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
す

る

な
ど

県
民

向
け

に
「
地

震
」
や

「
風

水
害

」
な

ど
へ

の
備

え
に

関
す

る
普

及
啓

発
を

実
施

し
て

い
る

。
 

2
.県

総
合

防
災

セ
ン

タ
ー

の
取

組
 

・
防

災
フ

ロ
ア

ー
の

防
災

展
示

コ
ー

ナ
ー

に
「
非

常
持

ち
出

し
品

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」
と

「
わ

が
家

の
防

災
安

全
チ

ェ
ッ

ク
」
の

チ
ラ

シ
を

作
成

し
配

布
し

た
。

 

・
親

子
で

防
災

体
験

講
座

（
平

成
1
9

年
7

月
2
6

日
実

施
、

一
般

県
民

親
子

4
7

人
参

加
）
小

学
校

4
年

生
以

上
を

対
象

と
し

て
地

震
の

講
義

や
、

コ
ン

ロ
作

り
な

ど
を

行
い

防
災

へ
の

理
解

を
深

め
て

も
ら

っ
た

。
 

・
親

子
防

災
教

室
 

（
平

成
1
9

年
8

月
5

日
実

施
、

一
般

県
民

親
子

6
3

人
参

加
）
(平

成
2
0

年
8

月
3

日
実

施
、

一
般

県
民

親
子

9
0

人
参

加
)災

害
に

対
し

て
日

頃
の

備
え

が
い

か
に

大
切

か
を

親
子

で
防

災
へ

の
理

解

を
深

め
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
実

施
し

た
。

 

・
防

災
フ

ェ
ア

2
0
0
7
（
平

成
1
9

年
1
0

月
1
8

日
実

施
、

一
般

県
民

2
,2

8
1

人
参

加
、

1
9

機
関

・
団

体
参

加
）
 

 

・
防

災
フ

ェ
ア

2
0
0
8
（
平

成
2
0

年
10

月
1
9

日
実

施
一

般
県

民
3
,1

5
8

人
参

加
、

1
7

機
関

・
団

体
参

加
）
日

頃

の
備

え
の

大
切

さ
や

、
災

害
時

の
対

応
に

つ
い

て
楽

し
み

な
が

ら
学

ん
で

い
た

だ
く
こ

と
を

目
的

と
し

て
実

施
し

た
。

 

・
 
ミ

ニ
防

災
教

室
 

（
平

成
2
0

年
1

月
1
6
～

2
0

日
に

実
施

、
一

般
県

民
2
2
5

人
参

加
）
（
平

成
2
1

年
1

月
1
5
､

1
6
､1

7
､1

8
､2

1
日

に
実

施
、

一
般

県
民

2
5
6

人
参

加
）
「
防

災
と

ﾎ
ﾞﾗ

ﾝ
ﾃ
ｨｱ

週
間

」
中

に
、

｢災
害

用
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
1
7
1
｣の

操
作

体
験

や
、

人
形

を
使

っ
て

の
「
心

肺
蘇

生
法

」
の

実
演

な
ど

の
ミ

ニ
防

災
教

室
を

実
施

し
県

民

に
対

す
る

防
災

意
識

の
啓

発
を

図
っ

た
。

 

 



  

参 7

 

県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

新
潟

 
＜

新
潟

県
の

取
組

＞
 

 
・
県

発
行

防
災

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

「
地

震
か

ら
あ

な
た

と
家

族
を

守
る

た
め

に
」

を
配

布
 

 
 

（
家

具
転

倒
防

止
啓

発
ペ

ー
ジ

を
設

け
て

い
る

）
 

 
・
県

民
だ

よ
り

で
の

広
報

実
施

 

 
・
各

種
防

災
関

係
イ

ベ
ン

ト
で

家
具

転
倒

防
止

に
関

す
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

配
布

及

び
グ

ッ
ズ

を
展

示
 

 

＜
市

町
村

の
ト

ピ
ッ

ク
的

な
取

組
＞

 
 

 
・
内

閣
府

と
の

共
催

事
業

「
防

災
カ

フ
ェ

」
に

て
体

感
型

家
具

転
倒

防
止

啓
発

（
ホ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

で
家

具
転

倒
防

止
グ

ッ
ズ

を
使

用
し

て
の

実
験

等
を

実
施

）
 

 
・
住

民
へ

の
防

災
啓

発
パ

ン
フ

配
布

、
広

報
誌

で
の

啓
発

コ
ー

ナ
ー

設
置

 

＜
新

潟
県

の
取

組
＞

 

 
・
県

発
行

防
災

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

「
地

震
か

ら
あ

な
た

と
家

族
を

守
る

た
め

に
」
を

配
布

 

 
・
県

民
だ

よ
り

に
よ

る
広

報
実

施
 

 
・
県

民
へ

の
自

主
防

育
成

を
目

的
と

し
た

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
（
年

1
回

）
 

 
 

（
自

主
防

、
防

災
教

育
の

必
要

性
啓

発
、

中
越

沖
地

震
時

の
自

主
防

災
組

織
活

動
報

告
実

施
）
 

 
・
県

民
へ

の
津

波
啓

発
を

目
的

と
し

た
講

演
会

を
開

催
（
年

1
回

）
 

 
・
自

主
防

の
リ

ー
ダ

ー
と

な
る

自
治

会
長

を
対

象
と

し
た

自
主

防
啓

発
研

修
を

実
施

（
年

3
回

）
 

＜
市

町
村

の
ト

ピ
ッ

ク
的

な
取

組
＞

 

 
・
住

民
へ

の
防

災
啓

発
パ

ン
フ

配
布

、
広

報
誌

で
の

啓
発

コ
ー

ナ
ー

設
置

 

 
・
自

主
防

が
実

施
す

る
地

域
で

の
防

災
訓

練
に

防
災

士
を

派
遣

し
、

啓
発

活
動

を
強

化
 

 
・
ジ

ュ
ニ

ア
レ

ス
キ

ュ
ー

隊
育

成
講

習
会

実
施

 

石
川

 
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

な
ど

 
・
住

民
参

加
型

の
防

災
訓

練
の

実
施

 

・
県

民
防

災
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
（
講

演
、

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
）
 

・
自

主
防

災
組

織
へ

の
活

動
支

援
（
組

織
の

結
成

、
活

動
の

活
性

化
の

た
め

、
研

修
会

等
を

県
と

市
町

で
実

施
）
 

福
井

 
・
 
地

震
防

災
セ

ミ
ナ

ー
(H

2
0
.6

月
)に

お
け

る
P

R
、

普
及

 

・
 
消

防
庁

作
成

資
料

「
地

震
に

自
信

を
」
の

配
布

(H
1
9
,2

0
) 

・
 
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

、
新

聞
に

よ
る

P
R

、
普

及
(H

1
9)

 

・
 
総

合
防

災
訓

練
に

お
け

る
体

験
展

示
コ

ー
ナ

ー
(H

1
9
,2

0
) 

・
 
「
防

災
の

し
お

り
 

家
庭

で
の

防
災

対
策

」
監

修
、

配
布

(H
2
0
) 

・
 
防

災
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

週
間

 
パ

ネ
ル

、
資

機
材

等
展

示
(H

1
9
,2

0
) 

・
 
テ

レ
ビ

、
ラ

ジ
オ

、
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

、
新

聞
に

よ
る

P
R

、
普

及
(H

1
9
,2

0
) 



  

参 8

 

県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

山
梨

 
＜

平
成

１
９

年
度

＞
 

 
・
家

具
の

転
倒

防
止

な
ど

の
チ

ェ
ッ

ク
項

目
を

掲
載

し
た

「
わ

が
家

の
防

災
対

策
」
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

を
作

成
・
全

戸
配

布
を

実
施

。
 

 
・
地

域
住

民
な

ど
が

参
加

す
る

地
震

防
災

訓
練

会
場

に
お

い
て

家
具

の
転

倒

防
止

等
に

係
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
。

 

 
・
県

政
出

張
講

座
に

お
い

て
家

具
の

転
倒

防
止

の
普

及
・
啓

発
を

実
施

。
 

 
＜

平
成

２
０

年
度

＞
 

 
・
家

具
の

転
倒

防
止

等
を

掲
載

し
た

「
わ

が
家

の
防

災
・
防

犯
対

策
」
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

・
全

戸
配

布
を

実
施

。
 

 
・
地

域
住

民
な

ど
が

参
加

す
る

地
震

防
災

訓
練

会
場

に
お

い
て

家
具

の
転

倒

防
止

等
に

係
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
。

 

 
・
県

政
出

張
講

座
に

お
い

て
家

具
の

転
倒

防
止

等
の

普
及

・
啓

発
を

実
施

。
 

（
市

町
村

取
組

事
例

）
 

自
主

防
災

会
が

希
望

者
に

対
し

家
具

の
固

定
（
取

り
付

け
）
を

実
施

。
自

主
防

災

会
が

実
施

し
た

取
り

付
け

に
要

し
た

経
費

（
金

具
代

）
に

対
し

３
割

を
市

が
補

助
。

 

＜
平

成
１

９
年

度
＞

 

 
・
「
家

の
中

」
「
家

の
外

」
「
非

常
用

持
出

品
」
「
非

常
用

備
蓄

品
」
な

ど
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
な

ど
を

掲
載

し
た

「
わ

が
家

の
防

災
対

策
」
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

を
作

成
・
全

戸
配

布
 

 
を

実
施

。
 

 
・
防

災
関

連
の

情
報

が
総

合
的

に
閲

覧
で

き
る

「
や

ま
な

し
防

災
ポ

ー
タ

ル
」
を

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

開
設

。
 

 
・
地

域
住

民
や

防
災

関
係

機
関

な
ど

が
参

加
す

る
地

震
防

災
訓

練
を

実
施

。
 

 
・
県

民
を

対
象

に
し

た
県

政
出

張
講

座
を

実
施

。
 

＜
平

成
２

０
年

度
＞

 

 
・
「
地

震
対

策
」
「
風

水
害

対
策

」
「
火

災
対

策
」
「
子

ど
も

の
安

全
」
な

ど
の

チ
ェ

ッ
ク

項
目

を
掲

載
し

た
「
わ

が

家
の

防
災

・
防

犯
対

策
」
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

・
全

戸
配

布
を

実
施

。
 

 
・
地

域
住

民
や

防
災

関
係

機
関

な
ど

が
参

加
す

る
地

震
防

災
訓

練
を

実
施

。
 

 
・
県

民
を

対
象

に
し

た
県

政
出

張
講

座
を

実
施

。
 



  

参 9

 

県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

長
野

 
 

家
具

の
固

定
に

つ
い

て
は

、
県

内
各

自
治

会
、

自
主

防
災

組
織

に
本

課
職

員

が
出

前
講

座
と

し
て

赴
き

、
家

具
の

固
定

の
重

要
性

に
つ

い
て

説
明

を
行

っ
て

い

る
。

 

 
ま

た
、

広
報

誌
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
中

心
に

県
民

に
対

し
、

周
知

を
実

施
し

て

い
る

。
 

な
お

、
市

町
村

が
住

宅
（
高

齢
者

世
帯

又
は

身
障

者
等

世
帯

が
居

住
す

る
も

の

に
限

る
。

）
の

所
有

者
又

は
使

用
者

が
設

置
す

る
家

具
類

の
転

倒
防

止
器

具
を

配
付

す
る

事
業

に
要

す
る

経
費

に
対

し
、

県
は

１
戸

２
千

円
を

上
限

に
２

分
の

１

以
内

の
補

助
を

行
っ

て
い

る
。

 

 
防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
に

つ
い

て
は

、
県

内
各

自
治

会
、

自
主

防
災

組
織

に
本

課
職

員
が

出
前

講

座
と

し
て

赴
き

、
防

災
の

普
及

啓
発

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
 

 
ま

た
、

地
震

体
験

車
を

活
用

し
た

啓
発

活
動

も
実

施
し

て
い

る
。

 

滋
賀

 
・
県

民
を

対
象

に
、

「
で

き
る

こ
と

か
ら

地
震

対
策

」
と

い
う

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
 

 
配

布
す

る
と

と
も

に
、

T
V

番
組

「
く
ら

し
sa

fe
ty

」
（
詳

細
は

Ｑ
２

）
に

お
い

て
も

家

具
固

定
に

つ
い

て
定

期
的

に
啓

発
放

送
を

行
っ

て
い

る
。

 

・
県

庁
、

振
興

局
等

各
地

方
機

関
に

お
い

て
は

、
執

務
室

内
の

家
具

固
定

を
 

今
年

度
一

杯
で

完
了

。
 

・
防

災
講

演
会

：
毎

年
1

月
の

防
災

と
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
週

間
に

合
わ

せ
、

一
般

向
け

講
演

会
を

実
施

。
平

成
1
9

年
度

は
7
5
0

人
、

2
0

年
度

は
8
0
0

人
の

参
加

を
得

て
い

る
。

 

・
防

災
出

前
講

座
：
家

庭
や

地
域

で
防

災
に

取
り

組
む

こ
と

の
重

要
性

と
有

効
性

を
理

解
し

て
い

た
だ

く
た

め

に
、

自
主

防
災

会
、

自
治

会
、

学
校

な
ど

で
出

前
講

座
を

行
っ

て
い

る
。

1
9

年
度

は
9
0

回
実

施
。

 

・
防

災
対

策
情

報
番

組
：
防

災
意

識
啓

発
の

た
め

地
上

波
T
V

局
び

わ
こ

放
送

に
て

 

「
く
ら

し
S
af

e
ty

」
と

い
う

番
組

を
防

災
危

機
管

理
局

に
て

所
管

し
て

お
り

、
毎

週
月

～
金

の
夕

方
に

3
分

間
放

映
し

て
い

る
。

地
震

対
策

や
地

域
で

の
防

災
訓

練
、

自
主

防
災

活
動

の
取

組
な

ど
を

紹
介

し
て

い
る

。
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県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

京
都

 
・
「
家

具
の

固
定

」
に

つ
い

て
は

、
総

務
省

消
防

庁
か

ら
交

付
さ

れ
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
市

町
村

へ
配

布
し

、
啓

発
を

し
て

い
ま

す
。

 

・
京

都
府

が
一

般
府

民
向

け
に

実
施

し
て

い
る

出
前

語
ら

い
職

員
派

遣
で

は
、

阪

神
・
淡

路
大

震
災

を
例

に
、

家
具

や
テ

レ
ビ

の
下

敷
き

に
な

ら
な

い
よ

う
に

啓
発

を

し
て

い
ま

す
。

 

・
京

都
府

で
の

取
り

組
み

を
受

け
て

、
各

市
町

の
出

前
講

座
に

お
い

て
も

、
「
家

具

の
固

定
」
や

「
転

倒
防

止
措

置
の

実
施

」
の

啓
発

に
努

め
ら

れ
て

い
る

。
 

・
一

部
の

町
で

は
、

災
害

時
要

配
慮

者
世

帯
に

対
し

て
、

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ

ー
の

人
材

を
活

用
し

、
家

具
等

転
倒

防
止

事
業

を
実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

・
平

成
２

１
年

度
に

は
、

自
主

防
災

組
織

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
等

に
お

い
て

、
「
家

具

の
固

定
」
の

講
座

の
実

施
し

、
防

災
リ

ー
ダ

ー
を

通
じ

て
家

具
の

固
定

を
普

及
し

て
い

く
こ

と
を

計
画

中
。

 

１
 
防

災
講

演
会

（一
般

住
民

向
け

 
年

２
回

）
→

 

市
町

村
及

び
防

災
会

議
の

メ
ン

バ
ー

を
中

心
と

す
る

防
災

関
係

機
関

と
連

携
し

、
防

災
講

演
会

を
開

催
し

て
い

る
。

テ
ー

マ
は

そ
の

時
々

に
関

心
が

高
い

も
の

の
う

ち
か

ら
選

ん
で

い
る

。
 

２
 
自

主
防

災
組

織
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

等
の

実
施

→
 

（
財

）
日

本
防

火
協

会
の

助
成

に
よ

り
、

１
泊

２
日

の
研

修
会

を
開

催
し

た
他

、
１

日
単

位
の

防
災

リ
ー

ダ
ー

人

づ
く
り

講
座

を
実

施
し

、
防

災
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

に
努

め
て

い
る

。
 

３
 
京

都
府

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

へ
の

研
修

事
業

の
委

託
→

 

Ｎ
Ｐ

Ｏ
団

体
、

府
社

会
福

祉
協

議
会

、
京

都
府

が
官

民
共

同
設

置
し

て
い

る
京

都
府

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

に
、

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

設
置

運
用

研
修

等
を

委
託

し
、

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

入
が

円
滑

に

で
き

る
よ

う
努

め
て

い
る

。
 

４
 
総

合
防

災
訓

練
へ

の
住

民
の

参
加

→
 

市
町

村
や

府
内

の
主

要
大

学
と

連
携

し
、

地
元

住
民

や
学

生
な

ど
幅

広
い

層
の

参
加

を
呼

び
か

け
 

５
 
職

員
出

前
講

座
の

実
施

 

兵
庫

 
１

 
昨

年
度

か
ら

推
進

し
て

い
る

「
防

災
力

強
化

県
民

運
動

」
の

中
で

、
「
家

具
等

の
転

倒
防

止
」
を

 
 

 
本

年
度

の
最

重
点

目
標

と
し

て
、

県
民

及
び

団
体

等
に

取

組
を

呼
び

か
け

て
い

る
。

 

（
啓

発
チ

ラ
シ

の
作

成
・
配

布
(別

添
)、

イ
ベ

ン
ト

等
で

の
実

演
等

）
 

２
 

地
震

時
に

よ
る

家
具

店
等

の
危

険
性

を
広

く
周

知
す

る
た

め
、

Ｅ
－

デ
ィ

フ
ェ

ン
ス

の
実

大
震

動
実

験
台

に
居

室
を

再
現

し
、

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
被

害
が

生

じ
る

か
、

明
ら

か
に

し
た

。
 

１
 

昨
年

度
か

ら
「防

災
力

強
化

県
民

運
動

」
を

展
開

し
、

県
民

・
団

体
等

に
対

し
て

、
「
自

助
」
「
共

助
」
の

取
組

を
呼

び
か

け
て

い
る

。
（
実

施
内

容
は

別
紙

参
照

）
 

２
 

県
内

の
小

中
学

校
に

お
い

て
、

阪
神

・
淡

路
大

震
災

の
あ

っ
た

１
月

１
７

日
を

中
心

と
し

て
、

地
域

住
民

と
と

も
に

防
災

訓
練

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
防

災
意

識
の

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
 

３
 

ひ
ょ

う
ご

防
災

リ
ー

ダ
ー

講
座

、
ひ

ょ
う

ご
防

災
カ

レ
ッ

ジ
の

実
施

 
（詳

細
は

別
紙

参
照

）
 

４
 

人
と

防
災

未
来

セ
ン

タ
ー

に
て

、
研

修
や

地
震

に
関

す
る

展
示

を
行

い
、

防
災

意
識

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

 
（
※

添
付

あ
り

）
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県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

奈
良

 
【
県

】
 

・
消

費
者

向
け

に
『
今

日
か

ら
で

き
る

家
具

の
転

倒
防

止
対

策
』
を

テ
ー

マ
に

「
住

ま
い

づ
く
り

セ
ミ

ナ
ー

」
を

開
催

 

・
県

下
全

戸
配

布
の

広
報

誌
『
県

民
だ

よ
り

奈
良

』
の

防
災

特
集

号
に

て
家

具
の

固
定

や
配

置
の

見
直

し
に

つ
い

て
掲

載
 

・
一

般
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
『
み

ん
な

で
取

り
組

む
震

災
対

策
』
『
わ

が
家

の
震

災
対

策
』
で

家
具

の
転

倒
防

止
対

策
に

つ
い

て
掲

載
 

・
職

員
を

派
遣

し
た

「
出

前
ト

ー
ク

」
で

上
記

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

し
啓

発
 

【
市

町
村

】
 

・
自

主
防

災
組

織
や

自
治

会
で

の
防

災
研

修
、

防
災

講
習

、
出

前
ト

ー
ク

に
お

い

て
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

し
啓

発
 

・
防

災
訓

練
の

際
に

、
防

災
用

品
を

展
示

し
、

家
具

の
固

定
に

対
す

る
啓

発
の

実

施
 

【
県

】
 

＜
講

演
会

・
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

・
出

前
ト

ー
ク

等
＞

 

・
平

成
１

９
年

度
近

畿
府

県
合

同
防

災
訓

練
の

中
で

、
訓

練
実

行
委

員
会

と
(財

)消
防

科
学

総
合

セ
ン

タ
ー

の

共
催

で
『
防

災
・
国

民
保

護
講

演
会

』
を

開
催

 

・
地

域
の

防
災

活
動

の
中

心
と

な
る

防
災

リ
ー

ダ
ー

を
育

成
す

る
た

め
『
奈

良
県

防
災

リ
ー

ダ
ー

研
修

』
を

開

催
（
平

成
２

０
年

度
は

『
奈

良
県

自
主

防
犯

・
防

災
リ

ー
ダ

ー
研

修
』
を

開
催

）
 

・
「
み

ん
な

で
取

り
組

む
震

災
対

策
」
を

テ
ー

マ
に

、
職

員
を

派
遣

し
て

『
出

前
ト

ー
ク

』
を

実
施

 

・
災

害
や

犯
罪

に
強

い
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
る

た
め

『
奈

良
県

自
主

防
犯

・
防

災
に

関
す

る
講

演
会

』
を

開
催

（
平

成
２

０
年

度
）
 

＜
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・
広

報
誌

等
＞

 

・
県

下
全

戸
配

布
の

広
報

誌
『
県

民
だ

よ
り

奈
良

』
で

毎
年

繰
り

返
し

啓
発

 
・
大

規
模

地
震

へ
の

地
域

防
災

力

向
上

の
た

め
『
自

主
防

災
組

織
で

守
る

地
域

の
安

全
』
及

び
『
み

ん
な

で
取

り
組

む
震

災
対

策
』
で

共
助

に
つ

い
て

、
『
わ

が
家

の
震

災
対

策
』
で

自
助

に
つ

い
て

啓
発

 
・
「
平

成
１

９
年

度
防

災
功

労
者

表
彰

-
活

動
事

例

集
-
」
を

ま
と

め
、

自
主

防
災

活
動

先
進

事
例

の
紹

介
 

＜
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
＞

 
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
 

＜
訓

練
＞

 
・
災

害
時

に
お

け
る

防
災

関
係

機
関

相
互

の
連

携
を

深
め

る
と

と
も

に
、

参
加

機
関

の
災

害
対

応

能
力

の
向

上
、

広
域

応
援

体
制

の
検

証
、

県
民

の
防

災
意

識
の

高
揚

等
を

図
る

た
め

、
『
総

合
防

災
訓

練
』
及

び
『
林

野
火

災
訓

練
』
を

毎
年

実
施
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県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

奈
良

 
【
市

町
村

】
 

・
自

主
防

災
組

織
や

自
治

会
で

の
防

災
研

修
、

防
災

講
習

、
出

前
ト

ー
ク

に
お

い

て
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

し
啓

発
 

・
防

災
訓

練
の

際
に

、
防

災
用

品
を

展
示

し
、

家
具

の
固

定
に

対
す

る
啓

発
の

実

施
 

【
市

町
村

】
 

＜
講

演
会

・
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

・
出

前
ト

ー
ク

等
＞

 

・
年

１
回

自
主

防
災

組
織

を
対

象
に

防
災

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
 

・
巨

大
災

害
の

発
生

や
、

市
に

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

奈
良

盆
地

東
縁

断
層

帯
の

存
在

を
周

知
し

、

個
人

や
地

域
に

お
け

る
防

災
の

取
り

組
み

を
進

め
る

こ
と

を
目

的
に

講
演

会
を

開
催

 

・
「
自

主
防

災
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

」
を

開
催

し
、

講
師

を
招

い
て

最
近

の
地

震
活

動
の

紹
介

や
住

宅
・
建

築
物

の

耐
震

対
策

に
つ

い
て

講
演

 

・
成

人
大

学
講

座
の

防
災

学
習

「
身

近
な

防
災

に
つ

い
て

考
え

よ
う

」
で

、
地

震
の

ビ
デ

オ
視

聴
、

防
災

ク
イ

ズ
、

備
蓄

食
品

の
試

食
 

・
生

涯
学

習
セ

ミ
ナ

ー
「
町

民
大

学
」
に

お
い

て
、

防
災

マ
ッ

プ
（
洪

水
・
地

震
）
を

用
い

た
講

義
の

開
催

 

＜
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・
広

報
誌

・
ポ

ス
タ

ー
＞

 

・
広

報
誌

へ
の

掲
載

（
風

水
害

対
策

、
地

震
対

策
、

自
主

防
災

組
織

、
緊

急
地

震
速

報
等

）
 

・
暮

ら
し

ガ
イ

ド

へ
の

掲
載

 
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

 
・
ポ

ス
タ

ー
の

作
成

 

＜
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
＞

 
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
 

＜
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

＞
 

・
地

震
に

対
す

る
警

戒
を

高
め

、
市

民
へ

の
防

災
対

策
に

寄
与

す
る

た
め

、
ハ

ザ
ー

ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
各

戸
に

配
布

 

＜
訓

練
＞

 
・
市

民
の

防
災

に
対

す
る

意
識

を
高

め
、

地
域

の
防

災
上

の
問

題
点

、
課

題
を

具
体

的
、

視
覚

的

に
把

握
す

る
た

め
、

市
民

参
加

型
の

災
害

図
上

訓
練

（
Ｄ

ＩＧ
）
を

実
施

 
・
防

災
訓

練
の

際
に

、
防

災
用

品
を

展

示
 

・
(財

)宝
く
じ

協
会

か
ら

消
火

・
通

報
訓

練
指

導
車

（
愛

称
：
け

す
ゾ

ウ
く
ん

）
が

寄
贈

さ
れ

、
そ

れ
を

活
用

し

て
地

区
自

主
防

災
会

の
訓

練
に

運
用

 
・
自

主
防

災
組

織
で

の
訓

練
開

催
時

に
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

よ
り

啓
発

 
・

「
か

わ
い

っ
こ

か
え

る
き

ゃ
ら

ば
ん

！
」
と

題
し

、
子

供
か

ら
高

齢
者

ま
で

気
軽

に
楽

し
く
取

り
組

め
る

新
し

い
形

の
防

災
訓

練
を

実
施

 

＜
イ

ベ
ン

ト
＞

 
・
秋

の
「
市

の
文

化
祭

」
に

お
い

て
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
配

布
及

び
ポ

ス
タ

ー
の

掲
示

を
行

い
、

耐
震

診
断

や
耐

震
改

修
の

啓
発

 
・
町

の
文

化
祭

で
防

災
コ

ー
ナ

ー
を

設
置

し
、

避
難

所
一

覧
・
防

災
倉

庫
の

位
置

図
・
防

災
資

機
材

の
展

示
、

防
災

ク
イ

ズ
と

備
蓄

食
品

の
試

食
を

行
い

啓
発

 
・
防

災
グ

ッ
ズ

展
の

開
催

 



  

参 13

 

県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

和
歌

山
 

（
県

の
取

組
み

）
 

・
「
出

張
！

県
政

お
は

な
し

講
座

」
（
県

職
員

が
依

頼
先

に
出

向
き

県
の

施
策

を
説

明
す

る
事

業
）
に

て
県

の
防

災
対

策
を

説
明

す
る

際
に

、
住

宅
の

耐
震

化
と

と
も

に
「
家

具
の

固
定

」
に

つ
い

て
重

要
性

を
説

明
し

て
い

る
。

 

・
県

地
震

防
災

対
策

事
業

支
援

補
助

金
（
補

助
対

象
：
市

町
村

）
の

補
助

メ
ニ

ュ

ー
と

し
て

「
家

具
等

の
転

倒
防

止
を

図
る

事
業

」
を

設
け

、
市

町
村

が
取

り
組

む

「
家

具
等

の
固

定
」
に

対
し

て
補

助
を

行
っ

て
い

る
。

 

・
本

県
で

は
地

震
体

験
車

を
保

有
し

て
お

り
、

そ
の

使
用

の
際

、
ダ

ン
ボ

ー
ル

で

作
成

し
た

家
具

が
転

倒
す

る
様

子
を

見
て

も
ら

い
、

家
具

の
固

定
の

重
要

性
を

説

明
し

て
い

る
。

（
市

町
村

の
取

組
み

）
 

・
新

宮
市

：
申

請
の

あ
っ

た
要

援
護

者
の

自
宅

に
市

職
員

が
出

向
き

、
家

具
の

固

定
を

行
っ

て
い

る
。

 

・
古

座
川

町
：
住

民
向

け
防

災
啓

発
と

し
て

、
地

震
体

験
車

に
よ

る
地

震
体

験
や

家
具

の
転

倒
防

止
プ

レ
ー

ト
や

ガ
ラ

ス
飛

散
防

止
シ

ー
ト

の
配

布
を

行
っ

て
い

る
。

 

（
県

の
取

組
み

）
 

・
防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
と

し
て

、
「
出

張
！

県
政

お
は

な
し

講
座

」
（
県

職
員

が
依

頼
先

に
出

向
き

県

の
施

策
を

説
明

す
る

事
業

）
や

地
域

防
災

リ
ー

ダ
ー

育
成

講
座

「
紀

の
国

防
災

人
づ

く
り

塾
」
（
防

災
に

関
す

る

知
識

、
技

術
を

学
ぶ

講
座

）
を

実
施

し
て

い
る

。
「
出

張
！

県
政

お
は

な
し

講
座

」
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

９
年

度
、

約
２

時
間

の
講

座
を

約
１

１
０

回
行

っ
た

。
「
紀

の
国

防
災

人
づ

く
り

塾
」
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

０
年

度
、

計

５
日

間
の

講
座

を
県

内
３

ヶ
所

で
実

施
し

た
。

 

・
平

成
１

９
年

４
月

に
オ

ー
プ

ン
し

た
防

災
セ

ン
タ

ー
の

見
学

案
内

で
ミ

ニ
講

座
を

実
施

し
て

い
る

。
 

・
県

広
報

誌
の

他
、

防
災

啓
発

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

ビ
デ

オ
を

配
布

し
、

防
災

に
関

す
る

普
及

啓
発

活
動

を
行

っ

て
い

る
。

 

（
市

町
村

の
取

組
み

）
 

・
広

川
町

：
津

波
防

災
教

育
に

特
化

し
た

「
津

波
防

災
教

育
セ

ン
タ

ー
」
と

本
県

の
偉

大
な

先
人

で
あ

る
濱

口
梧

陵
の

精
神

を
学

び
伝

え
る

「
濱

口
梧

陵
記

念
館

」
を

併
せ

た
「
稲

む
ら

の
火

の
館

」
を

平
成

１
９

年
度

か
ら

運
営

し
、

防
災

に
関

す
る

普
及

啓
発

を
行

っ
て

い
る

。
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県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

岐
阜

 
・
「
家

具
の

固
定

」
の

取
組

 

 
職

員
出

前
講

座
、

地
震

防
災

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

に
よ

る
啓

発
知

 

・
管

轄
市

区
町

村
で

の
ト

ピ
ッ

ク
的

な
取

組
事

例
 

 
恵

那
市

 

 
平

成
1
9

年
度

、
恵

那
市

家
具

転
倒

防
止

実
行

委
員

会
が

中
心

と
な

り
、

6
5

歳

以
上

の
1

人
暮

ら
し

の
高

齢
者

及
び

重
度

の
障

害
者

、
7
0

歳
以

上
の

高
齢

者
の

み
で

構
成

さ
れ

た
世

帯
（
4
7
1

世
帯

）
に

対
し

家
具

の
固

定
を

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
力

で
無

料
取

付
を

実
施

し
た

。
 

・
岐

阜
県

地
震

防
災

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

 

 
濃

尾
地

震
の

発
生

し
た

1
0

月
2
8

日
を

「
岐

阜
県

地
震

防
災

の
日

」
と

し
て

定
め

て
お

り
、

毎
年

こ
の

日
に

地

震
防

災
意

識
啓

発
の

た
め

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
て

い
る

。
本

年
度

は
以

下
の

と
お

り
開

催
し

た
。

 

 
日

 
時

：
平

成
2
0

年
1
0

月
2
8

日
 

1
3

時
3
0

分
～

1
6

時
4
0

分
 

 
テ

ー
マ

：
ご

近
所

力
を

高
め

る
！

！
 

～
み

ん
な

の
地

域
は

み
ん

な
で

守
る

～
 

 
次

 
第

：
第

一
部

 
基

調
講

演
 

第
二

部
 

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
 

 
参

加
者

：
5
0
0

名
 

 
共

 
催

：
岐

阜
市

・
Ｎ

Ｈ
Ｋ

岐
阜

放
送

局
・
岐

阜
市

自
主

防
災

組
織

連
絡

協
議

会
 

 
 

 
 

 
岐

阜
県

消
防

協
会

 

 
※

Ｎ
Ｈ

Ｋ
教

育
テ

レ
ビ

で
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

の
模

様
を

録
画

放
送

（
4
5

分
）
 

・
中

学
二

年
生

向
け

地
震

防
災

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
 

 
中

学
二

年
生

を
対

象
と

し
た

地
震

防
災

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
及

び
配

布
を

平
成

1
9

年
度

よ
り

行
っ

て

お
り

、
本

年
度

も
来

年
度

の
県

下
中

学
二

年
生

全
員

に
行

き
渡

る
よ

う
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
た

。
 

・
一

般
向

け
地

震
防

災
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

 

 
出

前
講

座
、

イ
ベ

ン
ト

等
で

配
布

す
る

た
め

の
地

震
防

災
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
た

。
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県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

静
岡

 
１

 
地

震
防

災
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
や

「
自

主
防

災
」
新

聞
第

7
0

号
に

よ
る

啓
発

 

 
※

静
岡

県
地

震
防

災
セ

ン
タ

ー
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

参
考

 

 
 

(h
tt

p:
/
/
w

w
w

.e
-
qu

ak
e
s.

pr
e
f.
sh

iz
u
o
ka

.jp
) 

２
 

市
町

村
に

対
す

る
助

成
事

業
 

・
家

庭
内

家
具

固
定

等
推

進
事

業
・
地

域
総

合
防

災
推

進
事

業
審

査
会

事
業

 

（
今

後
の

見
通

し
）
→

災
害

時
要

援
護

者
世

帯
対

象
事

業
に

つ
い

て
は

、
例

年
、

相
当

額
の

実
績

が
あ

り
、

そ
の

必
要

性
は

高
い

。
ま

た
、

一
般

世
帯

対
象

事
業

に

つ
い

て
も

、
現

在
実

施
中

の
市

町
に

加
え

、
今

後
の

制
度

化
を

検
討

し
て

い
る

市

町
も

あ
る

た
め

、
県

と
し

て
は

引
き

続
き

県
費

補
助

金
に

よ
り

市
町

へ
の

支
援

を

行
っ

て
い

く
。

 

（
※

詳
細

添
付

）
 

１
. 

協
働

に
よ

る
自

主
防

災
組

織
活

性
化

 

（
１

）
静

岡
県

自
主

防
災

活
動

推
進

委
員

会
の

設
置

（
平

成
1
4

年
度

～
）
 

（
２

）
「
自

主
防

災
」新

聞
の

発
行

・
配

布
 

（
３

）
地

域
防

災
指

導
員

の
養

成
 

（
４

）
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

養
成

 
 

 
 

 

（
５

）
静

岡
県

防
災

士
の

養
成

 

２
. 

啓
発

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
 

（
１

）
津

波
対

策
推

進
旬

間
（
７

月
１

日
～

1
0

日
）
に

お
け

る
啓

発
 

（
２

）
地

震
防

災
強

化
月

間
（
静

岡
県

の
地

域
防

災
計

画
に

よ
る

）
に

お
け

る
広

報
 

３
. 

自
主

防
災

組
織

等
向

け
出

前
講

座
 

４
. 

各
種

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

・
配

布
 

５
. 

地
震

防
災

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

公
募

に
よ

る
防

災
用

品
の

展
示

に
よ

る
県

民
へ

の
防

災
啓

発
（
※

詳
細

添

付
）
 

愛
知

 
防

災
リ

ー
ダ

ー
育

成
支

援
事

業
で

、
家

具
転

倒
防

止
講

座
の

講
師

を
派

遣
し

た
。

・
防

災
セ

ミ
ナ

ー
（
講

演
会

－
フ

ォ
ー

ラ
ム

）
の

実
施

（
毎

年
３

市
町

村
で

実
施

）
 

・
防

災
情

報
誌

の
発

行
（
年

２
回

発
行

）
 

・
「
防

災
学

習
シ

ス
テ

ム
」
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

公
開

し
、

居
住

地
域

に
お

け
る

震
度

や
自

宅
の

倒
壊

可
能

性

に
つ

い
て

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
 

・
県

立
私

立
学

校
教

員
に

対
す

る
防

災
講

演
（
平

成
2
0

年
度

1
7

回
実

施
）
 

・
防

災
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

 

・
市

町
村

防
災

関
係

部
署

へ
の

起
震

車
貸

出
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県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

鳥
取

 
【
県

】
 

①
鳥

取
県

防
災

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「
鳥

取
県

の
防

災
」
に

よ
る

啓
発

（
「
家

族
で

す
る

防
災

」
で

紹
介

）
（
平

成
1
9

年
・
2
0

年
）
 

②
県

保
有

の
起

震
車

の
側

面
に

、
「
家

庭
で

で
き

る
防

災
対

策
」
と

し
て

「
家

具
の

固
定

」
の

イ
ラ

ス
ト

を
ペ

イ
ン

ト
し

、
動

く
広

告
塔

と
し

て
広

報
に

活
躍

し
て

い
る

。

（
平

成
2
0

年
度

）
 

③
Ｎ

Ｈ
Ｋ

総
合

テ
レ

ビ
（
鳥

取
放

送
局

）
の

番
組

「
と

っ
と

り
く
ら

し
の

情
報

便
」
の

中

で
、

「
住

宅
耐

震
化

に
向

け
て

」
を

テ
ー

マ
に

住
宅

の
耐

震
化

と
建

物
内

の
家

具

の
転

倒
・
落

下
防

止
対

策
の

重
要

性
に

つ
い

て
説

明
。

（
平

成
2
0

年
）
 

【
市

町
村

】
 

 
該

当
無

し
 

①
イ

ベ
ン

ト
 

【
県

】
体

験
・
参

加
型

防
災

イ
ベ

ン
ト

「
と

っ
と

り
防

災
フ

ェ
ス

タ
」
（
平

成
2
0

年
度

）
 

従
来

か
ら

実
施

し
て

き
た

防
災

訓
練

を
見

直
し

、
よ

り
住

民
の

目
に

触
れ

る
と

こ
ろ

で
住

民
自

ら
が

参
加

で
き

る
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
開

催
し

た
。

参
加

者
は

約
２

万
人

。
 

【
鳥

取
県

米
子

市
】
安

全
な

ま
ち

づ
く
り

米
子

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
（
平

成
1
9

年
・
2
0

年
）
 

 
防

災
と

防
犯

を
テ

ー
マ

に
開

催
し

、
水

消
火

器
に

よ
る

初
期

消
火

体
験

、
シ

ー
ベ

ル
ト

体
験

車
に

よ
る

衝
突

体
験

、
耐

震
診

断
な

ど
の

住
ま

い
の

無
料

相
談

な
ど

を
行

っ
た

。
 

②
防

災
研

修
会

、
防

災
講

演
会

等
の

開
催

 

③
展

示
等

 

④
学

校
に

お
け

る
防

災
教

育
の

実
施

（
平

成
1
9

年
・
2
0

年
）
 

⑤
広

報
媒

体
の

活
用

（
平

成
1
9

年
・
2
0

年
）
 

⑥
県

保
有

起
震

車
（
愛

称
 

グ
ラ

ッ
ト

く
ん

）
に

よ
る

地
震

体
験

（
平

成
1
9

年
・
2
0

年
）
 

⑦
災

害
時

要
援

護
者

に
対

す
る

防
災

知
識

の
普

及
啓

発
及

び
防

災
意

識
の

高
揚

（
平

成
1
9

年
・
2
0

年
）
 

（
※

詳
細

添
付

）
 

岡
山

 
防

災
週

間
な

ど
各

種
研

修
・
講

演
会

の
中

で
、

家
具

の
固

定
な

ど
家

庭
で

き
る

防

災
を

普
及

啓
発

し
て

い
る

。
ま

た
家

具
の

固
定

に
つ

い
て

補
助

事
業

な
ど

事
業

は

な
い

か
を

平
成

２
０

年
４

月
に

県
内

全
市

町
村

を
対

象
に

調
査

を
行

い
ま

し
た

が
、

ト
ピ

ッ
ク

的
な

事
例

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

岡
山

県
や

各
市

町
村

で
行

う
総

合
防

災
訓

練
の

実
施

、
市

町
村

広
報

紙
に

よ
る

普
及

啓
発

、
懸

垂
幕

掲
示

に

よ
る

広
報

、
防

災
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

な
ど

を
行

っ
て

お
り

、
み

ん
な

で
防

災
（
出

前
講

座
）
の

講
演

も
行

っ
て

い

る
。

ま
た

、
平

成
２

０
年

３
月

に
岡

山
県

防
災

対
策

基
本

条
例

を
制

定
し

、
公

助
、

共
助

、
自

助
の

協
働

ん
い

よ

る
防

災
対

策
を

推
進

し
て

お
り

、
平

成
２

０
年

６
月

に
は

条
例

制
定

記
念

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

た
。
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県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

広
島

 
（
県

）
 

・
ﾎ

ｰ
ﾑ

ﾍ
ﾟｰ

ｼ
ﾞを

通
じ

た
家

具
固

定
の

啓
発

 

・
家

具
固

定
に

関
す

る
ﾊ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄの

配
布

 

（
市

町
）
 

・
出

前
講

座
等

を
通

じ
た

家
具

固
定

の
普

及
 

・
全

戸
配

布
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

家
具

固
定

の
実

施
方

法
等

を
掲

載
 

・
地

域
住

民
等

が
参

加
す

る
防

災
訓

練
や

防
災

イ
ベ

ン
ト

等
の

際
，

普
及

啓
発

を
実

施
（
ﾊ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄの

配
布

，
家

具
転

倒
模

型
を

用
い

た
実

験
・
展

示
等

）
 

・
市

防
災

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

に
お

け
る

家
具

固
定

に
関

す
る

啓
発

展
示

 

（
県

）
 

・
広

報
誌

等
の

媒
体

を
通

じ
た

防
災

に
関

す
る

普
及

啓
発

の
実

施
 

・
 
防

災
拠

点
施

設
に

お
け

る
啓

発
活

動
（
防

災
情

報
展

示
室

の
運

営
，

学
習

活
動

の
受

け
入

れ
等

）
 

・
 
防

災
普

及
啓

発
用

ﾊ
ﾟﾈ

ﾙ
の

展
示

・
貸

し
出

し
 

・
 
防

災
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
 

（
市

町
）
 

・
広

報
誌

等
を

通
じ

た
普

及
啓

発
の

実
施

 
 

・
消

防
署

員
等

に
よ

る
出

前
講

座
の

実
施

 

・
地

域
住

民
や

自
主

防
災

組
織

等
が

参
加

し
た

訓
練

の
実

施
 

・
防

災
ﾊ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄや

ﾊ
ｻ

ﾞｰ
ﾄﾞ

ﾏ
ｯ
ﾌ
ﾟの

配
布

 

・
日

本
地

震
工

学
会

の
主

催
で

，
小

学
生

や
幼

児
向

け
の

地
震

防
災

の
学

習
教

材
（
絵

本
，

紙
芝

居
，

模
型

，

映
像

，
ゲ

ー
ム

な
ど

）
の

展
示

・
実

演
会

を
開

催
 

山
口

 
県

及
び

市
町

で
の

ト
ピ

ッ
ク

的
な

取
組

事
例

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

県
総

合
防

災
訓

練
に

お
い

て
、

一
般

住
民

が
プ

レ
イ

ヤ
ー

と
し

て
参

加
（
負

傷
者

、
被

災
者

役
、

避
難

誘
導

者
役

等
）
 

・
防

災
関

係
機

関
（
警

察
、

消
防

、
自

衛
隊

、
海

上
保

安
部

）
と

災
害

派
遣

チ
ー

ム
（
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
）
の

連
携

に
よ

る
発

災
即

応
型

救
出

・
救

助
訓

練
 

・
地

域
に

お
け

る
災

害
時

要
援

護
者

避
難

誘
導

訓
練

 

・
防

災
関

係
機

関
と

医
療

関
係

機
関

の
連

携
に

よ
る

医
療

救
護

・
搬

送
訓

練
な

ど
 

市
と

大
学

教
授

を
中

心
と

す
る

防
災

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
が

密
接

に
協

力
し

て
、

地
域

の
自

主
防

災
組

織
の

結
成

の
支

援
や

研
修

、
自

主
防

災
組

織
の

連
携

化
へ

の
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

（
宇

部
市

）
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県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

愛
媛

 
平

成
１

９
、

２
０

年
度

 

 
・
『
自

助
』
促

進
車

座
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
 

県
内

全
２

０
市

町
で

対
話

を
通

じ
て

、
自

助
に

よ
る

防
災

対
策

の
必

要
性

の
理

解
及

び
実

行
の

促
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

標
記

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
行

っ

た
。

 

そ
の

際
、

Ｅ
－

デ
ィ

フ
ェ

ン
ス

の
実

験
映

像
を

ま
じ

え
、

家
具

の
固

定
の

必
要

性

を
説

明
し

た
。

 

 
・
県

広
報

誌
「
さ

わ
や

か
愛

媛
」
 

「
家

具
の

固
定

」
に

関
す

る
記

事
掲

載
し

た
。

 

平
成

１
９

、
２

０
年

度
 

 
・
自

主
防

災
組

織
リ

ー
ダ

ー
育

成
研

修
会

 

 
 

１
９

年
度

５
５

７
名

、
２

０
年

度
４

５
７

名
が

受
講

し
、

自
主

防
災

組
織

の
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

必
要

な
防

災
知

識

の
普

及
を

行
っ

た
。

 

 
・
防

災
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
 

 
 

県
独

自
で

定
め

た
「
え

ひ
め

防
災

週
間

」
中

に
、

県
内

の
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
等

で
防

災
ア

ン
ケ

ー
ト

を

実
施

し
、

防
災

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

配
布

し
た

。
 

 
・
防

災
講

演
会

 

 
 

県
内

の
自

主
防

災
組

織
及

び
企

業
な

ど
要

望
の

あ
っ

た
機

関
へ

防
災

講
演

を
行

っ
た

。
 

福
岡

 
・
H

P
に

家
具

固
定

の
チ

ェ
ッ

ク
ポ

イ
ン

ト
を

掲
載

し
て

い
る

。
 

・
家

具
転

倒
防

止
相

談
窓

口
を

設
置

し
、

相
談

に
対

応
し

て
い

る
。

（
消

防
防

災

課
内

）
 

・
住

民
対

象
の

図
上

訓
練

・
研

修
会

 

 
県

内
各

地
で

地
域

住
民

を
対

象
と

し
た

D
IG

や
講

演
を

年
間

約
３

０
回

実
施

し
、

自
主

防
災

組
織

の
設

立
を

支
援

す
る

も
の

。
 

・
地

域
防

災
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
 

 
福

岡
県

西
方

沖
地

震
の

発
生

し
た

３
月

に
、

自
主

防
災

組
織

・
消

防
団

員
・
防

災
士

等
が

事
例

紹
介

や
意

見
交

換
を

行
う

機
会

を
設

け
、

幅
広

く
県

民
の

防
災

意
識

の
高

揚
を

図
る

も
の

。
 

・
安

全
安

心
防

災
フ

ェ
ア

 

 
３

月
中

の
一

定
期

間
、

協
力

企
業

の
店

舗
に

防
災

グ
ッ

ズ
等

の
特

設
コ

ー
ナ

ー
を

設
け

て
い

た
だ

き
、

県
民

の
防

災
意

識
を

喚
起

す
る

も
の

。
 

・
福

岡
県

避
難

支
援

マ
ッ

プ
 

 
県

内
各

市
町

村
の

避
難

所
・
徒

歩
帰

宅
者

支
援

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

・
救

急
病

院
等

の
地

図
情

報
を

H
P

上
で

公

開
し

、
県

民
に

対
し

て
災

害
へ

の
備

え
を

促
す

も
の

。
 

※
な

お
、

G
P

S
付

き
携

帯
電

話
で

は
、

最
寄

り
の

避
難

所
等

目
的

地
ま

で
の

推
奨

ル
ー

ト
が

表
示

さ
れ

る
。
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県
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

佐
賀

 
・
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
住

宅
の

耐
震

対
策

（
家

具
の

固
定

）
に

関
す

る
相

談
窓

口
、

助
成

の
案

内
な

ど
の

情
報

を
掲

載
 

・
県

内
土

木
事

務
所

窓
口

で
の

相
談

及
び

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
配

布
 

・
防

災
出

前
講

座
の

実
施

 

・
地

域
防

災
リ

ー
ダ

ー
養

成
講

座
の

開
催

 

・
市

町
長

等
を

対
象

と
し

た
防

災
ト

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
 

・
佐

賀
県

総
合

防
災

訓
練

で
の

普
及

啓
発

活
動

の
実

施
 

長
崎

 
・
県

→
県

政
出

前
講

座
で

家
具

の
固

定
に

つ
い

て
触

れ
て

い
る

。
 

・
管

内
市

町
→

防
災

マ
ッ

プ
の

裏
面

の
1

ペ
ー

ジ
を

使
っ

て
、

地
震

に
よ

る
家

具

転
倒

防
止

策
を

掲
載

 

（
県

：
）
・
県

政
出

前
講

座
・
ラ

ジ
オ

、
テ

レ
ビ

で
の

広
報

・
県

広
報

誌
へ

の
掲

載
・
県

総
合

防
災

ﾎ
ﾟｰ

ﾀ
ﾙ

ｻ
ｲ
ﾄへ

の
掲

載
・
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
研

修
会

の
開

催
・
火

山
都

市
国

際
会

議
に

お
い

て
シ

ン
ポ

ジ

ウ
ム

開
催

（
管

内
市

町
：
）
・
講

演
会

・
広

報
・
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
自

主
防

災
組

織
・
災

害
時

要
援

護
者

・
フ

ォ

ー
ラ

ム
・
学

校
教

育
（
※

詳
細

添
付

）
 

宮
崎

 
・
「
家

具
の

固
定

」
に

特
化

し
た

取
組

は
、

特
に

行
っ

て
い

な
い

。
 

・
県

庁
見

学
や

出
前

講
座

、
学

校
に

お
け

る
防

災
教

育
、

自
治

会
等

で
の

研
修

会
に

お
い

て
、

「
家

具
の

固
定

」
を

含
め

た
防

災
の

講
話

を
行

っ
て

い
る

。
（
年

間

約
3
0
0
0

人
参

加
）
 

同
左

 

鹿
児

島
 

本
県

に
お

い
て

は
、

地
震

・
風

水
害

・
火

山
対

策
な

ど
の

防
災

に
関

す
る

総
合

的

な
教

育
・
研

修
の

実
施

や
情

報
提

供
の

拠
点

施
設

と
し

て
、

県
防

災
研

修
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
て

お
り

、
家

具
等

転
倒

防
止

対
策

に
つ

い
て

研
修

会
や

イ
ベ

ン
ト

・

県
政

広
報

紙
等

を
通

じ
普

及
・
啓

発
に

努
め

て
い

る
。

 

県
内

市
町

村
の

ト
ピ

ッ
ク

的
な

取
り

組
み

に
つ

い
て

は
、

鹿
児

島
市

で
、

家
具

の

転
倒

防
止

の
含

め
、

市
民

へ
の

防
災

へ
の

備
え

を
記

載
し

た
「
わ

が
家

の
安

心

安
全

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

」
を

作
成

し
、

全
世

帯
に

配
布

す
る

と
と

も
に

、
住

民
を

対
象

と

し
た

研
修

会
で

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
ビ

デ
オ

等
を

活
用

し
た

広
報

啓
発

を
行

っ
て

い

る
。

ま
た

，
出

水
市

で
は

地
震

時
に

お
け

る
事

故
を

防
ぐ

た
め

高
齢

者
等

の
居

間
等

に
設

置
す

る
耐

震
金

具
を

給
付

し
て

い
る

。
 

（
１

）
 

年
６

回
県

下
全

戸
を

配
布

対
象

に
作

成
さ

れ
て

い
る

「
県

政
か

わ
ら

版
」
に

お
い

て
、

毎
年

６
月

発
行

分

は
風

水
害

、
土

砂
災

害
な

ど
を

内
容

と
す

る
特

集
を

掲
載

し
、

防
災

に
関

す
る

普
及

啓
発

に
努

め
て

い
る

。
 

（
２

）
 

県
防

災
研

修
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

地
震

・
風

水
害

・
火

山
対

策
な

ど
の

防
災

に
関

す
る

総
合

的
な

教

育
・
研

修
の

実
施

や
情

報
提

供
を

行
い

、
防

災
に

関
す

る
普

及
・
啓

発
に

努
め

て
い

る
。

 

県
内

市
町

村
の

ト
ピ

ッ
ク

的
な

取
り

組
み

に
つ

い
て

は
、

把
握

し
て

い
な

い
。
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 【
政

令
市

の
防

災
部

局
の

回
答

】
 

政
令

市
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

仙
台

市
消

防
局

 
・
家

具
転

倒
防

止
展

示
セ

ッ
ト

制
作

・
展

示
（
平

成
1
3

年
度

：
6

消
防

署
、

平
成

1
4

年
度

：
5

役
所

・
2

総
合

支
所

）
 

・
家

具
転

倒
防

止
器

具
取

付
見

本
（
守

ゾ
ー

く
ん

）
作

製
 

・
防

災
・
防

火
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

の
開

催
（
平

成
1
4

年
度

～
）
 

・
地

震
体

験
車

「
ぐ

ら
ら

」
の

運
用

（
平

成
1
4

年
度

～
）
 

・
地

震
災

害
対

策
教

化
担

当
(地

震
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
）
配

置
（
平

成
1
5

年
度

～
）
 

現
在

1
名

（
消

防
吏

員
）
 

・
地

域
地

震
防

災
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
配

置
（
平

成
1
8

年
度

～
）
 

現
在

4
7

名
（
消

防
吏

員
）
 

・
防

災
・
減

災
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（
女

性
の

視
点

に
立

っ
た

地
震

災
害

対
策

）
（
平

成
1
9

年
度

）
 

・
防

災
・
減

災
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
先

の
宮

城
県

沖
地

震
か

ら
3
0

年
を

迎
え

て
）
（
平

成
2
0

年
度

）
 

さ
い

た
ま

市
消

防
局

・
財

団
法

人
 

消
防

科
学

総
合

セ
ン

タ
ー

作
成

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
「
地

震

に
よ

る
 

 
家

具
の

転
倒

を
防

ぐ
に

は
 

－
あ

な
た

が
守

る
家

族
の

安
全

－
」

を
、

公
演

会
等

で
配

布
し

て
い

ま
す

。
 

・
年

２
回

程
度

（
９

月
・
１

月
）
に

市
報

に
防

災
記

事
を

掲
載

す
る

際
に

、

家
具

の
転

倒
防

止
に

つ
い

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
 

・
自

主
防

災
組

織
及

び
自

主
防

災
組

織
未

結
成

の
自

治
会

を
対

象
と

し
て

、
年

１
回

「
防

災
リ

ー
ダ

ー
研

修

会
」
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

 

 
※

平
成

１
９

年
度

は
平

成
２

０
年

３
月

１
日

に
実

施
。

さ
い

た
ま

市
の

被
害

想
定

を
作

っ
た

業
者

の
社

員
に

講

師
を

お
願

い
し

ま
し

た
。

 

 
 

平
成

２
０

年
度

は
平

成
２

１
年

２
月

１
日

に
実

施
。

人
と

防
災

未
来

セ
ン

タ
ー

の
語

り
部

を
講

師
と

し
て

お
願

い
し

ま
し

た
。

 

・
各

自
主

防
災

組
織

（
自

治
会

）
や

老
人

会
・
商

工
会

・
学

校
等

か
ら

の
依

頼
に

 

 
よ

り
、

出
前

講
座

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 

・
内

閣
府

、
防

災
推

進
協

議
会

と
の

共
催

で
、

「
防

災
フ

ェ
ア

２
０

０
８

in
さ

い
た

ま
」
を

開
催

し
ま

し
た

。
（
平

成
２

０
年

８
月

２
２

日
～

２
５

日
）
 

 

・
年

３
回

市
報

に
防

災
に

関
す

る
記

事
を

掲
載

し
て

い
ま

す
。

 

 
※

６
月

：
水

害
 

９
月

：
地

震
対

策
 

 
１

月
：
自

主
防

災
組

織
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政
令

市
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

千
葉

市
消

防
局

 
千

葉
市

政
出

前
講

座
の

中
で

、
家

具
の

固
定

に
つ

い
て

の
資

料
を

配

布
し

、
説

明
し

て
い

る
。

 

<
千

葉
市

政
出

前
講

座
実

績
＞

 

平
成

1
9

年
度

 
4
0

回
 

1
,5

8
8

人
参

加
 

平
成

2
0

年
度

 
2
7

回
 

 
9
7
6

人
参

加
（
平

成
2
1

年
2

月
9

日
現

在
）

下
記

の
通

り
、

防
災

に
関

す
る

普
及

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

 

①
千

葉
市

政
出

前
講

座
の

実
施

（
実

績
は

左
記

の
通

り
）
②

防
災

リ
ー

ダ
ー

養
成

講
座

（
詳

細
は

別
添

の
通

り
）
③

防
災

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
（
詳

細
は

別
添

の
通

り
）
④

防
災

か
わ

ら
ば

ん
（
別

添
）
を

年
2

回
作

成
し

て
、

住

民
へ

配
布

し
、

回
覧

を
依

頼
し

て
い

る
。

⑤
千

葉
市

総
合

防
災

課
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

、
防

災
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「
わ

が
家

の
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
を

｢ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
⑦

「
み

ん
な

で
参

加

自
主

防
災

組
織

 
心

構
え

と
活

動
の

ポ
イ

ン
ト

」
等

を
窓

口
等

で
配

布
し

て
い

る
。

 

堺
市

消
防

局
 

な
し

 
防

災
管

理
者

講
習

－
地

震
対

策
 

消
防

協
力

事
業

所
－

研
修

会
 

音
楽

鑑
賞

、
防

災
指

導
－

小
学

生
に

対
す

る
防

災
意

識
の

啓
発

 

広
報

誌
で

の
広

報
－

防
災

一
般

に
つ

い
て

 

名
古

屋
市

消
防

局
 

名
古

屋
市

で
は

、
無

料
の

耐
震

相
談

窓
口

を
設

け
、

家
具

の
固

定
に

関
す

る
市

民
か

ら
の

相
談

に
応

じ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
各

種
イ

ベ
ン

ト
・

講
習

会
を

通
じ

て
普

及
啓

発
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
公

式
ウ

ェ
ブ

サ

イ
ト

で
も

配
信

を
し

て
い

ま
す

。
 

避
難

所
マ

ッ
プ

や
家

族
防

災
会

議
の

開
催

を
促

す
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

作
成

し
、

配
布

す
る

と
と

も
に

、
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

は
じ

め
と

す
る

イ
ベ

ン
ト

や
防

災
訓

練
を

実
施

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
防

災
の

ペ
ー

ジ
を

設
け

、
本

市
の

防
災

体
制

や
風

水
害

、
地

震
対

策
な

ど
を

配
信

す
る

ほ
か

、
広

報
な

ご
や

を
通

じ
て

市
民

啓
発

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

市
民

利
用

施
設

で
あ

る
港

防
災

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

は
、

防
災

用
品

の
展

示
と

い
っ

た
啓

発
事

業
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。
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政
令

市
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

京
都

市
消

防
局

 
１

 
概

要
 

広
く
市

民
に

対
し

て
家

具
転

倒
防

止
対

策
の

必
要

性
を

啓
発

す
る

と

と
も

に
，

地
域

ぐ
る

み
で

震
災

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
る

地
域

内
に

居

住
す

る
在

宅
避

難
困

難
者

の
住

宅
に

存
す

る
家

具
に

家
具

転
倒

防

止
器

具
を

取
り

付
け

る
。

２
 

対
象

者
 

地
域

ぐ
る

み
で

震
災

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
る

自
主

防
災

組
織

の
地

域
内

に
居

住
す

る
在

宅
避

難
困

難
者

。
 

３
 

事
業

の
期

間
 

平
成

１
７

年
度

か
ら

平
成

１
９

年
度

ま
で

の
３

箇
年

度
 

４
 

家
具

転
倒

防
止

器
具

 

家
具

転
倒

防
止

板
（
長

さ
９

０
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

及
び

１
２

０
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

，
合

成
樹

脂
エ

ラ
ス

ト
マ

ー
製

）
 

１
 

自
主

防
災

組
織

に
対

す
る

指
導

 

＊
 

防
災

訓
練

（
消

火
実

験
会

，
消

防
訓

練
，

地
震

対
応

訓
練

及
び

そ
の

他
の

防
災

訓
練

）
 

各
自

主
防

災
会

ご
と

に
総

合
防

災
訓

練
を

実
施

。
内

容
は

，
夜

間
防

災
訓

練
，

地
域

発
災

型
訓

練
，

水
災

害

を
想

定
し

た
訓

練
，

防
災

カ
ル

テ
等

を
活

用
し

た
「
Ｄ

ＩＧ
」
に

よ
る

図
上

訓
練

な
ど

 

＊
 

市
民

防
災

行
動

計
画

づ
く
り

 

消
防

署
員

の
指

導
に

よ
り

，
町

内
版

の
地

域
防

災
計

画
で

あ
る

「
市

民
防

災
行

動
計

画
」
を

町
内

毎
に

作
成

す
る

。
 

＊
 

防
火

見
回

り
活

動
の

推
進

 

自
主

防
災

組
織

に
対

す
る

育
成

，
指

導
及

び
防

火
防

災
教

育
訓

練
の

一
環

と
し

て
，

地
域

内
を

巡
回

し
，

放

火
火

災
防

止
を

は
じ

め
と

す
る

火
災

予
防

の
注

意
喚

起
や

災
害

危
険

箇
所

の
把

握
等

を
行

う
た

め
に

,自
主

防
災

組
織

単
位

で
実

施
し

，
防

火
見

回
り

活
動

の
輪

を
広

げ
，

地
域

の
自

主
的

な
防

火
及

び
防

災
活

動
と

し

て
定

着
さ

せ
る

。
 

２
 

訪
問

防
火

指
導

 

消
防

職
員

が
住

宅
等

を
訪

問
し

，
防

火
防

災
に

関
す

る
啓

発
及

び
指

導
を

行
う

。
 

３
 

京
都

市
市

民
防

災
セ

ン
タ

ー
を

活
用

し
た

啓
発

 

災
害

の
擬

似
体

験
を

通
じ

て
，

市
民

の
防

災
に

関
す

る
知

識
及

び
技

術
の

普
及

向
上

並
び

に
防

災
意

識
の

高
揚

を
図

る
。
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政
令

市
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

静
岡

市
消

防
防

災
局

事
業

開
始

 
平

成
１

６
年

度
～

 

・
補

助
内

容
 

家
具

等
の

固
定

経
費

を
補

助
 

（
最

大
４

個
所

２
／

３
以

内
・
補

助
金

上
限

１
２

，
０

０
０

円
）
 

・
補

助
対

象
 

高
齢

者
等

世
帯

（
高

齢
者

の
み

・
障

害
者

等
が

居
住

す

る
世

帯
）
 

そ
の

他
 

・
普

及
啓

発
事

業
（
広

報
掲

載
・
ふ

れ
あ

い
講

座
で

の
啓

発
）
 

市
政

ふ
れ

あ
い

講
座

 

・
「
わ

が
家

の
地

震
対

策
」
「
静

岡
市

の
地

震
対

策
」
と

題
し

、
自

主
防

災
組

織
の

活
性

化
と

住
民

の
防

災
意

識

啓
発

を
目

的
に

、
自

主
防

災
会

等
へ

出
向

き
講

座
（
座

談
会

）
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

 

三
者

会
合

 

・
災

害
時

に
活

動
の

拠
点

と
な

る
学

校
や

生
涯

学
習

交
流

館
等

に
お

い
て

、
各

地
区

の
住

民
代

表
者

が
中

心

と
な

り
、

学
校

職
員

及
び

市
職

員
の

三
者

で
災

害
時

の
対

応
等

に
つ

い
て

確
認

・
検

討
等

を
行

う
会

合
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

 

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

 

・
本

市
で

作
成

し
て

い
る

東
海

地
震

被
害

想
定

や
市

内
の

避
難

地
マ

ッ
プ

を
盛

り
込

ん
だ

冊
子

「
わ

が
家

の
地

震
対

策
」
、

津
波

避
難

対
象

地
区

の
市

民
向

け
津

波
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「
地

震
だ

津
波

だ
す

ぐ
避

難
！

」
を

、

他
「
命

の
パ

ス
ポ

ー
ト

」
「
地

震
に

よ
る

家
具

の
転

倒
を

防
ぐ

に
は

」
「
自

主
防

災
組

織
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
初

め

て
の

リ
ー

ダ
ー

の
た

め
に

）
」
「
静

岡
市

の
国

民
保

護
～

武
力

攻
撃

や
テ

ロ
な

ど
か

ら
身

を
守

る
た

め
に

～
」
等

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
類

を
適

宜
配

布
し

て
い

る
。

 

広
報

紙
に

よ
る

啓
発

活
動

 

・
毎

月
２

回
、

全
市

に
配

布
す

る
広

報
紙

「
静

岡
気

分
」
の

最
終

紙
面

に
防

災
ワ

ン
ポ

イ
ン

ト
と

し
て

防
災

意

識
、

啓
発

記
事

を
掲

載
す

る
他

、
総

合
防

災
訓

練
の

前
に

は
防

災
特

集
記

事
を

組
ん

で
い

ま
す

。
 

そ
の

他
の

啓
発

活
動

 

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
Ｆ

Ｍ
放

送
の

「
Ｆ

Ｍ
－

Ｈ
Ｉ」

と
「
Ｆ

Ｍ
し

み
ず

」
の

２
局

を
利

用
し

防
災

情
報

提
供

及
び

ワ
ン

ポ
イ

ン

ト
ア

ド
バ

イ
ス

等
、

放
送

を
通

し
啓

発
を

行
っ

て
い

ま
す

。
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政
令

市
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

神
戸

市
消

防
局

 
・
平

成
1
8

年
1

月
に

、
工

務
店

等
に

よ
る

金
具

等
で

の
家

具
固

定
費

用
に

対
す

る
補

助
制

度
を

創
設

。
対

象
は

、
満

6
5

歳
以

上
の

方
、

身

体
障

害
者

の
方

、
小

学
生

以
下

の
子

供
の

い
る

世
帯

。
（
補

助
率

1
/
2
、

上
限

1
万

円
）
 

・
家

具
固

定
や

耐
震

改
修

を
行

う
場

合
に

安
心

し
て

仕
事

を
頼

め
る

組

織
と

し
て

、
市

内
の

建
築

関
係

団
体

が
協

力
し

「
神

戸
市

す
ま

い
の

耐

震
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
を

設
立

し
た

（
事

務
局

は
神

戸
市

の
外

郭
団

体
）
。

本
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
い

て
、

家
具

固
定

の
専

門
家

を
紹

介
し

て
い

る
。

 

・
平

成
1
9

年
度

に
、

地
域

の
方

の
活

動
拠

点
で

あ
る

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
実

際
に

セ
ン

タ
ー

内
の

家
具

を
固

定
す

る
実

演
と

、

家
具

固
定

の
セ

ミ
ナ

ー
を

あ
わ

せ
て

実
施

。
（
1
0

箇
所

）
 

・
 
学

校
・
自

治
会

・
事

業
所

等
の

自
衛

消
防

訓
練

に
立

会
い

、
訓

練
の

講
評

に
合

わ
せ

、
住

宅
用

火
災

警
報

器
の

設
置

を
始

め
、

防
火

・
防

災
に

関
す

る
講

話
を

行
っ

て
い

る
。

 

・
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
防

火
・
防

災
に

関
す

る
チ

ラ
シ

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

 

・
 
毎

年
、

小
中

学
生

の
夏

休
み

を
利

用
し

、
防

災
啓

発
作

品
（
ポ

ス
タ

ー
・
作

文
）
の

募
集

を
行

う
こ

と
で

、
児

童
に

防
災

に
関

し
て

考
え

る
き

っ
か

け
を

持
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
。

２
０

０
８

年
度

は
ポ

ス
タ

ー
4
2
3
1

点
、

作
文

4
0

点
の

応
募

が
あ

っ
た

。
 

・
 
“
い

の
ち

の
大

切
さ

”
を

は
ぐ

ぐ
む

「
防

災
教

育
」
を

小
学

校
に

お
い

て
行

い
、

学
校

か
ら

家
庭

へ
、

家
庭

か
ら

地
域

へ
、

地
域

か
ら

学
校

へ
と

つ
な

げ
る

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
る

。
平

成
2
0

年
度

は
プ

レ
モ

デ
ル

校
で

防
災

教
育

を
実

施
。

具
体

的
に

は
、

「
震

災
の

教
訓

を
伝

え
る

」
「
知

識
を

伝
え

る
」
「
技

を
伝

え
る

」
と

い
う

3
テ

ー
マ

の
も

と
、

テ
ー

マ
に

合
っ

た
メ

ニ
ュ

ー
を

掲
載

し
て

い
る

「
防

災
教

育
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

冊
子

」
を

作
成

し
、

小
学

校
へ

配
布

。
プ

レ
モ

デ
ル

校
が

そ
の

中
か

ら
希

望
の

メ
ニ

ュ
ー

を
選

び
、

防
災

教
育

を
実

施
し

た
。

平
成

2
1

年

度
か

ら
本

格
実

施
予

定
。

 
※

添
付

あ
り

 

広
島

市
消

防
局

 
・
市

政
出

前
講

座
（
市

職
員

が
地

域
に

出
向

き
、

市
の

施
策

や
制

度
を

説
明

す
る

も
の

）
等

の
機

会
を

利
用

し
、

「
家

具
の

固
定

」
の

重
要

性
を

住
民

に
対

し
て

啓
発

し
て

い
る

。
 

・
広

島
市

総
合

防
災

訓
練

（
H

1
9
、

2
0
）
 

・
各

区
、

学
区

単
位

で
の

防
災

訓
練

、
生

活
避

難
場

所
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

検
証

訓
練

（
H

1
9
、

2
0
）
 

・
自

主
防

災
会

リ
ー

ダ
ー

懇
談

会
（
H

1
9
、

2
0
）
 

・
防

災
講

演
会

、
防

災
教

室
（
H

1
9
、

2
0
）
 

・
防

災
展

示
（
ポ

ス
タ

ー
、

パ
ネ

ル
掲

示
）
（
H

1
9
、

2
0
）
 

・
広

報
誌

及
び

チ
ラ

シ
を

使
っ

た
普

及
開

発
（
H

1
9
、

2
0
）
 

・
市

政
出

前
講

座
（
H

1
9
、

2
0
）
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政
令

市
名

 
Q

1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

北
九

州
市

消
防

局
 

本
市

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

下
記

の
と

お
り

。
 

１
．

「
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
」
に

よ
る

啓
発

 

 
市

運
営

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「
防

災
情

報
北

九
州

」
内

の
コ

ン
テ

ン
ツ

に
家

具
固

定
に

つ
い

て
イ

ラ
ス

ト
等

の
例

示
に

よ
る

啓
発

を
実

施
 

２
．

「
防

災
の

手
引

き
」
に

よ
る

啓
発

（
市

内
各

世
帯

配
付

）
 

 
平

成
1
8

年
度

作
成

「
防

災
の

手
引

き
」
内

に
家

具
、

電
化

製
品

等
の

固
定

に
つ

い
て

イ
ラ

ス
ト

等
の

例
示

に
よ

る
啓

発
を

実
施

 

本
市

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

下
記

の
と

お
り

。
 

１
．

各
媒

体
に

よ
る

啓
発

活
動

 

（
１

）
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（
２

）
市

刊
行

物
（
３

）
報

道
（
テ

レ
ビ

・
新

聞
）
（
４

）
ラ

ジ
オ

 

２
．

防
災

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

 

３
．

D
IG

（
住

民
参

加
型

災
害

図
上

訓
練

）
の

実
施

 

 
平

成
1
7

年
度

か
ら

各
校

区
等

を
対

象
と

し
た

D
IG

を
実

施
、

ま
た

、
平

成
1
9

年
度

か
ら

中
学

生
を

対
象

と

し
た

J
-
D

IG
（
ジ

ュ
ニ

ア
D

IG
)を

展
開

。
 

４
．

消
防

隊
に

よ
る

市
民

啓
発

活
動

 

 
「
地

区
安

全
担

当
制

度
」
（
各

消
防

隊
が

各
地

域
を

担
当

）
に

よ
り

、
防

災
講

演
会

・
防

災
訓

練
等

の
各

種
防

災
啓

発
活

動
を

実
施

。
 

浜
松

市
消

防
本

部
 

高
齢

者
世

帯
等

に
対

し
、

家
具

の
固

定
に

係
る

作
業

代
を

助
成

し
て

い
る

。
（
平

成
1
9
.2

0
）
 

1
.各

種
団

体
か

ら
の

申
請

に
よ

り
防

災
講

座
を

実
施

し
て

い
る

（
内

容
：
東

海
地

震
に

備
え

て
）
（
H

1
9
.2

0
）
 

2
.啓

発
冊

子
の

作
成

と
配

布
 

 
東

海
地

震
を

テ
ー

マ
に

冊
子

「
く
ら

し
と

地
震

」
を

4
年

間
毎

に
更

新
作

成
し

て

い
る

。
ま

た
4

カ
国

外
国

版
も

併
せ

て
作

成
。

 

3
.洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
と

配
布

 

4
.市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

啓
発

 
 

東
海

地
震

、
洪

水
、

工
砂

災
害

を
テ

ー
マ

に
情

報
を

提
供

し
て

い
る

。
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 【
東

京
２

３
区

の
防

災
部

局
の

回
答

】
 

都
区

名
 

Q
1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

千
代

田
 

6
5

歳
以

上
の

一
人

暮
ら

し
又

は
高

齢
者

の
み

の
世

帯
と

6
5

歳
以

上
で

要
介

護

3
以

上
の

方
を

介
護

す
る

世
帯

に
取

り
付

け
助

成
・
補

助
を

実
施

し
て

ま
す

(担

当
：
保

健
福

祉
部

高
齢

介
護

課
）
 

高
層

ビ
ル

か
ら

の
避

難
の

備
え

て
「
お

ん
ぶ

ひ
も

」
や

階
段

避
難

器
具

を
避

難
所

訓
練

で
紹

介
し

て
ま

す
。

 

ま
た

、
地

震
時

に
発

生
す

る
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
閉

じ
込

め
対

策
と

し
て

、
予

め
水

や
ト

イ
レ

を
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
内

 

に
備

蓄
し

て
お

く
た

め
の

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

を
配

布
し

た
。

 

A
E
D

地
域

配
備

と
し

て
2
4

時
間

だ
れ

も
が

使
用

で
き

る
こ

と
と

、
マ

ン
シ

ョ
ン

住
民

3
名

以
上

が
A

E
D

講
習

を

受
講

す
る

な
ど

を
条

件
に

当
該

マ
ン

シ
ョ

ン
に

A
E
D

を
貸

与
し

た
。

 

中
央

 
①

防
災

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

「
わ

が
家

・
わ

が
ま

ち
の

地
震

防
災

」
の

中
で

、
家

具
転

倒

防
止

対
策

に
つ

い
て

解
説

し
て

い
る

。
 

②
区

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

家
具

類
転

倒
防

止
対

策
に

つ
い

て
解

説
し

て
い

る
。

 

③
防

災
危

機
管

理
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
転

倒
防

止
器

具
の

展
示

、
転

倒
防

止
に

関
す

る
パ

ン
フ

・
チ

ラ
シ

の
配

布
、

東
京

消
防

庁
作

成
の

転
倒

防
止

に
関

す
る

映

像
を

常
時

放
映

、
T
V

モ
ニ

タ
ー

を
活

用
し

た
防

災
ク

イ
ズ

の
中

で
転

倒
防

止
に

つ
い

て
の

問
題

を
出

題
し

て
い

る
。

 

①
左

記
に

挙
げ

た
家

具
転

倒
防

止
に

関
す

る
も

の
の

ほ
か

防
災

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
を

防
災

課
窓

口
に

て
配

布

し
、

高
層

住
宅

に
関

す
る

防
災

対
策

を
ま

と
め

た
D

V
D

等
の

貸
出

を
行

っ
て

い
る

。
 

②
家

庭
に

お
け

る
防

災
意

識
の

高
揚

を
図

る
と

と
も

に
、

震
災

時
に

備
え

る
た

め
、

区
民

に
対

し
防

災
用

品
の

あ
っ

せ
ん

を
行

っ
て

い
る

。
 

③
地

域
の

防
災

拠
点

で
の

防
災

訓
練

を
実

施
し

、
区

民
に

対
す

る
初

期
消

火
力

の
強

化
、

防
災

行
動

力
の

向

上
及

び
防

災
意

識
の

高
揚

を
図

っ
て

い
る

。
 

④
防

災
意

識
の

普
及

啓
発

を
図

る
た

め
、

区
内

事
業

者
、

防
災

区
民

組
織

及
び

一
般

区
民

を
対

象
に

防
災

講
演

会
を

年
1

回
開

催
し

て
い

る
。
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都
区

名
 

Q
1
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家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

港
 

平
成

１
８

年
度

よ
り

、
区

内
に

住
民

登
録

が
あ

る
世

帯
に

対
し

て
、

1
5
,0

0
0

円
相

当
を

上
限

と
し

て
、

家
具

転
倒

防
止

器
具

や
、

ガ
ラ

ス
飛

散
防

止
フ

ィ
ル

ム
等

を

現
物

助
成

し
て

い
ま

す
。

 

ま
た

、
6
5

歳
以

上
の

高
齢

者
の

み
の

世
帯

や
、

身
体

障
害

者
手

帳
等

の
交

付

を
受

け
て

い
る

者
を

含
む

世
帯

等
、

自
力

で
の

取
付

け
が

困
難

な
世

帯
に

対
し

て
は

取
付

け
支

援
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

今
年

度
は

7
月

よ
り

、
区

内
全

世
帯

（
1
１

7
,0

0
0

世
帯

）
に

家
具

転
倒

防
止

器
具

助
成

事
業

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

各
戸

配
布

し
、

事
業

Ｐ
Ｒ

を
は

か
り

ま
し

た
。

 

・
防

災
の

て
び

き
、

避
難

所
マ

ッ
プ

等
の

作
成

及
び

配
布

（
通

年
）
 

・
防

災
の

日
、

防
災

と
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
週

間
等

の
防

災
展

（
１

月
）
 

・
防

災
講

演
会

の
開

催
（
１

月
～

３
月

）
 

・
出

前
講

座
（
通

年
）
 

・
防

災
訓

練
（
1
0
～

1
1

月
）
 

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（
通

年
）
 

・
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

（
年

４
回

）
 

台
東

 
 

家
具

の
固

定
は

防
災

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
勧

奨
の

記
載

を
行

っ
て

い
る

ほ
か

、
高

齢
者

の
方

に
は

転
倒

防
止

機
具

の
助

成
を

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
平

成
2
1

年
度

か
ら

は
、

区
で

防
災

用
品

の
斡

旋
を

行
う

予
定

で
、

そ
の

中
に

加
え

る
予

定
で

す
。

 

 
防

災
の

普
及

啓
発

活
動

と
し

、
毎

年
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

研
修

、
防

災
指

導
者

講
習

会
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
町

会
等

か
ら

の
申

し
出

に
よ

り
、

避
難

所
運

営
訓

練
を

随
時

行
っ

て
い

ま
す

。
 

 
さ

ら
に

、
本

区
へ

の
転

入
者

全
員

に
防

災
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
と

防
災

地
図

を
配

布
し

て
い

ま
す

。
 

墨
田

 
･家

具
転

倒
防

止
の

器
具

取
付

事
業

の
実

施
（
対

象
：
高

齢
者

の
い

る
世

帯
や

心
身

に
障

害
の

あ
る

方
の

世
帯

）
・
家

具
転

倒
防

止
器

具
（
L

字
金

具
）
の

無
料

配
布

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

（
区

報
含

む
）
・
防

災
イ

ベ
ン

ト
で

の
パ

ネ
ル

展
示

 

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

（
区

報
含

む
）
･防

災
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

・
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

け
る

啓
発

・
町

会
、

自

治
会

等
と

の
防

災
拠

点
会

議
の

実
施

・
起

震
車

に
よ

る
地

震
体

験
・
「
す

み
だ

安
全

・
安

心
メ

ー
ル

」
の

配
信

・

防
災

行
政

無
線

（
固

定
系

）
に

よ
る

放
送

、
な

ど
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江
東

 
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

 

・
家

具
転

倒
防

止
用

品
の

あ
っ

せ
ん

 

・
家

具
転

倒
防

止
器

具
の

取
付

(高
齢

者
と

障
害

者
の

方
に

限
る

 

 

・
防

災
マ

ッ
プ

及
び

防
災

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
及

び
区

民
配

布
 

・
区

報
や

区
H

P
で

の
啓

発
活

動
へ

の
呼

び
か

け
 

・
防

災
ビ

デ
オ

の
貸

出
 

目
黒

 
「
家

具
転

倒
防

止
器

具
の

取
り

付
け

事
業

」
を

高
齢

福
祉

課
及

び
障

害
福

祉
課

で
行

っ
て

い
る

。
内

容
は

地
震

発
生

時
に

お
け

る
安

全
性

を
高

め
る

た
め

家
具

転
倒

防
止

器
具

の
取

り
付

け
に

要
す

る
費

用
を

取
付

費
1
0
,0

0
0

円
を

限
度

に
区

が
負

担
す

る
。

（
器

具
の

購
入

費
は

自
己

負
担

）
 

高
齢

福
祉

課
の

対
象

者
 

 
要

介
護

4
,5

の
方

（
重

度
、

ね
た

き
り

の
方

）
ま

た
は

ひ
と

り
ぐ

ら
し

等
高

齢
者

登

録
を

さ
れ

て
い

る
方

 

障
害

福
祉

課
の

対
象

者
 

 
ひ

と
り

ぐ
ら

し
の

上
肢

、
下

肢
、

体
幹

、
視

覚
障

害
1
、

2
級

、
内

部
障

害
1

級
の

方
で

自
分

で
器

具
の

取
り

付
け

が
出

来
な

い
方

。
 

・
防

災
行

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
英

文
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

を
作

成
配

付
し

「
自

分
の

身
は

自
分

で
守

る
」
「
近

隣
の

助
け

合
い

」
を

基
本

に
区

民
等

へ
防

災
意

識
の

啓
発

を
図

っ
て

い
る

。
 

・
め

ぐ
ろ

区
報

等
の

印
刷

物
に

、
適

時
防

災
関

係
記

事
を

掲
載

す
る

ほ
か

、
視

覚
に

訴
え

る
防

災
ビ

デ
オ

を
貸

し
出

し
て

い
る

。
 

・
起

震
車

・
煙

体
験

ﾊ
ｳ

ｽ
を

活
用

し
、

区
内

各
所

で
開

催
す

る
防

災
教

室
の

中
で

、
煙

か
ら

避
難

習
得

、
震

度

体
験

等
を

通
し

「
自

分
の

身
は

自
分

で
守

る
」
を

基
本

に
、

区
民

等
へ

広
く
防

災
意

識
の

高
揚

を
図

っ
て

い
る

。
 

・
防

災
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

に
併

設
さ

れ
て

い
る

地
震

の
学

習
館

に
お

い
て

、
区

民
一

人
ひ

と
り

の
防

災
意

識
の

高
揚

と
防

災
対

策
の

推
進

、
さ

ら
に

地
域

の
連

帯
感

の
促

進
を

図
る

た
め

、
各

種
疑

似
体

験
や

映
像

機
器

を
使

い
「
自

分
の

身
は

自
分

で
守

る
」
こ

と
を

基
本

に
防

災
啓

発
事

業
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
日

本
語

の
わ

か
ら

な
い

外

国
人

に
対

し
て

は
、

国
際

交
流

協
会

と
連

携
し

防
災

啓
発

事
業

を
行

っ
て

い
る

。
 

大
田

 
高

齢
者

、
障

が
い

者
へ

器
具

の
至

急
取

付
を

実
施

 
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

 
・
防

災
週

間
等

に
パ

ネ
ル

と
と

も
に

現
物

を
展

示
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渋
谷

 
事

業
名

称
：
家

具
転

倒
防

止
金

具
取

付
事

業
事

業
概

要
：
阪

神
・
淡

路
大

震
災

を
教

訓
に

、
平

成
８

年
度

か
ら

、
区

内
の

単
身

の
高

齢
者

世
帯

や
障

害
の

あ
る

人
が

い
る

世
帯

な
ど

を
対

象
に

、
地

震
等

に
よ

る
家

具
の

転
倒

を
防

止
す

る
た

め
の

金
具

を
３

つ
ま

で
無

料
で

取
り

付
け

る
事

業
を

実
施

し
て

い
る

。
対

象
：
①

単
身

の
高

齢
者

世
帯

お
よ

び
高

齢
者

の
み

の
世

帯
②

ね
た

き
り

の
高

齢
者

が

い
る

世
帯

③
１

～
３

級
の

「
身

体
障

害
者

手
帳

」
を

持
つ

人
が

い
る

世
帯

④
１

～

３
度

の
「
愛

の
手

帳
」
を

持
つ

人
が

い
る

世
帯

⑤
１

、
２

級
の

「
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

」
を

持
つ

人
が

い
る

世
帯

費
用

：
無

料
（
家

具
３

つ
ま

で
）
※

３
つ

以
上

の
設

置
を

希
望

す
る

場
合

、
申

請
者

の
負

担
で

設
置

 

・
中

学
生

軽
可

搬
ポ

ン
プ

（
Ｄ

級
）
操

作
訓

練
 

 
区

立
中

学
校

各
校

（
８

校
）
で

年
１

回
実

施
。

授
業

の
一

環
と

し
て

行
う

。
１

、
２

年
生

が
対

象
、

地
域

の
自

主
防

災
組

織
が

中
心

と
な

っ
て

指
導

に
あ

た
る

。
消

防
団

、
消

防

署
、

防
災

課
が

こ
れ

に
協

力
す

る
。

（
目

的
）
：
地

域
の

一
員

で
あ

る
こ

と
の

意
識

、
防

災
意

識
を

高
め

る
、

体

験
に

よ
る

ポ
ン

プ
操

作
方

法
の

得
と

く
・
自

主
防

災
組

織
軽

可
搬

ポ
ン

プ
（
Ｄ

級
）
操

法
大

会
 

 
区

内
自

主
防

災
組

織
が

一
堂

に
会

し
ポ

ン
プ

操
作

の
取

得
、

普
及

に
つ

と
め

る
。

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
Ｆ

Ｍ
出

演
 

 
月

１
回

、
番

組
出

演
。

１
０

～
１

５
分

程
度

の
時

間
で

防
災

に
関

す
る

話
題

を
話

す
。

防
災

課
の

出
演

者
は

、
１

人
。

番
組

パ

ー
ソ

ナ
リ

テ
ィ

ー
と

会
話

形
式

で
番

組
が

進
行

す
る

。
・
渋

谷
く
み

ん
の

広
場

で
の

展
示

 
 

区
民

向
け

防
災

地

図
等

の
展

示
、

配
布

を
行

っ
た

。
一

時
（
い

っ
と

き
）
集

合
場

所
、

避
難

場
所

、
避

難
所

の
周

知
。

開
催

期
間

は
、

２
日

間
。

・
防

災
パ

ー
ク

2
0
0
8
 

 
Ｎ

Ｈ
Ｋ

と
共

催
で

実
施

。
開

催
期

間
は

、
２

日
間

。
区

民
向

け
防

災
地

図

等
の

展
示

、
配

布
を

行
っ

た
。

防
災

用
品

、
備

蓄
品

、
耐

震
ベ

ッ
ド

、
耐

震
シ

ェ
ル

タ
ー

等
の

展
示

、
紹

介
を

行

っ
た

。
講

演
会

の
開

催
・
訓

練
会

場
で

の
啓

発
 

 
地

域
訓

練
、

総
合

防
災

訓
練

の
各

会
場

で
各

種
啓

発
物

の
配

布
、

展
示

を
行

っ
た

。
地

域
訓

練
・
・
自

主
防

災
組

織
が

連
合

し
て

行
う

訓
練

ま
た

は
、

単
独

で
行

う
訓

練
。

 
 

 
総

合
防

災
訓

練
・
・
９

月
１

日
に

区
の

主
催

で
行

う
訓

練
・
渋

谷
区

消
費

生
活

展
の

出
展

 
 

防
災

用

品
の

展
示

、
紹

介
。

渋
谷

区
消

費
者

セ
ン

タ
ー

主
催

の
消

費
生

活
展

（
開

催
期

間
１

日
）
に

お
い

て
防

災
用

品

の
展

示
、

紹
介

を
行

っ
た

。
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具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

中
野

 
・
地

域
訓

練
の

中
で

、
映

像
や

起
震

車
を

使
っ

て
家

具
転

倒
防

止
装

置
の

重
要

性
を

説
明

。
 

①
映

像
を

用
い

た
防

災
座

談
会

の
実

施
 

②
防

災
広

報
紙

（
区

内
全

防
災

組
織

に
配

布
）
を

用
い

 

 
 

 
 

・
防

災
用

品
（
転

倒
防

止
器

具
や

災
害

備
蓄

用
品

な
ど

）
の

斡
旋

・
紹

介
 

 
 

 
 

・
地

域
防

災
住

民
組

織
の

訓
練

成
果

 

 
 

 
 

・
消

防
署

・警
察

署
な

ど
防

災
関

係
機

関
か

ら
の

情
報

を
提

供
 

杉
並

 
平

成
1
9

年
度

よ
り

6
5

歳
以

上
の

1
人

暮
ら

し
の

高
齢

者
、

高
齢

者
の

み
の

世

帯
及

び
障

が
い

者
が

属
す

る
世

帯
に

対
し

て
、

家
具

転
倒

防
止

器
具

の
購

入
・

調
査

・
施

工
費

用
（
上

限
1
2
,0

0
0

円
）
を

助
成

し
て

い
る

。
ま

た
一

般
区

民
に

対
し

て
は

、
器

具
の

斡
旋

を
行

っ
て

い
る

。
周

知
方

法
に

つ
い

て
は

、
広

報
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ほ
か

、
民

生
委

員
・
防

災
会

の
協

力
を

得
て

き
め

細
か

く
周

知
し

て
い

る
。

ま
た

、
区

内
で

行
わ

れ
る

イ
ベ

ン
ト

に
は

、
見

本
を

持
参

し
て

説
明

を
行

っ
て

い
る

。
 

①
防

災
市

民
組

織
等

に
対

す
る

防
災

講
演

会
の

実
施

②
防

災
課

職
員

に
よ

る
防

災
講

演
会

③
防

災
課

職
員

に
よ

る
防

災
資

器
材

操
作

指
導

④
防

災
物

資
の

斡
旋

⑤
駅

前
防

災
相

談
コ

ー
ナ

ー
開

設
⑥

震
災

救
援

所
運

営
連

絡
会

に
お

け
る

防
災

意
識

啓
発

な
ど

⑦
リ

ー
ダ

ー
要

請
講

座
⑧

広
報

の
防

災
特

集
号

の
発

行
⑨

防
災

懇
談

会
の

開
催

 
（
※

詳
細

添
付

）
 

豊
島

 
平

成
１

８
～

１
９

年
度

に
災

害
時

要
援

護
者

（
愛

の
手

帳
所

持
者

、
要

介
護

３
～

５
、

身
障

手
帳

１
～

４
級

）
を

対
象

に
、

寝
室

の
家

具
の

転
倒

防
止

を
無

料
で

実

施
。

実
績

：
１

８
年

度
 

１
０

５
件

 
 

 
 

１
９

年
度

 
 

９
５

件
平

成
２

０
年

度
に

も
同

様
の

事
業

を
実

施
中

・
 
対

象
者

を
拡

大
（
要

介
護

１
・
２

、
生

活
保

護
受

給
者

）
・
 

住
宅

用
火

災
警

報
器

の
設

置
も

メ
ニ

ュ
ー

に
追

加
 

 
平

成
１

９
年

度
に

、
地

域
防

災
計

画
の

改
訂

を
実

施
し

た
。

そ
の

内
容

を
ま

と
め

た
、

一
般

区
民

向
け

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「
災

害
に

そ
な

え
て

」
を

作
成

し
、

全
戸

配
布

（
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
）
実

施
中

。
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都
区

名
 

Q
1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

北
 

北
区

で
は

、
災

害
時

要
援

護
者

世
帯

に
対

し
て

、
家

具
転

倒
防

止
器

具
を

家
具

3
点

ま
で

無
料

で
取

り
付

け
す

る
事

業
を

平
成

1
7
,1

8
,2

0
年

度
と

3
回

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
平

成
2
1

年
度

も
継

続
し

て
実

施
予

定
で

あ
る

。
 

北
区

で
は

、
震

災
時

の
自

助
・
共

助
の

中
核

と
な

る
組

織
と

し
て

1
7
0

に
も

な
る

自
主

防
災

組
織

が
各

町
会

・

自
治

会
を

バ
ッ

ク
ボ

ー
ン

と
し

て
組

織
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

組
織

は
、

避
難

所
の

運
営

を
担

当
す

る
と

と
も

に
、

地
域

に
お

け
る

初
期

消
火

や
救

助
活

動
を

担
う

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
、

北
区

で
は

地
域

の
特

性
に

応
じ

た
防

災
力

の
向

上
と

協
力

体
制

の
確

立
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
自

主
防

災
組

織
、

学
校

P
T
A

役
員

と
学

校
指

定
参

集
職

員
を

対
象

と
し

た
「
地

域
防

災
パ

ワ
ー

ア
ッ

プ
講

座
」
を

平
成

1
7

年
度

か
ら

実

施
し

て
い

ま
す

。
こ

の
講

座
は

、
専

門
の

外
部

講
師

に
よ

り
、

1
日

目
に

「
ま

ち
の

防
災

マ
ッ

プ
」
づ

く
り

を
行

い
、

2
日

目
に

は
、

学
校

図
面

を
使

っ
た

避
難

所
運

営
の

図
上

訓
練

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
な

お
、

こ
の

講
座

を
終

了
し

た
自

主
防

災
そ

し
き

に
お

い
て

は
検

証
も

兼
ね

て
、

実
際

に
学

校
の

施
設

を
使

っ
た

 
 

避
難

所
恵

運
営

訓
練

を
従

事
実

施
し

て
い

ま
す

。
 

練
馬

 
・
補

助
制

度
有

。
・
助

成
対

象
者

→
6
5

歳
以

上
の

高
齢

者
の

み
の

世
帯

。
・
助

成

率
→

1
/
2
。

・
助

成
金

上
限

→
1
0
,0

0
0

円
 

・
防

災
講

演
会

、
講

習
会

の
実

施
・
防

災
の

手
引

な
ど

の
配

布
・
起

震
車

に
よ

る
震

度
体

験
訓

練
・
防

災
用

品

の
斡

旋
事

業
 

足
立

 
家

具
の

固
定

器
具

を
取

り
付

け
る

事
が

困
難

な
高

齢
者

、
障

害
者

世
帯

に
対

し
、

取
り

付
け

に
係

る
費

用
の

一
部

を
助

成
す

る
制

度
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

又
、

建
築

物
の

耐
震

に
関

す
る

説
明

会
、

相
談

会
の

実
施

時
に

併
せ

家
具

の
転

倒
防

止
の

有
効

性
に

つ
い

て
啓

発
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

・
木

造
住

宅
の

耐
震

化
に

関
し

て
区

内
各

地
で

説
明

会
、

相
談

会
（
年

間
2
0

回
程

度
）
を

実
施

す
る

と
と

も
に

広
報

紙
等

に
よ

り
啓

発
を

図
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

建
築

物
の

耐
震

化
に

関
し

費
用

の
一

部
を

助
成

す
る

制
度

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
 

・
小

、
中

学
校

等
で

行
う

避
難

所
訓

練
や

区
主

催
の

防
災

訓
練

等
で

災
害

に
対

す
る

心
構

え
や

、
応

急
手

当

な
ど

の
方

法
の

啓
発

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
町

会
、

自
治

会
、

福
祉

施
設

等
に

お
い

て
防

災
に

関
す

る
講

演
を

行
っ

て
い

る
。

 

江
戸

川
 

・
家

具
の

転
倒

防
止

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

支
援

→
6
5

歳
以

上
の

一
人

暮
ら

し
の

熟
年

者
だ

け
の

世
帯

を
対

象
に

、
区

内
の

大
工

さ
ん

グ
ル

ー
プ

(家
具

の
転

倒
防

止

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
が

家
具

転
倒

防
止

金
具

の
取

り
付

け
を

無
料

で
行

っ
て

い
る

。

区
は

こ
れ

を
支

援
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
協

議
会

に
転

倒
防

止
金

具
を

現
物

支
給

し

て
い

る
。

（
問

い
合

わ
せ

先
 

江
戸

川
区

都
市

開
発

部
住

宅
課

相
談

係
）
 

・
広

報
紙

に
よ

る
啓

発
→

引
越

し
の

多
い

3
月

上
旬

に
「
大

地
震

に
備

え
て

家
具

の
転

倒
防

止
対

策
を

」
と

い
う

啓
発

記
事

を
掲

載
し

て
い

る
 

・
中

学
生

を
対

象
と

し
た

「
中

学
生

防
災

講
習

会
」
を

実
施

 

・
町

会
、

自
治

会
を

対
象

に
「
防

災
ま

ち
あ

る
き

」
を

実
施

。
そ

の
後

地
域

の
特

性
に

あ
っ

た
防

災
マ

ッ
プ

を
作

成
。

 

・
平

成
2
0

年
7

月
に

全
戸

配
布

し
た

「
江

戸
川

区
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
に

対
し

て
、

町
会

、
自

治
会

単
位

で

の
説

明
会

を
実

施
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 都
区

名
 

Q
1
.「

家
具

の
固

定
」
に

つ
い

て
の

取
組

 
Q

2
.防

災
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
 

葛
飾

 
防

災
用

品
の

斡
旋

を
行

っ
て

お
り

「
家

具
転

倒
防

止
用

品
」
を

斡
旋

価
格

で
購

入

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
 

葛
飾

区
防

災
課

で
は

災
害

時
に

お
け

る
自

助
、

共
助

、
公

助
、

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
と

役
割

を
実

情
を

踏
ま

え

啓
発

し
て

い
る

。
（
１

９
年

度
）
 

「
防

災
リ

ー
ダ

ー
研

修
」
各

自
治

町
の

防
災

リ
ー

ダ
ー

を
対

象
に

水
害

に
対

す
る

知
識

の
習

得
を

目
的

に
開

催
 

「
防

火
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
被

災
地

よ
り

講
師

を
招

き
災

害
体

験
を

語
っ

て
い

た
だ

き
自

主
防

災
意

識
の

高
揚

、

強
化

を
図

り
基

調
講

演
等

を
通

し
て

災
害

へ
の

備
え

の
参

考
す

る
た

め
開

催
 

（
２

０
年

度
）
 

「
防

災
リ

ー
ダ

ー
の

研
修

」
震

災
復

興
を

テ
ー

マ
に

基
調

講
演

等
を

行
い

災
害

へ
の

備
え

の
参

考
と

す
る

た
め

開
催

 

「
わ

た
し

の
便

利
帳

」
防

災
特

集
の

編
成

「
広

報
か

つ
し

か
」
「
F
M

か
つ

し
か

」
「
防

災
訓

練
指

導
」
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【
都

道
府

県
の

教
育

委
員

会
の

回
答

】
 

 

県
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

【
道

教
委

と
し

て
学

校
に

お
い

て
防

災
教

育
を

進
め

る
際

の
方

針
】
 

 
児

童
生

徒
が

、
地

震
や

風
水

害
な

ど
の

様
々

な
災

害
に

つ
い

て
正

し
く
理

解
し

、
適

切
な

備
え

と
行

動
が

と
れ

る
能

力
を

育
成

す
る

こ
と

は
重

要
な

こ
と

で
あ

る
。

 

 
道

の
関

係
部

局
や

北
海

道
開

発
局

な
ど

の
防

災
の

専
門

機
関

か
ら

直
接

、
情

報
を

得
た

り
、

指
導

を
受

け
た

り
す

る
こ

と
は

、
防

災
教

育
を

進
め

る
に

当
た

り
、

よ
り

効
果

が
高

ま
る

も
の

と
考

え
て

お
り

、
講

師
派

遣
な

ど
関

係
機

関
に

よ
る

取
組

に
つ

い
て

情
報

提
供

を
行

う
な

ど
、

各
学

校
に

お
け

る
防

災
教

育
の

一
層

の
充

実
を

図
る

。
 

【
平

成
１

９
年

度
】 

・
関

係
機

関
等

に
つ

い
て

の
情

報
提

供
の

た
め

の
通

知
発

出
 

 
 

防
災

教
育

の
一

層
の

充
実

を
図

る
た

め
、

関
係

機
関

に
よ

る
講

師
派

遣
や

防
災

教
育

に
か

か
わ

る
教

材
等

の
情

報
に

つ
い

て
、

通
知

を
発

出
し

周
知

を
図

っ
た

。
 

・
小

学
生

用
学

習
教

材
の

作
成

・
配

布
に

よ
る

家
庭

と
の

連
携

 

 
 

児
童

に
安

全
に

必
要

な
知

識
を

習
得

さ
せ

る
と

と
も

に
、

安
全

に
行

動
で

き
る

態
度

や
能

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

災
害

安
全

等
に

関
し

、
学

校
及

び
家

庭
で

活
用

で
き

る
小

学
生

用
学

習
教

材

を
作

成
・
配

布
し

た
。

そ
の

中
で

、
自

然
災

害
な

ど
か

ら
自

分
の

安
全

を
守

る
た

め
、

日
頃

か
ら

備
え

て
お

く
べ

き
こ

と
に

つ
い

て
家

庭
等

と
確

認
で

き
る

内
容

を
掲

載
し

た
。

 

北
海

道
 

【
平

成
２

０
年

度
】 

北
海

道
開

発
局

に
よ

る
出

前
講

座
等

に
つ

い
て

の
情

報
提

供
の

た
め

の
通

知
発

出
 

 
 

水
害

に
対

す
る

防
災

教
育

の
一

層
の

充
実

を
図

る
た

め
、

北
海

道
開

発
局

職
員

に
よ

る
出

前
講

座
等

の
情

報
に

つ
い

て
、

通
知

を
発

出
し

周
知

を
図

っ
た

。
 

・
北

海
道

開
発

局
に

よ
る

水
防

災
教

育
に

つ
い

て
の

出
前

講
座

 

 
 

北
海

道
開

発
局

職
員

に
よ

る
道

内
小

学
校

等
へ

の
出

前
講

座
を

実
施

し
、

児
童

生
徒

が
住

ん
で

い
る

地
域

の
河

川
の

災
害

事
例

の
ほ

か
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
や

避
難

時
の

心
得

等
に

つ
い

て
の

説
明

を
通

し
て

、
水

害
へ

の
対

処
法

を
学

ぶ
な

ど
、

学
校

に
お

け
る

防
災

教
育

の
充

実
を

図
っ

た
。

 

・
学

校
安

全
研

究
協

議
会

に
お

け
る

北
海

道
開

発
局

職
員

に
よ

る
講

義
 

 
 

教
職

員
等

を
対

象
と

し
た

、
災

害
安

全
を

含
む

学
校

安
全

に
関

す
る

研
究

協
議

会
に

お
い

て
、

北
海

道
開

発
局

職
員

に
よ

る
自

然
災

害
の

発
生

状
況

や
防

災
教

育
の

進
め

方
に

つ
い

て
の

講
義

を
行

い
、

各
学

校
に

お
け

る
防

災
教

育
の

充
実

を
図

っ
た

。
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県
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

秋
田

 
市

内
小

・
中

学
校

１
１

校
、

定
期

的
な

避
難

訓
練

（
地

震
・
火

災
想

定
）
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

学
校

に
よ

っ
て

は
消

火
訓

練
に

消
防

車
を

養
成

し
て

い
る

場
合

が
あ

り
ま

す
が

、
ト

ピ
ッ

ク
的

な
取

組
は

特

に
あ

り
ま

せ
ん

。
 

秋
田

 
【
県

教
委

】
 

1
.防

災
教

育
を

行
う

指
導

者
と

し
て

の
知

識
、

技
能

、
指

導
方

法
等

の
習

得
を

目
的

に
、

秋
田

県
防

災
教

育
指

導
者

研
修

会
を

実
施

し
た

。
（
平

成
1
9
,2

0
年

度
）
 

【
県

立
学

校
】
 

1
.特

別
支

援
学

校
に

お
い

て
、

通
常

の
避

難
訓

練
以

外
に

も
、

警
察

の
協

力
に

よ
り

警
察

官
が

不
審

者
役

に
な

り
避

難
訓

練
・
職

員
研

修
会

を
実

施
し

た
。

（
平

成
1
9
.2

0
年

度
）
 

【
市

町
村

】
 

1
.大

館
市

教
育

委
員

会
に

お
い

て
、

A
E
D

を
使

用
す

る
な

ど
の

救
命

講
習

会
を

5
年

生
を

対
象

に
実

施
し

た
。

（
平

成
2
0

年
度

）
 

2
.八

峰
町

教
育

委
員

会
に

お
い

て
、

県
民

防
災

の
日

で
あ

る
5

月
2
6

日
に

地
域

の
方

々
か

ら
「
日

本
海

中
部

地
震

」
に

つ
い

て
の

体
験

談
を

聞
く
場

を
設

定
し

た
。

ま
た

、
早

朝
に

少
年

警
火

団
に

よ

る
「
火

の
用

心
」
地

域
巡

回
活

動
を

週
1

回
実

施
し

た
。

（
と

も
に

平
成

1
9
.2

0
年

度
）
 

3
.大

仙
市

教
育

委
員

会
に

お
い

て
、

近
隣

の
仙

北
市

、
美

郷
町

と
連

携
し

、
「
中

学
生

防
災

・
弁

論
大

会
」
を

会
場

持
ち

回
り

で
実

施
し

た
。

（
平

成
1
9
,2

0
年

度
）
ま

た
、

市
内

5
小

中
学

校
が

「
緊

急
消

防
援

助
隊

 
北

海
道

・
東

北
ブ

ロ
ッ

ク
合

同
訓

練
」
を

見
学

し
た

。
（
平

成
2
0

年
度

）
 

山
形

 
（
１

）
県

教
委

区
委

員
会

が
主

体
と

な
っ

た
災

害
時

の
防

災
訓

練
に

お
け

る
連

携
は

実
施

し
て

い
な

い
。

但
し

、
県

が
主

催
す

る
安

全
研

修
会

等
で

事
例

発
表

や
紹

介
等

を
行

い
啓

発
に

努
め

て
い

る
。

 

（
２

）
県

防
災

課
に

よ
る

と
各

市
町

村
が

小
学

校
等

の
学

校
行

事
等

と
連

携
し

な
が

ら
実

施
し

た
市

区
町

村
は

平
成

2
0

年
度

1
6

校
（
2
,4

2
3

名
）
、

平
成

1
9

年
度

1
0

校
（
2
,0

4
4

名
）
と

な
っ

て
い

る
。

校
種

等
の

詳
細

に
つ

い
て

は
不

詳
。

 

（
３

）
各

市
町

村
で

の
主

な
活

動
（
事

例
）
を

広
報

等
に

掲
載

さ
れ

た
一

部
を

別
紙

の
と

お
り

添
付

。
 

（
※

添
付

あ
り

）
 

福
島

 
学

校
事

故
防

止
対

策
研

究
協

議
会

を
毎

年
度

開
催

し
、

管
理

職
に

安
全

点
検

と
防

災
避

難
訓

練
に

つ
い

て
指

導
を

行
っ

て
い

る
。
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県
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

茨
城

 
平

成
1
9

年
度

 

1
.「

生
き

る
力

」
を

は
ぐ

く
む

健
康

教
育

推
進

事
業

・
学

校
安

全
指

導
者

研
修

会
の

開
催

等
 

2
.防

犯
教

室
指

導
者

講
習

会
の

開
催

 

3
.原

子
力

教
育

教
員

研
修

会
の

開
催

 

4
.平

成
1
9

年
度

学
校

教
育

指
導

方
針

に
よ

る
指

導
 

「
自

他
の

生
命

尊
重

を
基

盤
と

し
た

安
全

能
力

の
育

成
を

図
る

た
め

の
学

校
安

全
の

充
実

」
に

努
め

、
避

難
訓

練
の

体
験

的
な

災
害

安
全

教
育

を
推

進
す

る
。

 

5
.「

学
校

保
健

・
学

校
安

全
管

理
の

手
び

き
」
を

デ
ー

タ
化

し
教

育
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

に
掲

載
 

平
成

2
0

年
度

 

1
.「

生
き

る
力

」
を

は
ぐ

く
む

健
康

教
育

推
進

事
業

・
学

校
安

全
指

導
者

研
修

会
の

開
催

等
 

2
.防

犯
教

室
指

導
者

講
習

会
の

開
催

 

3
.原

子
力

教
育

教
員

研
修

会
の

開
催

 

4
.平

成
2
0

年
度

学
校

教
育

指
導

方
針

に
よ

る
指

導
 

「
自

他
の

生
命

尊
重

を
基

盤
と

し
た

安
全

能
力

の
育

成
を

図
る

た
め

の
学

校
安

全
の

充
実

」
に

努
め

、
避

難
訓

練
等

の
体

験
的

な
災

害
安

全
教

育
を

推
進

す
る

。
 

5
.「

学
校

保
健

・
学

校
安

全
管

理
の

手
び

き
」
の

改
訂

作
業

開
始

 
※

 
ト

ピ
ッ

ク
的

な
取

組
事

例
は

添
付

あ
り

 
 

栃
木

 
・
県

内
の

公
立

小
・
中

学
校

、
県

立
学

校
及

び
私

立
学

校
の

学
校

安
全

担
当

の
教

員
を

対
象

に
、

安
全

教
育

指
導

者
研

修
会

を
毎

年
行

っ
て

い
る

。
（
私

立
学

校
は

希
望

校
）
。

主
催

は
栃

木
県

教
育

委
員

会
。

 
 

 
 

 
 

 
（
ト

ピ
ッ

ク
的

な
取

組
事

例
に

つ
い

て
は

把
握

し
て

い
な

い
。

）
 

埼
玉

 
県

立
学

校
に

対
し

て
は

、
避

難
訓

練
を

は
じ

め
と

し
た

防
災

教
育

に
つ

い
て

消
防

署
な

ど
の

関
係

機
関

と
連

携
を

図
り

、
学

校
安

全
計

画
に

基
づ

く
計

画
的

な
実

施
に

つ
い

て
指

導
し

て
い

る
。

 

市
町

村
教

育
委

員
会

に
対

し
て

は
、

管
内

各
学

校
に

お
い

て
、

避
難

訓
練

を
は

じ
め

と
し

た
防

災
教

育
の

推
進

に
つ

い
て

、
消

防
署

な
ど

関
係

機
関

と
連

携
を

図
り

、
学

校
安

全
計

画
に

基
づ

く
計

画

的
な

実
施

を
働

き
か

け
て

い
る

。
 

＜
特

徴
的

な
取

組
＞

 

・
平

成
1
8

年
度

に
埼

玉
県

、
さ

い
た

ま
市

、
明

治
大

学
で

、
中

学
生

向
け

の
実

践
的

な
危

機
管

理
防

災
に

関
す

る
教

材
と

し
て

「
中

学
生

用
防

災
教

育
資

料
」
を

作
成

し
た

。
 

県
教

育
委

員
会

で
は

、
こ

の
教

材
の

活
用

の
促

進
を

図
る

た
め

に
、

平
成

1
9

年
度

か
ら

、
各

種
研

修
会

で
活

用
事

例
を

紹
介

す
る

な
ど

、
啓

発
を

図
っ

て
い

る
。
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県
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

千
葉

 
１

 
千

葉
県

教
育

庁
で

は
、

平
成

1
9

年
度

か
ら

、
千

葉
県

総
務

部
消

防
地

震
防

災
課

と
と

も
に

、
「
自

助
・共

助
を

は
ぐ

く
む

防
災

教
育

推
進

事
業

」
を

実
施

し
て

い
る

。
こ

の
中

で
、

個
人

や
家

庭
、

地

域
、

企
業

、
団

体
等

と
連

携
し

た
取

組
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

（
１

）
学

校
と

地
域

の
防

災
教

育
モ

デ
ル

事
業

 

小
学

校
が

そ
れ

ぞ
れ

の
周

辺
地

域
（
自

治
会

等
）
、

市
町

村
防

災
担

当
課

と
共

同
で

、
防

災
訓

練
、

救
急

救
命

講
習

、
講

演
会

、
避

難
所

開
設

・
運

営
訓

練
等

を
実

施
し

、
災

害
発

生
時

に
、

ス
ム

ー
ズ

な
連

携
の

下
に

活
動

で
き

る
体

制
づ

く
り

を
目

指
す

（
1
9

年
度

：
5

校
 

2
0

年
度

：
5

校
が

実
施

）
。

 

（
２

）
地

域
・
学

校
防

災
教

育
セ

ミ
ナ

ー
 

学
校

・
教

育
関

係
者

、
モ

デ
ル

事
業

実
施

地
域

住
民

、
防

災
担

当
課

職
員

、
一

般
県

民
の

参
加

の
も

と
、

学
校

と
地

域
の

防
災

教
育

モ
デ

ル
事

業
実

施
校

の
事

例
発

表
、

専
門

家
に

よ
る

講
演

の
実

施
及

び
こ

れ
ら

を
も

と
に

、
参

加
者

全
体

で
の

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
 

（
３

）
教

師
へ

の
防

災
教

育
研

修
会

 

企
画

運
営

を
外

部
団

体
に

委
託

し
、

多
彩

な
講

師
に

よ
る

様
々

な
観

点
か

ら
の

講
座

を
実

施
し

、
教

師
へ

の
研

修
を

行
っ

た
。

 

（
４

）
防

災
教

育
検

討
会

 

防
災

に
関

わ
る

大
学

関
係

者
、

研
究

所
員

に
委

員
を

委
嘱

し
、

千
葉

県
の

防
災

教
育

の
方

向
性

、
個

別
の

事
業

等
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

た
だ

き
、

そ
の

結
果

を
事

業
運

営
に

生
か

し
て

い
る

。
 

 
２

 
管

轄
下

市
町

村
の

ト
ピ

ッ
ク

的
な

取
組

事
例

 

（
１

）
学

校
と

地
域

の
防

災
教

育
モ

デ
ル

事
業

実
施

地
域

 
 

 
（
1
9

年
度

）
松

戸
市

、
習

志
野

市
、

成
田

市
、

九
十

九
里

町
、

館
山

市
 

 
（
2
0

年
度

）
柏

市
、

市
川

市
、

東
庄

町
、

長
生

村
、

市
原

市
 

（
２

）
我

孫
子

市
立

布
佐

南
小

学
校

の
取

組
 

 
我

孫
子

市
立

布
佐

南
小

学
校

で
は

、
全

校
を

あ
げ

て
防

災
教

育
に

取
組

ん
で

い
る

。
我

孫
子

市
総

合
防

災
訓

練
に

お
い

て
、

4
年

生
は

ポ
ス

タ
ー

作
成

、
5

年
生

は
避

難
所

開
設

訓
練

で
テ

ン
ト

設

営
、

避
難

物
資

配
付

手
伝

い
、

避
難

時
の

食
の

レ
シ

ピ
集

作
成

配
付

、
6

年
生

は
学

習
の

成
果

発
表

を
行

い
、

災
害

時
に

小
学

生
が

で
き

る
こ

と
を

、
参

加
し

た
市

民
等

へ
ア

ピ
ー

ル
し

た
。

 

 
今

年
度

の
「
ぼ

う
さ

い
甲

子
園

」
奨

励
賞

受
賞

校
。
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県
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

神
奈

川
 

【
県

の
主

な
取

組
み

】
 

・
「
平

成
1
9

年
度

高
等

学
校

教
育

課
程

研
究

集
録

（
特

別
活

動
）
」
で

防
災

教
育

実
践

例
等

を
学

校
に

示
し

、
特

別
活

動
で

の
活

用
を

促
し

て
い

る
。

 

・
 
「
学

校
に

お
け

る
防

災
教

育
指

導
教

材
」
（
平

成
1
7

年
3

月
）
で

防
災

教
育

に
お

け
る

指
導

教
材

を
学

校
に

示
し

、
各

教
科

で
の

活
用

を
促

し
て

い
る

。
 

・
 
「
学

校
に

お
け

る
地

震
防

災
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

指
針

」
（
平

成
1
8

年
1

月
）
に

基
づ

き
、

「
地

震
防

災
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
作

成
例

）
」
（
平

成
2
0

年
8

月
）
を

示
し

、
各

学
校

で
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

点
検

・
見

直
し

を
促

し
て

い
る

。
 

・
 
「
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
推

進
事

業
」
と

し
て

、
学

校
が

避
難

所
と

な
っ

た
場

合
な

ど
に

、
生

徒
・
教

職
員

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

避
難

所
運

営
活

動
等

を
支

援
で

き
る

よ
う

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
と

の
協

働
に

よ
り

、

意
識

啓
発

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
等

を
行

っ
て

い
る

。
（
平

成
2
0

年
度

～
）
 

・
 
「
防

災
教

育
研

修
講

座
」
で

、
防

災
教

育
の

充
実

と
担

当
教

員
の

指
導

力
の

向
上

を
図

る
た

め
に

、
学

校
に

お
け

る
防

災
教

育
に

関
す

る
内

容
や

そ
の

具
体

的
な

方
法

に
つ

い
て

研
修

を
実

施
し

て

い
る

。
（
平

成
1
9
、

2
0

年
度

）
 

【
市

町
村

の
ト

ピ
ッ

ク
的

事
例

】
 

・
 
小

学
校

（
４

年
社

会
科

）
、

中
学

校
（
保

健
体

育
科

）
で

地
域

特
性

を
踏

ま
え

た
自

然
災

害
を

学
び

、
災

害
発

生
時

に
地

域
自

主
防

災
組

織
と

有
機

的
に

連
携

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
（
二

宮
町

）
 

・
 
小

学
校

に
お

い
て

、
道

徳
、

特
別

活
動

、
総

合
的

な
時

間
で

あ
る

「
き

ら
り

」
の

時
間

で
「
我

が
家

の
防

災
会

議
」
な

ど
の

テ
ー

マ
で

防
災

を
採

り
上

げ
て

い
る

。
（
南

足
柄

市
）
 

・
 
児

童
生

徒
用

防
災

教
育

副
読

本
「
地

震
－

そ
の

時
私

た
ち

は
」
を

配
付

し
、

学
校

で
活

用
し

て
い

る
。

（
相

模
原

市
）
 

・
 
中

学
校

生
徒

を
対

象
に

、
平

成
１

８
年

度
か

ら
３

ヵ
年

で
通

常
授

業
の

枠
内

で
防

災
資

機
材

の
取

扱
や

搬
送

訓
練

な
ど

を
採

り
上

げ
、

中
学

生
の

防
災

意
識

向
上

を
図

っ
た

。
（
小

田
原

市
）
 

・
 
学

校
が

避
難

所
と

な
っ

た
場

合
を

想
定

し
、

消
防

団
の

協
力

を
得

て
、

中
学

生
に

簡
易

ト
イ

レ
・
テ

ン
ト

の
設

営
や

炊
き

出
し

を
体

験
さ

せ
る

こ
と

で
、

地
域

の
一

員
と

し
て

の
自

覚
を

持
た

せ
る

。
（
座

間
市

）
 

・
 
町

の
広

域
避

難
場

所
宿

泊
訓

練
に

中
学

生
と

保
護

者
、

教
職

員
が

参
加

す
る

。
（
大

井
町

）
 

・
 
町

で
実

施
す

る
防

災
訓

練
に

、
児

童
･生

徒
が

参
加

し
、

町
ぐ

る
み

の
体

制
を

作
る

。
（
開

成
町

）
 

・
 
防

災
教

育
用

Ｃ
Ｄ

を
作

成
し

、
各

学
校

に
配

付
の

う
え

、
防

災
担

当
者

の
研

修
も

実
施

。
（
小

田
原

市
）
保

護
者

向
け

「
大

地
震

発
生

時
行

動
カ

ー
ド

」
の

作
成

。
（
海

老
名

市
）
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県
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

新
潟

 
１

．
児

童
生

徒
を

災
害

か
ら

守
る

た
め

、
災

害
後

に
ま

と
め

ら
れ

た
次

の
各

種
記

録
等

を
参

考
に

し
て

、
市

町
村

教
委

及
び

学
校

へ
減

災
に

つ
い

て
指

導
し

た
。

 

①
新

潟
県

中
越

大
震

災
の

記
録

「
激

震
を

越
え

て
」
新

潟
県

小
学

校
長

会
 

平
成

１
７

年
６

月
１

５
日

発
行

 

②
中

越
大

震
災

と
七

・
一

三
豪

雨
水

害
へ

の
対

応
「
災

害
を

乗
り

越
え

て
 
今

学
校

は
」
新

潟
県

中
学

校
長

会
 
平

成
１

７
年

１
０

月
２

２
日

発
行

 

③
「
私

た
ち

の
地

震
対

策
」
新

潟
県

教
育

委
員

会
 

平
成

９
年

３
月

２
５

日
発

行
 

④
「
危

機
管

理
研

修
会

資
料

」
柏

崎
市

教
育

委
員

会
 

平
成

２
０

年
１

０
月

作
成

 

⑤
「
今

後
の

地
震

に
お

け
る

学
校

の
対

応
に

つ
い

て
」
十

日
町

市
教

育
委

員
会

通
知

 
平

成
１

９
年

７
月

１
７

日
付

け
十

数
学

第
５

７
８

号
 

⑥
中

越
大

震
災

十
日

町
市

記
録

集
「
あ

し
た

へ
」
新

潟
県

十
日

町
市

 
平

成
１

９
年

１
２

月
発

行
 

２
．

県
教

委
主

催
「
危

機
管

理
研

修
会

」
を

開
催

し
、

被
災

し
た

柏
崎

市
教

委
が

各
市

町
村

教
委

へ
地

震
対

応
ノ

ウ
ハ

ウ
を

講
義

し
た

。
 

石
川

 
＜

平
成

１
９

年
度

の
取

組
＞

 

（
１

）
学

校
に

お
け

る
地

震
災

害
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
と

周
知

 

能
登

半
島

地
震

（
平

成
１

９
年

３
月

）の
教

訓
か

ら
、

県
教

育
委

員
会

で
「
学

校
に

お
け

る
地

震
災

害
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
を

作
成

し
た

。
 

各
市

町
教

育
委

員
会

及
び

県
内

の
全

公
立

学
校

に
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
配

布
す

る
と

も
に

、
各

学
校

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

善
を

図
る

た
め

、
電

子
デ

ー
タ

の
提

供
も

併
せ

て
行

っ
た

。
 

（
２

）
研

修
会

を
通

し
た

災
害

に
関

す
る

安
全

管
理

・
安

全
教

育
の

充
実

 

県
内

の
す

べ
て

の
学

校
を

対
象

に
実

施
し

て
い

る
「
学

校
安

全
指

導
者

研
修

会
」
に

お
い

て
、

富
士

常
葉

大
学

環
境

防
災

学
部

の
小

村
隆

史
准

教
授

に
「
地

震
災

害
に

備
え

て
学

校
が

取
り

組
む

べ

き
こ

と
」
と

題
し

て
講

義
を

お
願

い
し

、
地

震
災

害
に

備
え

た
安

全
管

理
・
安

全
教

育
の

充
実

を
図

っ
た

。
 

山
梨

 
各

市
町

村
（
組

合
）
教

育
委

員
会

，
各

教
育

事
務

所
，

管
下

の
小

・
中

学
校

に
お

い
て

，
子

ど
も

の
安

全
確

保
に

つ
い

て
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

よ
う

，
下

記
の

①
～

③
の

取
組

を
行

っ
た

。
 

①
 

各
小

・
中

学
校

に
お

け
る

「
防

災
教

育
リ

ー
ダ

ー
」
の

選
任

と
研

修
会

の
実

施
 

 
切

迫
性

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

東
海

地
震

の
よ

う
な

大
災

害
に

適
切

に
対

処
す

る
た

め
，

各
学

校
に

お
い

て
防

災
教

育
担

当
主

任
（
リ

ー
ダ

ー
）
を

選
任

し
，

県
教

育
委

員
会

主
催

の
防

災
教

育
研

修

会
を

受
講

し
た

う
え

で
，

学
校

で
の

平
常

時
か

ら
の

着
実

な
防

災
教

育
の

実
践

，
年

間
の

教
育

行
事

の
中

へ
の

防
災

教
育

の
位

置
づ

け
，

実
践

的
な

防
災

訓
練

の
反

復
実

施
，

防
災

体
制

の
整

備

充
実

等
を

行
う

取
組

を
進

め
て

い
る

。
 

②
 

各
小

・
中

学
校

「
学

校
防

犯
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
「
学

校
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

提
出

 

③
 

学
校

危
機

管
理

に
関

す
る

状
況

調
査

 

 
県

教
育

委
員

会
で

は
，

「
防

災
・
防

犯
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
」
「
定

期
的

な
点

検
と

改
善

」
「
児

童
生

徒
を

対
象

と
し

た
（
防

災
・
防

犯
）
教

育
・
訓

練
」
「
教

職
員

を
対

象
と

し
た

（
防

災
・
防

犯
）
訓

練
・
研

修
」
を

防
災

・
防

犯
そ

れ
ぞ

れ
の

「
基

本
４

項
目

」
と

し
て

，
全

小
中

学
校

で
の

1
0
0
％

の
実

施
を

呼
び

か
け

て
い

る
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

提
出

，
学

校
危

機
管

理
に

関
す

る
状

況
調

査
に

よ
り

，
現

状
の

分

析
と

課
題

の
検

討
を

行
い

，
指

導
に

役
立

て
て

い
る

。
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県
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

奈
良

 
1
.「

安
全

・
安

心
ま

ち
づ

く
り

号
」
啓

発
キ

ャ
ラ

バ
ン

（
※

添
付

あ
り

）
 

（
１

）
「
安

全
・
安

心
ま

ち
づ

く
り

図
面

・
ポ

ス
タ

ー
原

画
」
の

募
集

（
バ

ス
車

体
広

告
に

掲
載

）
 

・
主

催
：
 

奈
良

県
、

奈
良

県
教

育
委

員
会

 

・
募

集
内

容
：
 

防
犯

、
防

災
に

関
す

る
図

画
、

ポ
ス

タ
ー

原
画

 

・
対

象
：
 

県
内

に
在

住
の

小
･中

学
生

（
特

別
支

援
学

校
小

学
部

、
中

学
部

及
び

中
等

教
育

学
校

を
含

む
）
 

・
優

秀
作

品
：
 

a.
「
安

全
・
安

心
ま

ち
づ

く
り

号
」
バ

ス
車

体
広

告
へ

の
掲

載
、

b.
.奈

良
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
、

c
.県

主
催

イ
ベ

ン
ト

等
で

の
展

示
、

d.
県

の
啓

発
資

料
・
広

報
誌

に
掲

載
 

等
 

（
２

）
「
安

全
・
安

心
ま

ち
づ

く
り

号
」
バ

ス
運

行
（
奈

良
交

通
バ

ス
）
 

・
出

発
式

・
・
・
奈

良
市

立
鶴

舞
小

学
校

児
童

、
教

職
員

及
び

地
元

関
係

者
が

参
集

 

・
キ

ャ
ラ

バ
ン

訪
問

（
図

画
・
ポ

ス
タ

ー
原

画
の

応
募

が
あ

っ
た

学
校

を
バ

ス
が

巡
回

 

・
バ

ス
の

運
行

（
早

朝
～

深
夜

）
 

2
.竹

あ
か

り
の

集
い

 
（
※

添
付

あ
り

）
 

・
平

群
町

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

連
絡

協
議

会
と

平
群

町
教

育
委

員
会

、
小

学
校

及
び

中
学

校
と

の
連

携
 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
連

絡
協

議
会

と
平

群
中

学
校

生
徒

が
作

成
し

た
防

災
ず

き
ん

を
町

内
小

学
校

1
年

生
全

員
に

寄
贈

 

・
竹

あ
か

り
の

集
い

と
し

て
、

阪
神

淡
路

大
震

災
犠

牲
者

の
冥

福
を

祈
り

、
防

災
意

識
を

高
め

る
た

め
、

約
５

０
０

個
の

竹
筒

に
明

か
り

を
灯

す
ほ

か
、

豚
汁

・
非

常
食

の
配

布
等

を
実

施
 

静
岡

 
静

岡
県

教
育

委
員

会
は

、
平

成
1
3

年
度

か
ら

、
各

学
校

が
、

学
校

・
自

主
防

災
組

織
・
市

町
村

防
災

担
当

部
局

等
を

構
成

メ
ン

バ
ー

と
す

る
｢防

災
教

育
推

進
の

た
め

の
連

絡
会

議
」
を

開
催

す
る

こ

と
を

推
進

し
て

い
る

。
「
連

絡
会

議
」
は

9
0
％

以
上

の
学

校
で

実
施

さ
れ

、
学

校
、

自
主

防
災

組
織

、
市

町
村

防
災

担
当

部
局

の
三

者
の

相
互

協
力

の
促

進
に

効
果

的
で

あ
る

。
（
会

議
の

内
容

詳
細

は
→

 
※

添
付

あ
り

）
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県
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

1
.地

震
防

災
啓

発
資

料
の

作
成

配
布

(9
月

1
日

｢防
災

の
日

」
前

後
に

配
布

）
 

（
1
）
資

料
の

種
類

（
大

将
学

年
の

全
児

童
生

徒
に

配
布

。
1
9

年
度

は
、

小
1
、

中
1

の
み

配
布

）
 

 
（
ア

）
小

学
1

年
生

用
「
じ

し
ん

が
お

こ
っ

た
ら

」
 

（イ
）
小

学
4

年
生

用
「
守

ろ
う

「
い

・
の

・ち
」
！

地
し

ん
は

と
つ

ぜ
ん

や
っ

て
く
る

」
 

（
ウ

）
中

学
1

年
生

用
「
地

震
に

備
え

て
！

」
 

（
２

）
内

容
（
発

達
段

階
に

応
じ

、
児

童
生

徒
が

地
震

災
害

を
理

解
し

対
応

で
き

る
も

の
）
 

 
（
ア

）
（
小

1
用

）
「
お

は
し

も
」
の

き
ま

り
、

地
震

時
の

心
構

え
、

避
難

場
所

、
連

絡
先

の
記

入
 

（
イ

）
（
小

4
用

）
地

震
の

震
度

表
、

「
お

は
し

も
」の

き
ま

り
、

地
震

時
の

心
構

え
、

緊
急

地
震

速
報

、

避
難

場
所

、
連

絡
先

の
記

入
 

（
ウ

）
（
中

１
用

）
地

震
時

の
心

構
え

、
防

災
学

習
シ

ス
テ

ム
、

東
海

地
震

注
意

情
報

等
、

災
害

伝
言

ダ
イ

ヤ
ル

「
1
7
1
」
、

避
難

場
所

、
連

絡
先

の
記

入
 

2
.「

高
校

生
防

災
セ

ミ
ナ

ー
」
（
平

成
１

６
年

度
か

ら
２

０
年

度
ま

で
実

施
）
 

（
１

）
目

的
 

家
庭

や
地

域
の

防
災

力
向

上
に

貢
献

で
き

る
防

災
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

を
図

る
。

 

（
２

）
参

加
者

 
4
0

名
（
県

内
１

０
高

校
か

ら
そ

れ
ぞ

れ
4

名
づ

つ
）
 

（
３

）
内

容
 

（
1

日
目

）
講

和
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（
2
～

4
日

目
）
情

報
交

換
会

、
心

肺
蘇

生
法

実
技

講
習

、
災

害
図

上
訓

練
（
D

IG
）
、

「
人

と
防

災
未

来
セ

ン
タ

ー
」
見

学
、

野
島

断
層

保
存

館
見

学
、

語

り
部

に
よ

る
講

話
、

兵
庫

県
立

舞
子

高
校

生
徒

と
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
震

災
メ

モ
リ

ア
ル

パ
ー

ク
見

学
 

（
5

日
目

）
「
地

震
防

災
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
、

修
了

式
（
実

践
発

表
、

全
県

立
高

校
代

表
生

徒
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

を
担

当
）
 

3
.県

立
学

校
防

災
教

育
研

修
会

の
開

催
 

（
１

）
対

象
 

県
立

学
校

の
防

災
担

当
者

（
約

1
8
0

名
）
（
２

）
内

容
 

講
義

（
防

災
局

防
災

危
機

管
理

課
啓

発
・
育

成
G

職
員

）
、

実
践

発
表

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

 

愛
知

 

4
.県

立
学

校
等

に
お

け
る

教
職

員
に

対
す

る
防

災
知

識
の

普
及

啓
発

事
業

（
防

災
局

防
災

危
機

管
理

課
事

業
）
 

防
災

危
機

管
理

課
職

員
が

学
校

に
赴

き
、

地
震

防
災

の
知

識
や

ノ
ウ

ハ
ウ

に
つ

い
て

教
職

員
を

対
象

に
講

習
会

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
学

校
で

教
職

員
が

児
童

生
徒

を
対

象
に

実
施

す
る

防

災
教

育
の

一
層

の
充

実
を

図
る

。
（
講

習
会

を
希

望
す

る
学

校
は

、
防

災
危

機
管

理
課

に
直

接
申

し
込

む
。

）
 

三
重

 
1
.三

重
県

教
育

委
員

会
の

取
組

 
→

①
防

災
教

育
ビ

デ
オ

の
活

用
②

手
引

き
等

に
基

づ
く
指

導
③

防
災

担
当

者
に

よ
る

出
前

授
業

、
実

験
④

地
震

体
験

車
に

よ
る

体
験

⑤
訓

練
⑥

児
童

生
徒

の

主
体

的
活

動
⑦

学
習

発
表

会
、

文
化

祭
で

の
発

表
、

展
示

⑧
心

配
蘇

生
法

の
習

得
※

 
添

付
あ

り
「
三

重
県

の
学

校
に

お
け

る
防

災
教

育
」
2
.市

町
の

取
組

 
→

 
鈴

鹿
市

「
防

災
井

戸
端

教
室

」

（
※

添
付

あ
り

）
 

 

 



  

参 41

 

県
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

島
根

 
平

成
2
0

年
1
0

月
読

売
新

聞
、

日
本

海
テ

レ
ビ

松
江

本
社

か
ら

「
ビ

ジ
ュ

ア
ル

版
幸

せ
運

ぼ
う

～
阪

神
・
淡

路
大

震
災

か
ら

学
ぶ

～
」
（
教

材
）
を

寄
贈

し
て

い
た

だ
い

た
。

本
教

材
を

有
効

に
活

用
す

る

為
に

県
内

の
中

学
校

、
高

等
学

校
そ

れ
ぞ

れ
1

校
に

ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ

的
に

活
用

し
て

い
た

だ
い

た
。

（
別

添
「
活

用
実

践
例

」
を

参
照

）
 

活
用

実
践

例
な

ど
を

使
い

多
く
の

学
校

で
活

用
さ

れ
る

よ
う

周
知

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

 

徳
島

 
1
.「

防
災

教
育

推
進

ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ

校
」
を

指
定

し
、

各
学

校
で

「
児

童
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
実

践
的

防
災

対
応

能
力

の
向

上
」
を

図
る

と
と

も
に

、
｢地

域
と

連
携

し
た

防
災

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
実

践
力

の
育

成
」
に

努
め

る
こ

と
を

基
本

に
、

防
災

教
育

を
実

践
し

て
い

る
。

（
平

成
1
9

年
度

６
校

指
定

、
平

成
２

０
年

度
３

校
指

定
）
 

2
.ﾓ

ﾃ
ﾞﾙ

校
に

お
け

る
取

組
を

県
内

の
学

校
に

広
め

て
い

く
た

め
、

実
践

内
容

を
発

表
す

る
「
学

校
防

災
研

修
会

」
の

開
催

や
「
し

っ
か

り
防

災
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
」
を

活
用

し
た

防
災

教
育

の
充

実
を

図
っ

て
い

る
。

 

平
成

1
9

年
度

の
取

組
 

・
学

校
安

全
担

当
指

導
主

事
が

、
学

校
安

全
に

関
す

る
各

種
研

修
会

に
お

い
て

、
近

い
将

来
に

発
生

す
る

と
言

わ
れ

て
い

る
「
南

海
地

震
」
を

取
り

上
げ

、
学

校
に

お
け

る
対

応
に

つ
い

て
の

講
和

を

行
っ

た
。

 

・
今

ま
で

に
作

成
し

て
い

た
「
震

災
の

手
引

き
」
の

内
容

を
再

点
検

し
た

「
防

災
の

手
引

き
を

作
成

し
、

平
成

2
0

年
度

に
各

公
立

幼
、

小
、

中
、

高
等

学
校

（
園

）
及

び
県

立
特

別
支

援
学

校
に

配
布

し
、

防
災

教
育

の
推

進
を

図
っ

た
。

 

平
成

2
0

年
度

の
取

組
 

・
学

校
安

全
担

当
指

導
主

事
が

平
成

1
9

年
度

と
同

じ
よ

う
に

、
学

校
安

全
に

関
す

る
各

種
研

修
会

に
お

い
て

、
防

災
教

育
に

つ
い

て
の

内
容

を
取

り
上

げ
講

和
を

行
っ

た
。

 

・
香

川
県

防
災

局
危

機
管

理
課

と
連

携
し

、
公

立
小

、
中

学
校

長
を

対
象

と
し

た
「
防

災
セ

ミ
ナ

ー
」
を

開
催

（
平

成
2
0

年
度

と
2
1

年
度

の
2

年
間

で
全

校
長

が
受

講
す

る
予

定
）
し

、
学

校
に

お
け

る

防
災

教
育

の
推

進
を

図
っ

た
。

 

香
川

 

各
市

町
村

の
ト

ピ
ッ

ク
的

な
取

組
 

・
丸

亀
市

に
お

い
て

、
丸

亀
市

立
城

辰
小

学
校

と
川

西
地

区
自

主
防

災
会

が
連

携
し

、
保

護
者

や
地

域
住

民
も

参
加

し
た

「
防

災
訓

練
」
を

3
年

前
か

ら
年

2
回

実
施

し
て

い
る

。
城

辰
小

学
校

は
、

防
災

訓
練

を
学

校
の

年
間

行
事

予
定

に
組

み
込

み
、

学
校

全
体

と
し

て
防

災
教

育
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。
川

西
地

区
自

主
防

災
会

も
、

城
辰

小
学

校
だ

け
で

な
く
地

域
の

中
学

校
、

高
等

学
校

と

も
連

携
し

て
、

防
災

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
。
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県
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

福
岡

 
文

教
施

設
の

耐
震

化
を

図
る

と
供

に
、

災
害

が
発

生
し

た
際

に
は

、
児

童
・
生

徒
等

の
安

全
確

保
や

応
急

教
育

の
実

施
、

文
教

施
設

の
応

急
復

旧
、

教
科

書
・
学

用
品

の
応

急
処

理
等

の
措

置
を

講

ず
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

 

熊
本

 
本

県
の

公
立

小
・
中

・
高

等
学

校
で

は
、

火
災

や
地

震
等

の
避

難
訓

練
を

実
施

す
る

場
合

、
約

9
割

の
学

校
が

消
防

署
等

、
関

係
機

関
に

協
力

を
依

頼
し

実
施

し
て

い
る

。
 

宮
崎

 
1
.本

課
が

主
催

す
る

学
校

安
全

指
導

者
研

修
会

（
平

成
1
9

年
度

）
に

お
い

て
、

延
岡

市
地

域
防

災
ﾈ

ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
お

代
表

で
あ

る
防

災
士

を
講

師
に

迎
え

、
「
学

校
に

お
け

る
防

災
体

制
の

充
実

を
目

指
し

て
」
と

題
し

た
講

義
を

依
頼

し
た

。
研

修
の

対
象

は
県

内
の

教
職

員
等

で
、

防
災

教
育

、
防

災
管

理
に

つ
い

て
教

示
を

得
た

。
 

2
.本

県
危

機
管

理
局

が
作

成
し

て
い

る
防

災
教

育
用

視
聴

覚
教

材
の

改
良

・
改

善
を

図
る

た
め

、
平

成
1
9

年
度

か
ら

県
内

の
小

・
中

学
校

を
モ

ニ
タ

ー
校

に
指

定
し

、
同

教
材

を
活

用
し

た
モ

ニ
タ

ー

授
業

を
実

施
し

て
い

る
。

又
、

平
成

2
0

年
度

の
学

校
安

全
指

導
者

研
修

会
に

お
い

て
は

モ
ニ

タ
ー

校
の

う
ち

の
1

校
が

同
教

材
を

活
用

し
た

授
業

実
践

の
事

例
発

表
を

行
っ

た
。

 

平
成

1
9

年
度

モ
ニ

タ
ー

校
→

1
8

校
 

平
成

2
0

年
度

→
1
4

校
 

鹿
児

島
 

取
組

事
例

 
 
【
阿

伝
少

年
消

防
ク

ラ
ブ

(鹿
児

島
県

大
島

郡
喜

界
町

）
】
 

（
目

的
）
 
 
 
学

校
及

び
家

庭
，

地
域

か
ら

の
火

災
の

減
少

を
図

る
と

と
も

に
、

人
命

を
尊

重
し

財
産

の
保

全
を

図
る

社
会

人
と

し
て

の
素

地
を

育
成

す
る

。
 

（
主

な
活

動
内

容
）
 

 
(1

)年
度

初
め

に
、

喜
界

町
消

防
署

員
に

よ
る

活
動

に
つ

い
て

の
研

修
が

行
わ

れ
、

火
災

予
防

に
関

す
る

学
習

を
す

る
。

 
 

 
(2

)防
災

の
意

義
や

知
識

だ
け

を
学

ぶ
の

で
は

な
く
、

立
派

な
社

会
人

に
な

る
た

め
の

人
間

形
成

を
図

る
た

め
の

消
防

規
律

訓
練

を
実

施
す

る
。

 

 
(3

)喜
界

町
出

初
式

へ
参

加
す

る
。

 

 
(4

)運
動

会
で

「
集

団
規

律
訓

練
」
を

発
表

す
る

。
 

 
(5

)鹿
児

島
県

少
年

消
防

ク
ラ

ブ
研

修
に

参
加

す
る

。
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 【
政

令
市

の
教

育
委

員
会

の
回

答
】
 

政
令

市
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

札
幌

市
 

札
幌

市
教

育
委

員
会

で
は

、
各

学
校

に
お

け
る

地
震

や
風

水
害

等
を

想
定

し
た

避
難

訓
練

等
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

調
査

を
行

い
、

実
態

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
指

導
主

事
の

学
校

訪
問

等
に

お
い

て
、

各
学

校
に

対
し

て
、

児
童

生
徒

へ
の

防
災

に
関

す
る

指
導

の
在

り
方

に
つ

い
て

指
導

・
助

言
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

 

さ
い

た
ま

市
 

平
成

1
9
・
2
0

年
度

安
全

教
育

（
防

災
教

育
）
研

究
委

嘱
 

さ
い

た
ま

市
立

八
王

子
中

学
校

 

（
研

究
主

題
）
 

「
災

害
時

に
中

学
生

と
し

て
地

域
貢

献
で

き
る

生
徒

の
育

成
」
 

（
平

成
2
0

年
1
0

月
2
2

日
に

研
究

発
表

を
行

い
ま

し
た

）
 

千
葉

市
 

児
童

生
徒

等
に

対
す

る
防

災
教

育
は

各
学

校
で

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

 

・
小

学
校

で
は

年
3

回
、

中
学

校
で

は
年

2
回

位
実

施
 

・
耐

震
体

験
車

や
煙

体
験

等
取

り
入

れ
る

学
校

が
多

く
な

っ
て

い
ま

す
 

・
市

教
育

委
員

会
で

は
防

災
教

育
に

関
す

る
ビ

デ
オ

を
各

学
校

に
貸

出
を

し
て

い
ま

す
 

・
県

教
委

、
県

総
務

部
消

防
地

震
防

災
課

か
ら

教
育

資
料

が
作

成
さ

れ
学

校
、

児
童

生
徒

に
配

布
指

導
し

て
い

ま
す

。
 

（
※

添
付

あ
り

）
 

京
都

市
 

１
．

京
都

市
教

育
委

員
会

が
「
学

校
安

全
の

手
引

」
を

作
成

し
，

防
災

教
育

も
含

め
た

学
校

安
全

全
般

に
つ

い
て

指
針

を
示

し
て

い
る

。
そ

の
指

針
を

も
と

に
各

学
校

が
防

災
教

育
を

推
進

し
て

い
る

。
 

２
．

学
級

活
動

で
実

施
す

る
防

災
教

育
の

た
め

の
教

材
と

し
て

京
都

市
教

育
委

員
会

と
小

学
校

安
全

教
育

研
究

会
が

作
成

し
た

安
全

ノ
ー

ト
を

活
用

し
て

い
る

。
安

全
ノ

ー
ト

は
小

学
校

１
・
２

年
生

用
，

３
・
４

年
生

用
，

５
・
６

年
生

用
，

中
学

校
用

の
４

冊
を

作
成

し
て

い
る

。
 

３
．

火
災

や
地

震
を

想
定

し
た

避
難

訓
練

で
は

所
轄

の
消

防
署

と
連

携
し

て
実

施
し

て
い

る
学

校
が

多
い

。
避

難
や

誘
導

の
仕

方
，

初
期

消
火

，
通

報
の

仕
方

な
ど

に
つ

い
て

実
施

後
に

指
導

を
受

け
て

，
改

善
へ

の
方

向
を

明
確

に
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
 

４
．

地
域

の
消

防
分

団
や

自
主

防
災

会
な

ど
と

の
連

携
し

た
避

難
訓

練
を

実
施

し
て

い
る

学
校

も
あ

る
。
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 政
令

市
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

広
島

市
 

広
島

市
で

は
、

平
成

１
２

年
６

月
に

「学
校

（
園

）
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
を

作
成

し
、

全
校

・園
に

配
布

す
る

と
と

も
に

校
長

会
等

を
通

じ
て

災
害

予
防

措
置

や
災

害
応

急
対

応
等

に
つ

い
て

の
周

知
徹

底

を
図

っ
て

い
る

。
 

北
九

州
市

 
教

育
活

動
と

の
連

携
に

関
す

る
取

組
に

つ
い

て
（
防

災
関

係
）
 

北
九

州
市

消
防

局
・
教

育
委

員
会

 

【
「
消

防
士

さ
ん

と
い

っ
し

ょ
」
事

業
】
（継

続
事

業
）
 

 
小

学
校

３
・
４

年
生

の
社

会
科

教
育

の
一

環
と

し
て

、
消

防
職

員
が

ゲ
ス

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
と

な
り

、
市

内
の

小
学

校
を

訪
問

。
担

任
と

と
も

に
、

副
読

本
「
消

防
の

し
ご

と
」
、

ビ
デ

オ
、

消
防

資
機

材
を

活
用

し
た

授
業

を
実

施
。

 

 
平

成
１

９
年

度
実

績
 

市
立

小
学

校
１

３
１

校
（
全

校
）
 

児
童

８
，

９
７

２
人

 

【
「
J
-
D

IG
（
J
u
n
io

r 
h
ig

h
 s

c
h
o
o
l-

D
IG

 
参

加
型

災
害

図
上

訓
練

）
事

業
】
（
継

続
事

業
）
 

 
研

修
を

受
け

た
消

防
職

員
が

講
師

に
な

り
、

中
学

２
年

生
を

対
象

に
参

加
型

災
害

図
上

訓
練

を
実

施
。

 

 
地

域
の

特
性

や
災

害
が

発
生

し
た

時
の

危
険

な
場

所
な

ど
の

情
報

を
大

き
な

地
図

に
書

き
込

む
こ

と
で

、
災

害
に

対
す

る
イ

メ
ー

ジ
を

作
り

、
身

の
守

り
方

や
対

応
策

に
つ

い
て

、
生

徒
自

ら
の

考

え
る

力
を

養
う

。
 

 
平

成
１

９
年

度
実

績
 

市
立

中
学

校
９

校
 

生
徒

１
，

０
７

２
名

 

【
防

災
教

材
D

V
D

「
北

九
州

市
 

い
の

ち
の

パ
ス

ポ
ー

ト
」
】
（
２

０
年

度
新

規
事

業
）
 

 
台

風
や

地
震

等
の

災
害

時
に

、
児

童
が

自
ら

安
全

な
行

動
が

と
れ

る
よ

う
、

必
要

な
知

識
の

習
得

を
目

的
と

し
、

現
在

、
消

防
局

と
教

育
委

員
会

が
共

同
で

作
成

中
。

平
成

２
１

年
度

当
初

配
布

予

定
。

 

 
テ

ー
マ

や
学

年
に

応
じ

た
内

容
と

し
、

避
難

訓
練

等
と

併
せ

た
活

用
を

予
定

。
 

 
市

内
の

全
小

学
校

（
私

立
・
国

立
含

む
）
・
特

別
支

援
学

校
等

が
配

布
対

象
。
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 政
令

市
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

福
岡

市
 

・
小

・
中

学
校

で
の

防
災

教
育

の
取

組
に

つ
い

て
１

）
小

学
校

で
は

，
３

・
４

年
 
社

会
科

 
地

域
の

人
々

の
安

全
を

守
る

諸
活

動
「
災

害
」
，

体
育

科
保

 
健

領
域

「
地

域
で

の
け

が
と

防
止

」
，

学
級

活
動

「
避

難
の

仕
方

」
「
災

害
時

の
安

全
な

行
動

の
仕

方
」
な

ど
の

中
で

行
わ

れ
て

い
る

。
２

）
 
中

学
校

で
は

、
保

健
体

育
科

の
保

健
分

野
「
傷

害
の

防
止

」
(自

然
災

害
に

備
え

て
)、

学
級

活
動

 
「
避

難
経

路
の

確
認

と
避

難
の

仕
方

」
の

中
で

行
わ

れ
て

い
る

。
３

）
風

水
害

対
策

と
し

て
は

，
避

難
訓

練
時

や
全

校
集

会
，

帰
り

の
会

の
中

で
注

意
事

項
（
風

の
強

い
時

は
屋

外
へ

出
な

い
，

川
の

近
く
で

遊
ば

な
い

，
川

の
増

水
に

気
を

付
け

る
等

）
と

し
て

，
児

童
生

徒
へ

指
導

し
て

い
る

。
・
防

災
訓

練
の

実
施

に
つ

い
て

１
）
防

災
訓

練
を

年
に

２
回

実
施

す
る

よ
う

に
教

育
委

員
会

か
ら

各
学

校
へ

指
導

し
て

い

る
。

２
）
訓

練
内

容
と

し
て

は
，

火
災

に
よ

る
避

難
訓

練
を

中
心

と
し

，
地

震
を

想
定

し
た

防
災

訓
練

，
防

 
犯

に
関

す
る

訓
練

等
を

実
施

し
て

い
る

。
※

火
災

に
よ

る
避

難
訓

練
（
４

月
～

６
月

）
、

地
震

を
想

定
し

た
防

災
訓

練
（
９

月
～

１
１

月
）
・
体

験
学

習
に

つ
い

て
（
平

成
１

９
年

度
）
１

）
福

岡
市

防
災

セ
ン

タ
ー

の
体

験
利

用
（
自

主
的

）
を

行
っ

て
い

る
。

小
学

校
５

３
校

，
中

学
校

１
２

校
，

幼
稚

園
２

園
，

特
別

支
援

学
校

１
校

，
計

６
８

校
・
公

民
館

事
業

に
つ

い
て

１
）
市

内
に

あ
る

公
民

館
で

「
安

全
・
安

心
ま

ち
づ

く
り

講
座

」
と

し
て

，
犯

罪
や

災
害

を
は

じ
め

，
危

険
箇

所
，

子
ど

も
の

安
全

，
高

齢
者

の
見

守
り

，
バ

リ
ア

フ
リ

ー
，

交
通

安
全

な
ど

，
地

域
で

の
日

々
の

暮
ら

し
に

関
わ

る
様

々
な

問
題

に
つ

い
て

，
地

域
全

体
の

取
組

に
発

展
さ

せ
る

た
め

，
学

習
機

会
を

提
供

し
て

い
る

。
 

静
岡

市
 

１
 

地
域

と
学

校
と

の
つ

な
が

り
 

（
１

）
地

域
防

災
訓

練
へ

の
参

加
１

２
月

の
第

１
日

曜
日

が
地

域
防

災
の

日
と

な
っ

て
お

り
、

こ
の

日
を

中
心

に
地

域
の

自
主

防
災

組
織

が
実

施
す

る
訓

練
に

、
小

中

学
生

が
参

加
で

き
る

態
勢

を
整

え
、

協
力

し
て

行
う

よ
う

努
め

て
い

ま
す

。
（
市

内
中

学
生

の
参

加
率

が
本

年
度

は
昨

年
度

よ
り

も
向

上
し

ま
し

た
。

（
4
3
%
か

ら
5
5
％

増
加

）
訓

練
の

中
で

、
搬

送
や

消

火
等

活
躍

す
る

場
を

提
供

し
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
市

教
育

委
員

会
か

ら
参

加
協

力
の

通
知

を
各

学
校

へ
出

し
て

お
り

ま
す

。
 

（
２

）
総

合
防

災
訓

練
へ

の
参

加
、

見
学

９
月

１
日

の
総

合
防

災
訓

練
に

お
い

て
は

、
東

海
地

震
の

覚
知

訓
練

を
各

学
校

で
行

い
、

そ
の

後
、

避
難

訓
練

（
地

区
と

協
同

で
行

っ
た

と
こ

ろ
も

あ
り

ま
す

。
炊

き
出

し
訓

練
等

も
含

め
て

）
、

引
き

渡
し

訓
練

（
保

護
者

に
学

校

ま
で

迎
え

に
来

て
も

ら
い

、
引

き
渡

す
）
等

を
行

い
ま

し
た

。
親

子
で

学
校

か
ら

家
ま

で
帰

る
途

中
に

、
防

災
に

関
し

て
ど

ん
な

危
険

が
通

学
路

に
あ

る
か

な
ど

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
。

ま
た

県
の

訓
練

会
場

（
本

年
度

は
静

岡
市

会
場

）
に

授
業

で
出

向
き

、
参

観
し

た
学

校
も

あ
り

ま
し

た
。

（
静

岡
市

は
２

学
期

制
の

た
め

９
月

１
日

は
始

業
式

と
重

な
ら

な
い

。
）
２

 
行

政
と

の
つ

な
が

り
 

（
１

）
防

災
教

材
や

防
災

指
導

の
提

供
学

校
で

行
う

防
災

訓
練

へ
の

防
災

指
導

、
ま

た
は

総
合

的
な

学
習

の
時

間
で

行
う

防
災

教
育

へ
の

協
力

を
行

っ
て

い
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

起
震

車
体

験
、

ス

モ
ー

ク
ハ

ウ
ス

体
験

、
消

火
等

体
験

的
な

も
の

と
防

災
に

つ
い

て
の

講
話

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

学
習

教
材

の
提

供
も

し
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

県
の

防
災

セ
ン

タ
ー

が
市

内
に

あ
り

ま
す

の
で

、
見

学
し

た
学

校
も

あ
り

ま
す

。
 

（２
）
避

難
所

と
な

る
学

校
と

の
つ

な
が

り
学

校
が

避
難

所
に

指
定

さ
れ

て
い

る
所

で
は

、
行

政
、

地
域

、
学

校
の

３
者

に
よ

る
防

災
連

絡
会

を
開

い
て

お
り

ま
す

。
医

療
関

係
者

も
参

加
し

た
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
。

（
内

容
：
開

放
施

設
の

見
直

し
、

避
難

所
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

、
地

域
防

災
訓

練
の

打
ち

合
わ

せ
、

備
蓄

品
の

確
認

等
）
３

 
そ

の
他

生
徒

個
人

の
非

常

食
を

学
校

に
保

管
し

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
。
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 政
令

市
名

 
「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

新
潟

市
 

「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
・
地

域
防

災
力

の
向

上
 

災
害

危
険

箇
所

情
報

の
提

供
や

防
災

訓
練

な
ど

、
防

災
知

識
の

普
及

啓
発

を
通

じ
て

協
同

住
宅

に
住

む
地

域
住

民
を

含
め

区
民

ひ
と

り
一

人
の

「
自

助
」
の

力
を

高
め

る
ほ

か
、

自
主

防
災

組
織

の
育

成
に

よ
り

「
共

助
」
の

力
を

高
め

、
災

害
時

要
援

護
者

を
地

域
で

共
に

助
け

合
う

体
制

を
確

立
す

る
な

ど
地

域
防

災
力

の
向

上
を

図
り

災
害

へ

の
備

え
を

固
め

て
い

る
。

＜
主

な
取

り
組

み
＞

・
防

災
情

報
の

整
備

 
・
自

主
防

災
組

織
の

育
成

 
・
小

・
中

学
校

防
災

教
育

の
推

進
 

・
防

災
知

識
の

普
及

・
啓

発
「
ト

ピ
ッ

ク
的

な
取

組
」
○

地
域

自

主
防

災
会

 
自

主
防

災
会

と
学

校
が

連
携

し
、

合
同

訓
練

を
実

施
す

る
な

ど
、

若
年

層
の

参
画

を
促

し
、

ま
た

、
子

ど
も

や
若

者
に

も
わ

か
り

や
す

く
、

魅
力

的
な

活
動

を
展

開
し

て
い

る
。

 
そ

の
基

盤

整
備

と
し

て
、

関
係

者
代

表
に

よ
る

連
絡

会
を

設
置

し
、

様
々

な
状

況
下

で
の

地
震

発
生

を
想

定
し

た
検

討
会

を
重

ね
る

と
と

も
に

、
災

害
が

発
生

し
た

際
の

、
住

民
へ

の
迅

速
な

対
応

に
つ

い
て

も

力
を

注
い

で
お

り
、

情
報

発
信

の
拠

点
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。
・
最

近
数

年
間

の
活

動
内

容
１

．
地

域
の

自
主

防
災

訓
練

の
実

施
・
・
・
毎

年
２

．
校

区
内

小
学

校
（
児

童
・
保

護
者

・
教

職

員
）
と

の
地

震
を

想
定

し
た

合
同

防
災

訓
練

の
実

施
・
訓

練
内

容
＜

地
域

＞
１

．
周

知
訓

練
・
・
・
町

内
を

め
ぐ

り
、

避
難

を
指

示
 

２
．

避
難

誘
導

、
情

報
収

集
訓

練
・
・
・
住

民
は

一
時

避
難

所
（
小

学

校
）
に

避
難

 
３

．
友

愛
訪

問
訓

練
・
・
・
要

援
護

者
宅

を
訪

問
し

、
安

否
確

認
４

．
起

震
車

に
よ

る
地

震
体

験
訓

練
・
・
・
希

望
者

対
象

 
５

．
心

肺
蘇

生
方

法
・
Ａ

Ｅ
Ｄ

操
作

訓
練

 
６

．
は

つ
ら

つ
体

操
・
・
・

健
康

づ
く
り

の
た

め
の

体
操

を
実

施
 

７
．

給
食

・
給

水
訓

練
・
・
・
ア

ル
フ

ァ
米

を
作

り
、

参
加

者
に

説
明

し
配

布
＜

学
校

＞
１

．
避

難
訓

練
・
・
・
一

時
避

難
所

（
グ

ラ
ウ

ン
ド

）
か

ら
二

次
避

難
所

（
体

育

館
）
へ

 
２

．
引

き
取

り
訓

練
・
・
・
保

護
者

が
担

任
か

ら
児

童
を

引
き

取
る

方
法

の
習

得
 

３
．

車
い

す
介

助
訓

練
・
・
・
児

童
の

代
表

に
よ

る
車

椅
子

の
介

助
方

法
の

取
得

 
４

．
給

食
・給

水
訓

練
・
・
・

ア
ル

フ
ァ

米
を

作
り

、
盛

り
付

け
、

袋
詰

め
、

配
布

、
試

食
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 【
東

京
23

区
の

教
育

委
員

会
の

回
答

】
 

都
区

名
 

「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

中
央

 
取

組
と

ト
ピ

ッ
ク

的
な

取
組

事
例

 

・
幼

稚
園

、
小

学
校

、
中

学
校

が
年

1
1

回
（
ひ

と
月

1
回

、
8

月
を

除
く
）
避

難
訓

練
を

行
う

。
（
地

震
に

よ
る

出
火

、
校

内
理

科
室

等
か

ら
の

出
火

、
公

園
へ

の
避

難
、

風
水

害
、

津
波

に
よ

る
避

難
）
 

・
学

校
が

地
域

と
連

携
し

た
総

合
防

災
訓

練
を

実
施

す
る

。
（
幼

稚
園

1
園

、
小

学
校

7
校

、
中

学
校

1
校

）
 

・
防

災
課

が
平

成
1
8

年
度

に
防

災
拠

点
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
を

実
施

し
た

。
そ

れ
に

基
づ

き
、

学
校

を
防

災
拠

点
と

し
た

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
。

 

・
防

災
課

が
緊

急
地

震
速

報
利

活
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

本
年

度
区

内
幼

稚
園

、
小

学
校

、
中

学
校

に
受

信
装

置
を

設
置

し
た

。
 

･防
災

課
が

区
内

小
学

校
、

中
学

校
に

災
害

時
特

設
公

衆
電

話
を

設
置

し
た

。
 

新
宿

 
・
例

年
、

各
学

校
で

行
っ

て
い

る
防

災
訓

練
 

品
川

 
・
町

会
避

難
所

訓
練

を
小

学
校

で
行

う
。

 

 
（
炊

き
出

し
用

ア
ル

フ
ァ

ー
化

米
を

食
べ

る
た

め
に

プ
ー

ル
の

水
を

ろ
過

し
て

、
 

 
 

お
湯

を
沸

か
す

な
ど

、
防

災
課

職
員

の
指

導
の

も
と

、
３

０
０

人
を

こ
え

る
 

 
 

町
会

の
方

々
が

避
難

所
で

の
暮

ら
し

の
一

部
を

体
験

）
 

・
「
地

域
安

全
マ

ッ
プ

」
の

作
成

 

・
９

月
１

日
は

防
災

の
日

｡｢
東

海
地

震
の

警
戒

警
報

が
発

令
さ

れ
た

｣ 

 
と

い
う

想
定

で
､保

護
者

が
児

童
を

引
き

取
る

訓
練

 

・
学

校
独

自
の

安
全

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

 

・
非

常
通

報
訓

練
を

行
う
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 都
区

名
 

「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

目
黒

 
・
防

災
教

育
目

黒
区

立
の

幼
稚

園
及

び
小

中
学

校
で

は
、

月
に

1
回

、
地

震
や

火
災

の
発

生
を

想
定

し
た

訓
練

（
主

に
避

難
訓

練
）
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
訓

練
と

連
動

し
て

、
引

き
取

り
訓

練

（
幼

稚
園

）
や

集
団

下
校

訓
練

（
小

中
学

校
）
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
目

黒
区

で
は

平
成

2
0

年
8

月
に

区
立

幼
稚

園
及

び
小

中
学

校
へ

緊
急

地
震

速
報

受
信

機
器

を
設

置
し

、
震

度
5

弱
以

上
の

強
い

揺
れ

が
予

想
さ

れ
る

場
合

は
速

報
が

流
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

緊
急

地
震

速
報

を
用

い
た

訓
練

を
行

い
「
ま

ず
は

身
の

安
全

を
図

る
こ

と
」
を

指
導

し
て

い
ま

す
。

・
総

合
防

災
訓

練
へ

の
参

加
防

災
週

間
に

実
施

さ
れ

る
「
総

合
防

災
訓

練
」
で

は
中

学
校

を
訓

練
会

場
と

し
た

場
合

、
授

業
の

一
環

と
し

て
生

徒
が

訓
練

へ
参

加
し

て
い

ま
す

。
生

徒
は

学
校

敷
地

に
設

置
し

て
あ

る
防

災
備

蓄
倉

庫
内

の
さ

ま
ざ

ま
な

防
災

資
機

材
（
発

電
機

、
簡

易
ト

イ
レ

、
非

常
用

炊
飯

器
、

給
水

ポ
ン

プ
、

災
害

用
仮

設
電

話
）
を

消
防

署
員

や
防

災
担

当
職

員
の

指
導

の
下

、
実

際
に

組
み

立
て

た
り

使
用

す
る

こ
と

で
防

災
資

機
材

の
取

り
扱

い
方

法
を

学
び

ま
す

。
・
普

通
救

命
講

習
の

受
講

災
害

時
を

含
め

、
学

校
の

応
急

救
護

体
制

の
充

実
を

図
る

た
め

、
区

立
小

中
学

校
に

は
A

E
D

（
自

動
対

外
式

除
細

動
器

）
が

設
置

さ
れ

て
い

ま
す

。
A

E
D

は
心

肺
蘇

生
法

な
ど

と
併

せ
て

使
用

す
る

も
の

で
す

の
で

、
万

が
一

の
事

態
が

発
生

し
た

と
き

に
円

滑
に

救
命

活
動

が
で

き
る

よ
う

、
授

業
の

一
環

と
し

て
生

徒
が

普
通

救
命

講
習

を
受

講
し

て
い

る
学

校
も

あ
り

ま
す

。
 

世
田

谷
 

世
田

谷
区

で
は

、
区

立
小

・
中

学
校

全
校

(9
5

校
)に

つ
い

て
、

学
校

・
家

庭
・
地

域
が

相
互

に
連

携
し

、
地

域
防

災
・
教

育
活

動
の

充
実

・
健

全
育

成
を

柱
と

す
る

取
組

み
を

進
め

る
「
学

校
協

議
会

」

を
設

置
し

て
お

り
、

既
に

１
０

年
以

上
が

経
過

し
て

い
る

。
 

中
で

も
、

地
域

防
災

の
取

組
み

で
は

、
児

童
・
生

徒
が

参
加

す
る

「
学

校
避

難
所

訓
練

」
や

「
サ

バ
イ

バ
ル

キ
ャ

ン
プ

」
な

ど
を

実
施

し
て

い
る

学
校

が
多

い
。

 

さ
ら

に
、

数
年

前
か

ら
は

、
近

隣
の

小
・
中

学
校

間
で

連
携

し
、

合
同

で
取

組
む

事
例

も
出

て
き

て
い

る
。

 

今
後

、
様

々
な

面
か

ら
、

小
・
中

学
校

の
連

携
・
協

力
は

ま
す

ま
す

高
ま

る
傾

向
に

あ
り

、
学

校
を

地
域

拠
点

と
す

る
防

災
等

の
取

組
は

、
よ

り
一

層
地

域
に

根
ざ

し
て

い
く
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

 

（
主

な
事

例
）
 

・
避

難
所

運
営

訓
練

（
各

小
・
中

学
校

）
 

 
 

避
難

所
設

営
、

炊
き

出
し

、
無

線
機

・
発

電
機

操
作

、
仮

設
ト

イ
レ

設
置

、
救

命
講

習
ほ

か
 

・
小

・
中

合
同

避
難

所
運

営
訓

練
（
近

隣
の

小
・
中

学
校

）
 

 
 

同
一

会
場

（学
校

持
ち

回
り

）
ま

た
は

、
各

校
一

斉
同

時
に

よ
る

開
催

 

・
サ

バ
イ

バ
ル

キ
ャ

ン
プ

 

 
 

学
校

で
の

宿
泊

訓
練

体
験

を
通

じ
て

、
防

災
知

識
や

技
能

の
習

得
等

を
図

る
。
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 都
区

名
 

「
教

育
活

動
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

渋
谷

 
地

震
、

火
災

発
生

時
の

幼
児

、
児

童
、

生
徒

の
事

故
防

止
及

び
安

全
確

保
の

た
め

、
地

震
、

火
災

等
に

関
す

る
知

識
の

習
得

を
理

解
、

発
生

時
の

心
得

や
平

常
の

準
備

等
に

つ
い

て
学

習
を

深
め

避
難

訓
練

を
行

う
な

ど
、

防
災

指
導

の
強

化
に

つ
い

て
取

組
を

行
っ

て
き

て
い

る
。

平
成

1
9

年
度

、
2
0

年
度

に
お

い
て

も
上

記
の

取
組

を
行

っ
て

い
る

。
 

中
野

 
災

害
に

係
る

ト
ピ

ッ
ク

的
な

取
組

事
例

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

江
戸

川
 

区
地

域
安

全
対

策
本

部
と

区
教

育
委

員
会

（
含

学
校

）
が

連
携

を
と

り
、

以
下

の
事

業
を

行
っ

て
い

る
。

 

・
夏

期
：
 

総
合

防
災

訓
練

 

・
地

区
別

防
災

訓
練

 

・
中

学
校

の
防

災
講

習
会

（
学

校
か

ら
の

要
請

に
よ

る
）
 

・
小

学
校

の
防

災
教

室
（
学

校
か

ら
の

要
請

に
よ

る
）
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【
都

道
府

県
の

住
宅

部
局

の
回

答
】
 

 
県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

岩
手

 
①

 
木

造
住

宅
の

耐
震

診
断

に
対

す
る

支
援

 

平
成

1
7

年
度

か
ら

、
市

町
村

が
実

施
す

る
耐

震
診

断
士

派
遣

事
業

に
対

す
る

県
補

助
金

を
実

施
。

 

（
実

績
）
・
 
平

成
1
7

年
度

 
4
1
0

戸
 

・
 
平

成
1
8

年
度

 
9
0
0

戸
 

・
 
平

成
1
9

年
度

 
7
3
0

戸
 

・
 
平

成
2
0

年
度

 
7
0
0

戸
（
見

込
み

）
3
4

市
町

村
が

県
補

助
金

を
受

け
て

実
施

。
 

１
市

に
つ

い
て

は
、

平
成

1
5
・
1
6

年
度

に
耐

震
診

断
士

派
遣

事
業

を
実

施
。

 

②
 
木

造
住

宅
の

耐
震

改
修

に
対

す
る

支
援

 

 
平

成
2
0

年
度

か
ら

、
木

造
住

宅
の

耐
震

改
修

に
対

す
る

補
助

事
業

を
実

施
す

る
市

町
村

に
対

す
る

県
補

助
金

を
実

施
。

 

 
（
実

績
）
 

・
 
平

成
2
0

年
度

 
5
5

戸
（
見

込
み

）
2
3

市
町

村
が

、
補

助
事

業
を

創
設

済
み

。
平

成
2
1

年
度

は
、

概
ね

の
市

町
村

で
事

業
実

施
予

定
。

 

③
 
各

種
普

及
啓

発
活

動
 

・
 
一

般
県

民
向

け
耐

震
講

座
を

実
施

（
H

1
9
：
１

回
、

H
2
0
：
２

回
）
 

・
 
町

内
会

に
対

す
る

出
前

講
座

の
実

施
（
久

慈
市

６
会

場
）
（
H

2
0
）
 

・
 
学

校
教

育
と

連
携

し
た

耐
震

教
育

の
実

施
（
Ｈ

2
0
）
 

・
 
耐

震
改

修
事

業
者

の
登

録
・
公

表
（
Ｈ

1
9
～

）
 

・
 
耐

震
診

断
士

の
登

録
・
公

表
（
Ｈ

1
7
～

）
 

・
 
耐

震
改

修
事

例
の

紹
介

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）
（
Ｈ

2
0
）
 

・
 
建

築
関

係
団

体
、

商
工

関
係

、
農

協
、

損
害

保
険

会
社

と
協

力
し

た
P

R
の

実
施

（
Ｈ

2
0
）
 

宮
城

 
（
１

）
 
助

成
事

業
の

実
施

 
 

 
耐

震
診

断
助

成
 

 
耐

震
改

修
工

事
助

成
 

・
「
避

難
弱

者
の

住
宅

」
へ

の
助

成
 

・
「
避

難
経

路
沿

道
の

住
宅

」
へ

の
助

成
 

（
２

）
 
普

及
啓

発
 

・
 

「
県

政
だ

よ
り

」
に

よ
る

広
報

 
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

・
配

布
 

・
耐

震
相

談
所

の
設

置
（
※

 
添

付
あ

り
）
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県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

山
形

 
１

.山
形

県
住

宅
リ

フ
ォ

ー
ム

資
金

融
資

制
度

 

木
造

住
宅

の
耐

震
改

修
等

を
行

う
方

が
、

県
内

に
本

社
の

あ
る

大
工

・
工

務
店

に
工

事
を

発
注

す
る

場
合

に
、

県
と

県
内

金
融

機
関

と
の

協
同

で
低

利
の

融
資

を
行

う
。

 

２
.山

形
の

家
づ

く
り

利
子

補
給

制
度

 

耐
震

化
さ

れ
て

い
な

い
住

宅
を

除
却

し
替

わ
り

に
新

築
さ

れ
る

住
宅

等
に

対
し

、
住

宅
ロ

ー
ン

の
金

利
の

一
部

を
県

が
負

担
す

る
。

 

３
.木

造
住

宅
の

耐
震

改
修

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

県
内

の
住

宅
建

設
業

者
や

建
築

技
術

者
の

方
々

に
、

木
造

住
宅

の
耐

震
診

断
・
耐

震
改

修
の

必
要

性
や

方
法

を
理

解
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

建
築

関
係

団
体

、
全

市
町

村
及

び
県

に
よ

り
構

成
す

る
山

形
県

住
宅

・
建

築
物

地
震

対
策

推
進

協
議

会
に

よ
り

作
成

し
、

講
習

会
を

実
施

。
 

４
.震

相
談

窓
口

 

山
形

県
住

宅
・
建

築
物

地
震

対
策

推
進

協
議

会
に

よ
り

「
住

宅
の

耐
震

化
に

関
す

る
相

談
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
を

作
成

し
、

建
築

関
係

団
体

、
全

市
町

村
及

び
県

の
出

先
機

関
に

耐
震

相
談

窓
口

を
設

置
し

て
い

る
。

 

５
.高

齢
者

す
ま

い
の

地
震

あ
ん

し
ん

事
業

（
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
事

業
）
 

6
5

歳
以

上
の

高
齢

者
の

み
の

世
帯

が
居

住
し

昭
和

5
6

年
以

前
に

建
築

さ
れ

た
住

宅
を

対
象

と
し

て
、

家
具

の
転

倒
防

止
や

補
強

方
法

等
の

「
命

を
守

る
減

災
対

策
」
を

ア
ド

バ
イ

ス
す

る
建

築
の

専

門
家

を
県

が
派

遣
す

る
 

茨
城

 
1
.木

造
住

宅
耐

震
診

断
事

業
（
茨

城
県

事
業

）
 

・
 
「
木

造
住

宅
耐

震
診

断
士

」
の

派
遣

を
行

う
市

町
村

へ
、

派
遣

費
用

の
1
/
4
（
上

限
6
,7

5
0

円
）
を

県
費

補
助

（
他

に
国

費
で

1
/
2

補
助

）
 

 

・
 
財

政
力

指
数

１
以

上
の

市
町

村
へ

は
県

費
補

助
を

行
っ

て
い

な
い

。
（
国

補
助

は
あ

り
。

）
 

平
成

１
９

年
度

（実
績

）
：
診

断
戸

数
（
診

断
戸

数
：
県

補
助

、
県

補
助

な
し

の
合

計
）
→

1
,0

5
3

戸
 
県

補
助

（
県

補
助

は
診

断
戸

数
の

内
数

）
→

 
8
7
4

戸
 

・
 
Ｈ

２
０

年
度

の
実

績
見

込
み

は
、

約
４

３
０

戸
（
診

断
戸

数
）
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県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

栃
木

 
1
.普

及
啓

発
 

・
県

政
広

報
媒

体
の

活
用

（
T
V

、
ラ

ジ
オ

、
広

報
紙

、
広

報
展

示
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
 

・
地

震
防

災
マ

ッ
プ

の
作

成
（
県

と
市

町
村

の
共

同
事

業
と

し
て

、
全

市
町

村
に

お
い

て
整

備
：
H

1
9
）
 

・
出

前
講

座
の

実
施

（
県

、
市

町
村

が
そ

れ
ぞ

れ
実

施
し

、
自

治
会

等
で

耐
震

化
の

必
要

性
を

普
及

・
啓

発
）
 

・
ロ

ー
ラ

ー
作

戦
の

実
施

（
県

、
市

町
村

、
耐

震
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

連
携

し
戸

別
訪

問
に

よ
る

普
及

・
啓

発
、

H
2
0
：
1
,0

4
0

戸
訪

問
）
 

2
.県

民
負

担
の

軽
減

 

助
成

主
体

：
市

町
村

、
県

は
助

成
制

度
を

持
つ

市
町

村
を

通
じ

た
間

接
補

助
 

・
耐

震
診

断
費

用
の

一
部

助
成

（
H

1
9

か
ら

実
施

）
。

助
成

限
度

額
1
0

万
円

か
つ

診
断

費
用

の
2
/
3
（
助

成
実

施
市

町
村

：
H

1
9

は
5
/
3
1
、

 
H

2
0

は
2
2
/
3
1
）
 

（
助

成
戸

数
：
H

1
9

は
3
4

戸
、

H
2
0

は
4
7

戸
（
H

2
1
.1

.1
5

現
在

）
）
 

・
耐

震
改

修
費

用
の

一
部

助
成

（
H

2
0

か
ら

実
施

）
。

助
成

限
度

額
6
0

万
円

か
つ

改
修

費
用

の
1
/
2
（
助

成
実

施
市

町
村

：
H

1
9

は
4
/
3
1
（
市

町
村

単
独

で
助

成
）
、

H
2
0

は
1
2
/
3
1
）
 

（
助

成
戸

数
：
H

1
9

は
2

戸
、

H
2
0

は
5

戸
（
H

2
1
.1

.1
5

現
在

）
）
 

3
.安

心
し

て
相

談
で

き
る

環
境

の
整

備
 

・
耐

震
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
事

業
 

県
民

要
望

を
受

け
、

直
接

県
民

宅
へ

耐
震

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
派

遣
し

無
料

相
談

を
実

施
す

る
 

県
：
耐

震
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

認
定

 
1
0
2

名
認

定
（
H

2
1
.1

.1
5

現
在

）
 

 
市

町
村

：
耐

震
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

派
遣

 

４
．

特
色

あ
る

市
町

村
の

取
組

み
 

・
高

齢
者

等
に

対
す

る
独

自
の

上
乗

せ
助

成
の

実
施

＜
小

山
市

＞
、

・
設

計
及

び
監

理
費

：
7

万
円

上
乗

せ
助

成
 

・
災

害
弱

者
対

策
：
高

齢
者

等
居

住
世

帯
へ

５
万

円
の

特
別

加
算
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県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

群
馬

 
「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
は

、
国

交
省

の
「
住

宅
・
建

築
物

耐
震

改
修

等
事

業
」
の

補
助

対
象

で
あ

る
の

で
、

市
町

村
に

対
し

て
活

用
す

る
よ

う
促

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

具
体

的
に

は
以

下

の
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

 

県
・
・
・
耐

震
診

断
、

改
修

設
計

が
で

き
る

人
材

育
成

の
た

め
の

講
座

開
催

、
市

町
村

が
行

う
前

記
講

座
へ

の
人

的
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
。

一
般

県
民

に
対

し
て

、
耐

震
改

修
の

重
要

性
を

啓
蒙

す
る

出
前

講

座
で

の
講

演
活

動
な

ど
。

 

市
町

村
・
・
・
各

種
広

報
誌

へ
の

記
事

掲
載

、
地

元
F
M

を
使

っ
た

特
集

番
組

、
生

涯
学

習
講

座
開

催
時

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
配

布
、

出
前

講
座

で
の

講
演

、
老

朽
家

屋
へ

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

ﾎ
ﾟス

テ
ィ

ン

グ
活

動
。

 

埼
玉

 
1
.共

助
に

つ
い

て
ゆ

と
り

と
チ

ャ
ン

ス
の

埼
玉

プ
ラ

ン
（
埼

玉
県

５
カ

年
計

画
(H

1
9
～

2
3
)）

に
よ

り
、

「
危

機
や

災
害

に
強

い
体

制
の

整
備

」
と

し
、

以
下

の
目

標
を

掲
げ

て
お

り
ま

す
。

 

①
 

自
主

防
災

組
織

の
組

織
率

：
９

０
％

 
②

地
域

防
災

協
力

企
業

、
事

業
所

の
登

録
数

：
４

，
３

０
０

 

平
成

２
０

年
１

１
月

末
現

在
の

達
成

状
況

は
、

①
 

７
６

．
３

％
②

 
２

，
２

７
５

 

2
.公

助
に

つ
い

て
①

県
職

員
に

よ
る

木
造

住
宅

無
料

簡
易

耐
震

診
断

 
②

市
町

村
に

お
け

る
住

宅
に

対
す

る
耐

震
補

助
制

度
創

設
 

③
地

震
対

策
セ

ミ
ナ

ー
や

耐
震

・
リ

フ
ォ

ー
ム

相
談

会
の

実
施

平
成

１
９

年
度

末
の

実
績

は
、

①
 

２
，

２
２

８
戸

実
施

 
②

耐
震

診
断

補
助

 
１

９
市

４
町

、
耐

震
改

修
補

助
 

１
５

市
４

町
 

③
地

震
対

策
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

 
４

５
０

名
、

耐
震

・
リ

フ
ォ

ー
ム

相
談

会
 

１

１
９

回
実

施
 

※
埼

玉
県

に
お

い
て

は
、

住
宅

の
耐

震
化

は
市

町
村

に
お

い
て

促
進

し
、

多
数

の
者

が
利

用
す

る
建

築
物

の
耐

震
化

に
つ

い
て

は
、

県
が

促
進

す
る

こ
と

と
「
埼

玉
県

建
築

物
耐

震
改

修
促

進
計

画
」

に
お

い
て

役
割

分
担

を
定

め
て

お
り

ま
す

。
 

神
奈

川
 

・
県

庁
及

び
県

の
土

木
事

務
所

並
び

に
各

市
町

村
の

建
築

担
当

部
署

に
耐

震
相

談
等

の
窓

口
設

置
 

・
一

般
の

方
を

対
象

と
し

た
耐

震
セ

ミ
ナ

ー
や

木
造

住
宅

耐
震

講
習

会
（
一

般
向

け
）
の

実
施

 

・
耐

震
診

断
・
耐

震
改

修
に

係
る

建
築

士
等

の
建

築
技

術
者

を
対

象
と

し
た

木
造

住
宅

耐
震

講
習

会
（
技

術
者

向
け

）
の

実
施

。
ま

た
、

講
習

会
修

了
者

の
う

ち
、

希
望

者
に

つ
い

て
は

県
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

、
氏

名
、

連
絡

先
を

公
表

 

・
「
住

宅
･建

築
物

耐
震

改
修

等
事

業
」
や

「
地

域
住

宅
交

付
金

」
等

を
活

用
し

た
住

宅
の

耐
震

診
断

及
び

耐
震

改
修

の
促

進
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県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

新
潟

 
（
平

成
1
9

年
度

取
組

）
 

・
県

、
市

町
村

及
び

建
築

関
係

団
体

が
連

携
し

、
平

成
1
9

年
3

月
に

策
定

し
た

「
建

築
物

の
耐

震
改

修
の

促
進

に
関

す
る

法
律

」
第

5
条

第
1

項
に

規
定

す
る

「
新

潟
県

耐
震

改
修

促
進

計
画

」
を

効

果
的

に
実

践
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
「
新

潟
県

耐
震

改
修

促
進

協
議

会
」
を

設
置

。
 

（
平

成
1
9

年
7

月
1
1

日
設

置
。

県
内

3
0

市
町

村
、

４
関

係
団

体
参

加
）
 

 
※

新
潟

県
内

3
1

市
町

村
 

（
平

成
2
0

年
度

取
組

）
 

・
県

内
市

町
村

の
木

造
住

宅
耐

震
診

断
事

業
の

現
状

、
今

後
の

事
業

制
度

創
設

を
踏

ま
え

、
木

造
住

宅
の

耐
震

診
断

を
実

施
す

る
者

が
不

足
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

新
潟

県
耐

震
改

修
促

進
協

議
会

主
催

で
木

造
住

宅
の

耐
震

診
断

を
実

施
す

る
者

を
養

成
す

る
講

習
会

を
県

内
３

箇
所

で
開

催
す

る
と

と
も

に
、

今
年

度
「多

雪
区

域
に

お
け

る
耐

震
診

断
方

法
」
が

（
財

）
日

本
建

築

防
災

協
会

か
ら

示
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
既

に
木

造
住

宅
の

耐
震

診
断

を
実

施
し

て
い

る
技

術
者

を
対

象
と

し
た

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
た

め
の

講
習

会
も

併
せ

て
開

催
し

た
。

 

※
「
多

雪
区

域
に

お
け

る
耐

震
診

断
方

法
」
に

つ
い

て
は

、
当

県
の

長
岡

市
に

お
い

て
実

施
し

た
旧

耐
震

基
準

の
住

宅
の

引
き

倒
し

実
験

結
果

が
発

端
と

な
り

、
確

立
さ

れ
た

経
緯

が
あ

る
。

 

石
川

 
本

県
輪

島
市

で
は

「
住

宅
の

耐
震

化
」
へ

向
け

て
下

記
の

取
組

を
お

こ
な

っ
て

い
ま

す
。

 

「
輪

島
市

既
存

住
宅

建
築

物
耐

震
改

修
促

進
事

業
 

耐
震

改
修

工
事

（
簡

易
型

）
」
 

1
.事

業
の

概
要

 

 
既

存
の

木
造

住
宅

の
修

繕
や

リ
フ

ォ
ー

ム
等

を
行

う
際

に
、

耐
震

補
強

工
事

に
要

す
る

費
用

の
一

部
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

少
し

で
も

地
震

に
強

い
住

宅
を

増
や

し
、

市
民

の
生

命
・
財

産
を

守
る

こ

と
を

目
的

と
す

る
 

2
.補

助
対

象
住

宅
 

 
所

有
者

自
ら

が
居

住
す

る
昭

和
５

６
年

５
月

３
１

日
以

前
に

建
築

さ
れ

た
木

造
戸

建
住

宅
 

3
.補

助
対

象
工

事
 

 
筋

交
い

の
設

置
、

補
強

金
物

、
合

板
補

強
等

の
耐

震
補

強
工

事
 

4
.補

助
金

と
負

担
の

割
合

 

 
耐

震
補

強
工

事
費

相
当

額
を

交
付

し
ま

す
。

た
だ

し
補

強
工

事
１

箇
所

（
0
.9

1
㎡

）
あ

た
り

２
万

円
、

合
計

１
０

万
円

（
５

箇
所

）を
上

限
と

し
ま

す
。

 



  

参 55

 
県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

福
井

 
福

井
県

で
は

、
2
0

年
度

か
ら

市
町

と
一

緒
に

木
造

住
宅

の
耐

震
改

修
工

事
に

補
助

を
実

施
。

申
込

窓
口

は
各

市
町

。
 

耐
震

改
修

の
対

象
と

な
る

住
宅

 

①
昭

和
5
6

年
5

月
3
1

日
以

前
に

建
設

さ
れ

て
一

戸
建

て
木

造
住

宅
②

市
町

の
耐

震
診

断
士

派
遣

事
業

に
よ

る
耐

震
診

断
を

受
け

、
診

断
の

結
果

、
上

部
構

造
評

点
が

1
.0

未
満

の
一

戸
建

て
木

造
住

宅
 

対
象

と
な

る
耐

震
改

修
工

事
 

①
耐

震
改

修
後

の
上

部
構

造
評

点
が

1
.0

以
上

と
な

る
改

修
工

事
②

福
井

県
木

造
住

宅
耐

震
診

断
士

が
補

強
計

画
を

行
い

、
福

井
県

木
造

住
宅

耐
震

協
議

会
の

判
定

を
受

け
る

こ
と

 

③
福

井
県

木
造

住
宅

耐
震

診
断

士
が

工
事

監
理

を
行

う
こ

と
 

補
助

金
額

 

耐
震

改
修

工
事

に
要

す
る

費
用

の
2
/
3

以
内

（
6
0

万
円

を
上

限
）
 

（
県

：
1
/
3

以
内

、
市

町
：
1
/
3

以
内

）
 

そ
の

他
、

各
市

町
に

よ
っ

て
制

度
の

有
無

、
募

集
戸

数
、

受
付

期
間

、
そ

の
他

要
件

が
か

わ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

 

山
梨

 
(平

成
１

９
年

度
)・

木
造

住
宅

「
わ

が
家

の
耐

震
診

断
」
支

援
事

業
費

補
助

金
 

・
木

造
住

宅
「
わ

が
家

の
耐

震
化

」
支

援
事

業
費

補
助

金
 

（
平

成
２

０
年

度
）・

木
造

住
宅

「
わ

が
家

の
耐

震
診

断
」
支

援
事

業
費

補
助

金
・
木

造
住

宅
「
わ

が
家

の
耐

震
化

」
支

援
事

業
費

補
助

金
・
木

造
住

宅
「
わ

が
家

の
耐

震
化

」
支

援
事

業
費

補
助

金
 

（
ト

ピ
ッ

ク
的

な
取

組
事

例
）
身

延
町

木
造

住
宅

耐
震

改
修

事
業

→
木

造
住

宅
耐

震
診

断
の

結
果

、
総

合
評

点
０

．
７

未
満

と
診

断
さ

れ
た

既
存

木
造

住
宅

に
つ

い
て

、
総

合
評

点
を

０
．

７
以

上
と

す
る

耐
震

改
修

工
事

及
び

建
て

替
え

工
事

に
補

助
。

※
 

添
付

あ
り

 

長
野

 
1
. 

補
助

事
業

 

 
長

野
県

で
は

市
町

村
と

連
携

し
て

平
成

１
４

年
度

か
ら

住
宅

の
耐

震
診

断
及

び
耐

震
補

強
に

対
す

る
補

助
事

業
を

実
施

し
て

い
る

。
 

 
・
耐

震
診

断
 

市
町

村
が

木
造

住
宅

耐
震

診
断

士
を

派
遣

す
る

（
診

断
に

係
る

住
宅

所
有

者
負

担
な

し
）
 

 
・
耐

震
補

強
 

住
宅

所
有

者
が

実
施

す
る

耐
震

補
強

工
事

に
市

町
村

が
補

助
す

る
に

要
す

る
経

費
に

補
助

を
行

う
。

 
 

 
・
補

助
対

象
限

度
額

 
１

２
０

万
円

 
 

・
補

助
率

 
１

／
２

（
県

・
市

町
村

各
１

／
４

）
 
（
工

事
費

1
2
0

万
円

の
場

合
 

補
助

額
6
0

万
円

）
 

2
. 

ソ
フ

ト
対

策
 

 
・
出

前
講

座
の

実
施

 
・
小

学
生

を
対

象
と

し
た

県
庁

社
会

見
学

時
の

啓
発

講
座

の
実

施
 

 



  

参 56

 
県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

大
阪

 
大

阪
府

で
は

、
1
0

年
後

（
H

2
7

年
度

）
の

耐
震

化
目

標
9

割
の

達
成

に
向

け
て

、
平

成
1
8

年
1
2

月
に

大
阪

府
住

宅
・
建

築
物

耐
震

1
0

ヵ
年

戦
略

プ
ラ

ン
を

策
定

し
ま

し
た

。
 

民
間

住
宅

、
特

に
耐

震
化

率
の

低
い

木
造

住
宅

に
対

し
、

耐
震

化
の

阻
害

要
因

を
軽

減
又

は
解

消
す

る
た

め
、

耐
震

化
に

関
す

る
啓

発
や

知
識

の
普

及
、

支
援

制
度

等
の

施
策

を
総

合
的

に
展

開

し
、

木
造

住
宅

の
耐

震
化

が
促

進
す

る
よ

う
取

組
ん

で
い

る
。

 

（
阻

害
要

因
：
危

険
の

認
識

不
足

、
耐

震
化

の
情

報
不

足
、

費
用

負
担

の
大

き
さ

）
 

○
 
「
耐

震
化

に
向

け
た

啓
発

活
動

」
 

府
民

一
人

ひ
と

り
が

耐
震

化
の

必
要

性
を

認
識

し
て

い
た

だ
く
よ

う
草

の
根

的
な

啓
発

と
し

て
、

危
機

管
理

部
局

お
よ

び
市

町
村

と
連

携
し

、
防

災
訓

練
、

自
主

防
災

組
織

の
訓

練
、

市
民

ま
つ

り
、

自

治
会

活
動

な
ど

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
捉

え
、

補
助

制
度

等
の

き
め

細
か

な
P

R
を

行
っ

て
い

る
。

さ
ら

に
平

成
２

０
年

度
か

ら
は

建
築

関
係

団
体

と
も

連
携

し
、

耐
震

化
の

啓
発

、
相

談
を

行
う

専
門

家
（
建

築
士

）
を

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
し

て
地

域
に

派
遣

し
て

い
る

。
 

○
「
耐

震
改

修
工

法
・
手

法
の

普
及

」
 

平
成

１
９

年
度

に
策

定
し

た
耐

震
改

修
事

例
集

を
市

町
村

や
建

築
関

係
団

体
に

配
布

し
て

窓
口

相
談

等
で

活
用

す
る

と
共

に
、

府
民

に
対

し
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

紹
介

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
版

の
配

布

に
よ

り
普

及
を

図
っ

て
い

る
。

ま
た

、
伝

統
・
在

来
構

法
別

の
事

業
者

向
け

改
修

設
計

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

活
用

し
、

技
能

の
向

上
を

図
る

講
習

会
を

開
催

し
て

い
る

。
 

○
 
「
所

有
者

の
負

担
を

軽
減

す
る

支
援

制
度

」
 

平
成

１
９

年
度

か
ら

、
木

造
住

宅
に

対
し

、
耐

震
診

断
は

所
有

者
負

担
額

を
２

万
５

千
円

か
ら

５
千

円
程

度
に

軽
減

す
る

補
助

制
度

の
拡

充
を

行
い

、
耐

震
改

修
は

、
工

事
費

用
の

１
５

．
２

％
、

限
度

額
６

０
万

円
／

戸
と

す
る

補
助

制
度

を
創

設
す

る
。

 

平
成

２
０

年
度

よ
り

耐
震

改
修

補
助

制
度

に
つ

い
て

は
、

国
の

制
度

拡
充

に
併

せ
、

収
入

分
位

４
０

％
以

下
の

低
所

得
者

に
対

し
て

補
助

率
を

２
３

％
に

引
き

上
げ

て
い

る
。

 

奈
良

 
民

間
住

宅
等

の
耐

震
化

の
促

進
（
※

詳
細

添
付

）
 

 
①

県
民

向
け

講
演

会
の

開
催

等
②

住
宅

・
建

築
物

耐
震

化
促

進
協

議
会

③
耐

震
技

術
者

の
耐

震
相

談
・
派

遣
④

既
存

木
造

住
宅

耐
震

診
断

支
援

⑤
特

殊
建

築
物

等
耐

震
診

断
支

援
⑥

既
存

木
造

住
宅

耐
震

改
修

支
援

（
※

詳
細

添
付

）
 

 
 



  

参 57

 
県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

和
歌

山
 

・
助

成
事

業
 

本
県

で
は

、
昭

和
5
6

年
5

月
以

前
の

木
造

住
宅

を
対

象
に

、
耐

震
化

に
係

る
以

下
の

事
業

を
実

施
す

る
市

町
村

に
対

し
て

、
市

町
村

が
要

す
る

費
用

の
1
/
2

を
助

成
し

て
い

る
。

 

耐
震

診
断

（
専

門
家

を
派

遣
し

、
耐

震
診

断
を

実
施

す
る

事
業

）
 

耐
震

改
修

（
耐

震
診

断
の

結
果

、
住

宅
所

有
者

等
が

耐
震

改
修

す
る

場
合

に
、

研
修

費
用

の
一

部
を

助
成

す
る

事
業

）
 

耐
震

補
強

設
計

審
査

（
消

費
者

か
ら

の
、

申
し

込
み

に
応

じ
て

、
耐

震
改

修
に

必
要

な
、

補
強

計
算

、
工

事
図

面
及

び
内

訳
書

等
に

つ
い

て
専

門
家

が
審

査
す

る
事

業
）
 

･啓
発

事
業

（
事

業
説

明
用

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

の
作

成
）
、

（
市

町
村

と
連

携
し

、
自

治
会

等
を

対
象

と
し

た
説

明
会

の
実

施
）
 

・
講

習
会

・
研

修
会

（
建

築
士

を
対

象
と

し
た

耐
震

診
断

方
法

の
講

習
会

）
、

（
工

務
店

を
対

象
と

し
た

耐
震

改
修

全
般

に
係

る
研

修
会

）
 

・
木

造
住

宅
耐

震
診

断
士

の
認

定
（
講

習
会

修
了

者
か

ら
の

申
請

に
基

づ
き

認
定

）
 

・
耐

震
相

談
窓

口
設

置
（
建

築
設

計
事

務
所

か
ら

の
申

請
に

基
づ

き
指

定
）
 

・
工

務
店

名
簿

の
公

表
（
研

修
会

を
受

講
済

で
一

定
条

件
を

満
た

す
工

務
店

を
名

簿
化

し
て

公
表

）
 

滋
賀

 
・
耐

震
化

の
普

及
啓

発
・
耐

震
化

の
組

織
体

制
の

整
備

・
耐

震
診

断
（
個

人
木

造
住

宅
）
・
改

修
工

事
の

支
援

（
※

詳
細

添
付

）
 

岐
阜

 
・
市

町
村

に
対

す
る

耐
震

診
断

、
、

補
強

工
事

費
の

間
接

補
助

事
業

 

・
各

種
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
た

P
R

 

・
町

内
会

単
位

の
住

民
説

明
会

（
出

前
ﾄｰ

ｸ
及

び
専

門
家

派
遣

委
託

）
 

 
（
※

H
1
9
,H

2
0

共
通

）
 

静
岡

 
1
.事

業
の

概
要

 
2
.事

業
の

実
績

 
3
.静

岡
県

耐
震

改
修

促
進

計
画

に
よ

る
耐

震
化

の
推

進
（
平

成
1
8

年
1
0

月
2
7

日
策

定
）
 

4
.住

宅
の

耐
震

化
の

目
標

と
現

状
の

推
計

 

5
.事

業
推

進
の

た
め

の
取

組
 

6
.今

後
の

事
業

展
開

 
 

（
※

添
付

あ
り

）
 

 



  

参 58

 
県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

愛
知

 
①

無
料

耐
震

診
断

事
業

→
昭

和
5
6

年
以

前
の

木
造

住
宅

に
つ

い
て

、
無

料
で

耐
震

診
断

を
行

う
。

 

②
耐

震
改

修
費

補
助

事
業

→
①

の
無

料
耐

震
診

断
で

倒
壊

の
危

険
性

が
あ

る
と

判
断

さ
れ

た
住

宅
に

対
し

、
 

耐
震

改
修

費
の

補
助

を
行

う
。

 

③
耐

震
診

断
ロ

ー
ラ

ー
作

戦
→

無
料

耐
震

診
断

の
対

象
住

宅
に

対
し

、
町

内
役

員
や

建
築

士
と

と
も

に
臨

戸
し

、
耐

震
化

の
必

要
性

を
説

明
し

耐
震

診
断

を
促

進
す

る
。

 

④
防

災
ま

ち
づ

く
り

→
住

宅
の

耐
震

化
を

含
め

、
地

震
対

策
の

意
識

を
高

め
る

た
め

、
町

内
（
学

区
内

な
ど

）
程

度
の

単
位

で
防

災
ま

ち
づ

く
り

を
行

う
組

織
を

募
集

し
、

取
組

や
講

演
会

な
ど

の
 

 
活

動
に

か
か

る
支

援
を

行
う

。
 

⑤
愛

知
建

築
地

震
災

害
軽

減
シ

ス
テ

ム
研

究
協

議
会

→
愛

知
県

、
名

古
屋

市
、

愛
知

県
内

の
３

国
立

大
学

、
建

築
関

係
団

体
と

連
携

し
、

愛
知

建
築

地
震

災
害

軽
減

シ
ス

テ
ム

研
究

協
議

会
を

運

営
し

、
「
産

・
官

・学
」
で

耐
震

改
修

工
法

の
開

発
や

、
評

価
、

そ
の

他
啓

発
活

動
等

を
行

っ
て

い
る

。
 

⑥
高

齢
者

耐
震

リ
フ

ォ
ー

ム
促

進
事

業
→

過
去

の
地

震
被

害
よ

り
、

高
齢

者
が

被
害

に
あ

う
ケ

ー
ス

が
多

い
た

め
、

高
齢

者
へ

の
地

震
対

策
の

啓
発

手
法

と
し

て
、

高
齢

者
多

く
接

す
る

福
祉

関
係

実
務

者
が

、
啓

発
を

行
え

る
よ

う
な

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
た

。
こ

れ
に

つ
い

て
は

、
今

後
持

続
的

に
市

町
村

と
協

力
し

、
事

業
が

行
わ

れ
る

よ
う

配
慮

す
る

。
ま

た
、

建
築

実
務

者
向

け
に

も
高

齢
者

住
宅

を
耐

震
改

修
行

う
際

の
、

留
意

点
な

ど
高

齢
者

の
特

徴
に

配
慮

し
た

住
宅

耐
震

化
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

た
。

 

⑥
青

少
年

耐
震

ま
ち

づ
く
り

啓
発

事
業

→
小

学
生

、
中

学
生

、
高

校
生

を
対

象
に

、
住

宅
の

耐
震

化
の

必
要

性
を

教
え

る
た

め
、

建
築

士
が

授
業

が
で

き
る

よ
う

に
マ

ニ
ュ

ア
ル

な
ど

の
教

材
を

作
成

し
、

研
修

会
を

行
い

講
師

を
養

成
し

た
。

今
後

、
市

町
村

と
協

力
し

、
持

続
的

に
事

業
が

行
わ

れ
る

よ
う

配
慮

す
る

。
 

 



  

参 59

 
県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

鳥
取

 
1
.耐

震
診

断
、

補
強

設
計

、
耐

震
改

修
へ

の
補

助
事

業
の

実
施

 

（
１

）
耐

震
診

断
 

 
 

 
・
一

般
診

断
 

補
助

対
象

事
業

費
上

限
 

設
計

図
書

あ
り

 
８

４
千

円
 

設
計

図
書

な
し

１
０

８
千

円
 

 
補

助
率

：
国

１
/
３

、
県

１
/
６

、
市

町
村

１
/６

、
所

有
者

１
/
３

ま
た

は
、

国
１

/
２

、
県

１
/
６

、
市

町
村

１
/
３

、
所

有
者

な
し

 

 
 

 
・
精

密
診

断
 

補
助

対
象

事
業

費
上

限
２

４
０

千
円

 
 

補
助

率
：国

１
/
３

、
県

１
/
６

、
市

町
村

１
/
６

、
所

有
者

１
/
３

 

（
２

）
補

強
設

計
 

 
 

 
・
補

強
設

計
 

補
助

対
象

事
業

費
上

限
 

２
４

０
千

円
 

 
補

助
率

：国
１

/
３

、
県

１
/
６

、
市

町
村

１
/
６

、
所

有
者

１
/
３

 

（
３

）
耐

震
改

修
 

 
 

 
・
収

入
分

位
４

０
％

以
下

の
世

帯
 

補
助

対
象

事
業

費
上

限
 

耐
震

改
修

に
要

し
た

費
用

の
２

３
％

で
１

，
５

０
０

千
円

 
補

助
率

：
国

1
1
.5

%
(2

3
%
×

1
/
2
)、

県
5
.7

5
%
(2

3
%
×

1
/
4
)、

市
町

村

5
.7

5
%
(2

3
%
×

1
/
4
)、

所
有

者
7
7
%
 

 
 

 
・
収

入
分

位
４

０
％

以
下

の
世

帯
補

助
対

象
事

業
費

上
限

 
耐

震
改

修
に

要
し

た
費

用
の

２
３

％
で

１
，

５
０

０
千

円
 

補
助

率
：
国

7
.6

%
(2

3
%
×

1
/
3
)、

県
3
.8

%
(2

3
%
×

1
/
6
)、

市
町

村
3
.8

%
(2

3
%

×
1
/
6
)、

所
有

者
8
4
.8

%
 

2
.耐

震
化

無
料

相
談

窓
口

の
開

設
（
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
）
→

住
宅

の
耐

震
化

に
関

す
る

常
時

相
談

窓
口

を
設

置
す

る
建

築
関

係
団

体
の

経
費

の
一

部
を

助
成

し
、

県
民

が
耐

震
化

を
行

う
た

め

の
情

報
提

供
を

実
施

す
る

。
 

3
.鳥

取
県

木
造

住
宅

耐
震

化
業

者
登

録
制

度
→

木
造

住
宅

の
耐

震
化

に
関

し
て

一
定

以
上

の
知

識
を

有
す

る
建

築
士

等
の

勤
務

す
る

建
築

士
事

務
所

、
建

築
工

事
業

者
を

登
録

・
公

表
し

、
県

民

が
耐

震
化

を
依

頼
す

る
業

者
の

情
報

提
供

を
実

施
す

る
。

 

島
根

 
1
.ハ

ー
ド

事
業

→
・
耐

震
改

修
補

助
 

2
.ソ

フ
ト

事
業

→
 

・
し

ま
ね

建
築

・
住

宅
コ

ン
ク

ー
ル

→
耐

震
化

の
促

進
に

貢
献

す
る

建
築

物
建

築
技

術
及

び
地

震
防

災
活

動
を

表
彰

 

・
耐

震
改

修
ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ

設
計

に
よ

る
地

域
学

習
会

→
地

域
の

住
民

と
と

も
に

、
住

宅
の

耐
震

改
修

の
必

要
性

を
学

習
 

・
島

根
県

耐
震

改
修

設
計

施
工

技
術

者
の

育
成

支
援

→
住

宅
の

耐
震

診
断

及
び

耐
震

改
修

に
係

る
技

術
者

向
け

講
習

会
の

開
催

と
受

講
者

名
簿

の
公

表
 

・
耐

震
対

策
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

 



  

参 60

 
県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

広
島

 
広

島
県

耐
震

改
修

促
進

計
画

に
基

づ
き

，
平

成
27

年
度

ま
で

に
住

宅
の

耐
震

化
率

を
９

０
％

と
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

て
，

所
有

者
等

に
対

し
，

耐
震

診
断

・
改

修
の

知
識

の
普

及
・
啓

発
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。

 

 
県

に
お

い
て

は
，

民
間

所
有

の
住

宅
の

耐
震

診
断

・
耐

震
改

修
に

対
す

る
補

助
制

度
を

設
け

て
い

な
い

が
，

県
内

の
全

市
町

に
お

い
て

，
国

の
耐

震
診

断
・
改

修
の

支
援

制
度

が
活

用
で

き
る

よ
う

に
，

市
町

の
耐

震
改

修
促

進
計

画
の

策
定

の
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

 

 
平

成
2
1

年
1

月
1

日
現

在
，

県
内

市
町

で
戸

建
住

宅
の

耐
震

診
断

に
対

す
る

補
助

を
実

施
し

て
い

る
の

は
8

市
町

で
あ

り
，

う
ち

2
市

に
お

い
て

は
，

公
共

が
耐

震
診

断
を

実
施

し
て

い
る

。
（
所

有
者

も
交

通
費

程
度

の
費

用
負

担
を

要
す

る
が

，
耐

震
診

断
費

用
は

公
共

が
負

担
し

て
い

る
。

）
 

ま
た

，
戸

建
住

宅
の

耐
震

改
修

に
対

す
る

補
助

を
実

施
し

て
い

る
の

は
3

市
と

な
っ

て
い

る
。

 

山
口

 
山

口
県

で
は

、
平

成
１

９
年

度
よ

り
「山

口
県

耐
震

改
修

促
進

計
画

」
に

定
め

る
耐

震
化

率
の

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

市
町

と
協

力
体

制
の

も
と

「
住

宅
・
建

築
物

耐
震

化
促

進
事

業
」
に

よ
る

施
策

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
事

業
の

概
要

及
び

平
成

１
９

・
２

１
年

度
の

実
績

は
以

下
の

と
お

り
で

す
。

 

・
旧

耐
震

基
準

の
一

戸
建

て
木

造
住

宅
の

耐
震

診
断

・
耐

震
改

修
補

助
制

度
の

実
施

（
県

内
全

市
町

）
 

＜
補

助
率

(負
担

割
合

)＞
 

①
耐

震
診

断
→

補
助

率
 
2
/
3
（
国

1
/
3
,県

1
/
6
,市

町
1
/
6
,所

有
者

1
/
3
）
 

 
②

耐
震

改
修

→
補

助
率

 
2
/
3
（
国

1
8
/
6
0
,県

1
1
/
6
0
,市

町
1
1
/
6
0
,所

有
者

1
/
3
）
 

＜
補

助
基

本
額

＞
 

①
耐

震
診

断
→

4
2

千
円

／
戸

又
は

6
0

千
円

／
戸

（
注

１
.2

）
 

②
耐

震
改

修
→

4
5
0

千
円

／
戸

又
は

9
0
0

千
円

／
戸

（
注

１
）
 

（
注

１
）
：
市

町
に

よ
り

補
助

基
本

額
が

異
な

り
ま

す
。

（
注

２
）
：
周

防
大

島
町

で
は

上
記

の
耐

震
診

断
補

助
制

度
に

替
え

て
、

耐
震

診
断

員
を

派
遣

し
耐

震
診

断
を

無
料

で
実

施
し

て
い

ま
す

。
 

＜
Ｈ

１
９

実
績

＞
①

耐
震

診
断

→
９

５
戸

 
②

耐
震

改
修

→
１

３
戸

 

＜
Ｈ

２
０

実
績

（
見

込
）
＞

①
耐

震
診

断
→

７
９

戸
②

耐
震

改
修

→
１

７
戸

 
 

 
 

・
耐

震
化

の
促

進
に

向
け

た
普

及
啓

発
の

実
施

 

 
（
耐

震
化

意
識

の
啓

発
の

た
め

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
・
ポ

ス
タ

ー
等

の
作

成
・
配

布
、

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
け

る
各

種
制

度
の

紹
介

、
高

校
生

に
よ

る
耐

震
講

座
等

を
実

施
）
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県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

徳
島

 
 

平
成

１
６

年
度

の
「
木

造
住

宅
耐

震
化

促
進

事
業

」
の

創
設

後
、

現
在

、
県

内
の

全
て

の
市

町
村

に
お

い
て

、
「
耐

震
診

断
」
及

び
「
耐

震
改

修
」
に

対
す

る
助

成
が

受
け

ら
れ

る
体

制
と

な
っ

て
い

ま

す
。

 
ま

た
、

１
８

年
度

に
は

、
簡

易
な

耐
震

改
修

を
支

援
す

る
た

め
の

「
徳

島
県

耐
震

リ
フ

ォ
ー

ム
支

援
事

業
」
を

創
設

す
る

と
と

も
に

、
本

県
か

ら
国

に
提

案
し

た
結

果
、

耐
震

改
修

促
進

税
制

が
創

設
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

・
平

成
１

９
，

２
０

年
度

の
取

組
 

 
１

）
耐

震
建

替
優

遇
ロ

ー
ン

制
度

の
創

設
 

耐
震

診
断

の
結

果
が

１
．

０
未

満
の

木
造

住
宅

の
建

替
に

対
し

、
県

内
の

金
融

機
 

関
の

協
力

を
受

け
て

｢と
く
し

ま
耐

震
建

替
優

遇
ロ

ー
ン

｣を
創

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
新

た
に

建
替

ル
ー

ト
か

ら
耐

震
化

の
促

進
を

図
る

。
 

 
２

）
徳

島
県

耐
震

リ
フ

ォ
ー

ム
支

援
制

度
の

制
度

拡
充

 

 
金

融
機

関
か

ら
の

融
資

が
受

け
に

く
い

６
５

歳
以

上
の

高
齢

者
の

行
う

耐
震

化
工

事
に

対
し

、
工

事
費

の
２

０
％

(最
大

２
０

万
円

)の
直

接
補

助
が

で
き

る
よ

う
改

正
。

 

 
３

）
徳

島
“
ト

ク
ト

ク
”
事

業
(ゼ

ロ
予

算
)で

耐
震

診
断

重
点

啓
発

事
業

を
実

施
 

 
１

.市
町

村
の

担
当

者
と

共
に

住
宅

を
一

戸
ご

と
に

訪
問

し
、

そ
の

場
で

耐
震

診
断

の
申

込
み

を
受

け
付

け
る

｢戸
別

訪
問

｣ 

 
２

.地
域

の
集

会
な

ど
で

住
宅

の
耐

震
化

の
必

要
性

に
つ

い
て

説
明

｢押
し

か
け

耐
震

講
座

｣ 

 
３

.職
員

が
撮

影
し

た
地

震
被

害
状

況
の

写
真

や
耐

震
化

の
支

援
制

度
を

紹
介

｢木
造

住
宅

耐
震

化
パ

ネ
ル

展
｣を

実
施

し
て

お
り

、
２

０
年

度
は

、
県

内
全

市
町

村
で

「
戸

別
訪

問
」
を

行
い

ま
し

た
。

 

・
市

町
村

で
の

取
組

 

１
.阿

南
市

→
２

０
年

度
よ

り
、

市
が

行
う

木
造

住
宅

耐
震

診
断

事
業

を
う

け
、

診
断

の
結

果
｢倒

壊
ま

た
は

大
破

壊
の

危
険

有
り

｣と
診

断
さ

れ
た

住
宅

の
所

有
者

が
耐

震
改

修
を

す
る

場
合

、
耐

震
改

修
工

事
及

び
同

時
に

附
帯

し
て

行
う

一
連

の
工

事
に

要
す

る
費

用
の

一
部

を
補

助
。

 

２
.小

松
島

市
→

１
９

年
度

よ
り

、
安

心
で

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

の
た

め
に

、
耐

震
改

修
に

伴
っ

て
行

わ
れ

る
リ

フ
ォ

ー
ム

に
つ

い
て

も
補

助
。

 

３
.美

波
町

→
１

８
年

度
よ

り
、

町
が

実
施

し
た

耐
震

診
断

で
｢や

や
危

険
で

す
｣の

評
点

１
．

０
未

満
診

断
さ

れ
た

住
宅

に
地

域
材

を
用

い
て

町
内

建
築

事
業

者
に

よ
り

施
工

す
る

簡
易

な
耐

震
補

強
工

事
に

対
し

て
補

助
。

（
※

添
付

参
考

資
料

あ
り
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県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

香
川

 
１

．
平

成
1
9

年
3

月
に

香
川

県
耐

震
改

修
促

進
計

画
を

策
定

し
、

耐
震

化
に

向
け

て
各

市
町

の
指

導
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

平
成

2
0

年
3

月
に

高
松

市
、

坂
出

市
、

宇
多

津
町

で
、

ま
た

、
平

成
2
0

年
1
0

月
に

三
木

町
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
耐

震
改

修
促

進
計

画
を

策
定

し
て

お
り

ま
す

。
 

高
松

市
で

は
、

住
宅

・
建

築
物

耐
震

改
修

等
事

業
を

活
用

し
て

、
緊

急
輸

送
道

路
沿

道
の

建
築

物
（
住

宅
も

含
む

）
の

耐
震

診
断

・
改

修
に

つ
い

て
補

助
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
宇

多
津

町
で

は
、

住
宅

・
建

築
物

耐
震

改
修

等
事

業
を

活
用

し
て

、
既

存
の

木
造

住
宅

の
耐

震
診

断
に

対
し

て
補

助
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

 

2
.平

成
2
0

年
4

月
よ

り
香

川
県

土
木

部
住

宅
課

に
お

い
て

、
建

築
士

の
資

格
を

持
っ

た
職

員
が

無
料

で
木

造
住

宅
耐

震
診

断
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

 

・
木

造
住

宅
簡

易
耐

震
診

断
 

事
業

主
体

：
香

川
県

 
 

 
事

業
開

始
：
平

成
2
0

年
4

月
1

日
～

 

事
業

内
容

：
 

昭
和

5
6

年
以

前
に

建
て

ら
れ

た
在

来
軸

組
み

工
法

の
木

造
住

宅
で

、
２

階
建

て
以

下
か

つ
延

床
面

積
5
0
0

㎡
以

下
の

も
の

を
対

象
と

し
て

、
申

込
者

か
ら

提
出

し
て

も
ら

う
図

面
を

基

に
職

員
が

無
料

で
耐

震
診

断
を

行
う

。
 

・
講

習
会

の
開

催
 

事
業

主
体

：
香

川
県

 

事
業

内
容

：
①

一
般

県
民

を
対

象
と

し
て

、
耐

震
改

修
の

必
要

性
を

周
知

啓
発

す
る

。
（
平

成
1
9

年
度

）
：
１

回
開

催
 

 
（
平

成
2
0

年
度

）
：
1

回
開

催
予

定
 

 
 

 
 

 
 

 
②

建
築

に
携

わ
る

技
術

者
を

対
象

に
、

耐
震

診
断

技
術

の
習

得
を

目
的

と
し

て
実

施
。

（
平

成
1
9

年
度

）
：
１

回
開

催
 

（
平

成
2
0

年
度

）
：1

回
開

催
予

定
 

愛
媛

 
住

宅
の

耐
震

化
に

つ
い

て
は

、
県

内
の

住
宅

の
耐

震
化

を
促

進
す

る
た

め
、

平
成

１
６

年
度

か
ら

耐
震

診
断

補
助

事
業

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
１

９
年

度
は

、
県

内
１

５
市

町
で

１
８

６
戸

、
２

０
年

度
は

１

４
市

町
で

１
２

２
戸

耐
震

診
断

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
耐

震
改

修
を

円
滑

か
つ

効
率

的
に

実
施

す
る

た
め

、
建

築
士

等
を

対
象

と
す

る
説

明
会

を
１

９
年

度
以

降
実

施
す

る
と

と
も

に
耐

震
診

断
を

行
う

技

術
者

育
成

の
た

め
の

講
習

会
の

開
催

や
耐

震
診

断
事

務
所

の
登

録
を

行
い

、
建

物
所

有
者

へ
の

耐
震

化
の

最
新

情
報

提
供

は
、

出
前

講
座

及
び

車
座

ミ
ィ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

よ
り

周
知

に
努

め
て

い

る
。

な
お

、
耐

震
改

修
補

助
事

業
は

、
２

０
年

度
に

1
町

で
補

助
制

度
を

設
け

て
、

耐
震

改
修

の
促

進
を

図
っ

て
い

る
。
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県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

高
知

 
昭

和
５

６
年

５
月

３
１

日
以

前
に

建
築

さ
れ

た
木

造
住

宅
に

対
し

補
助

金
等

で
そ

の
耐

震
化

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
 

事
業

内
容

 
（
平

成
1
9

年
度

、
平

成
2
0

年
度

と
も

同
じ

取
組

）
 

①
住

宅
耐

震
相

談
窓

口
整

備
事

業
 

市
町

村
や

県
民

か
ら

の
住

宅
の

耐
震

化
に

関
す

る
技

術
的

な
相

談
に

対
応

す
る

た
め

、
専

門
家

に
よ

る
常

設
の

相
談

窓
口

を
設

置
。

 
（
平

成
1
9

年
度

相
談

件
数

 
2
4
4

件
）
 

②
木

造
住

宅
耐

震
対

策
推

進
事

業
 

高
知

県
版

木
造

住
宅

耐
震

診
断

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
改

訂
版

）
を

使
用

し
て

、
耐

震
診

断
や

改
修

設
計

に
携

わ
る

「
高

知
県

木
造

住
宅

耐
震

診
断

士
」
の

養
成

。
（
平

成
1
9

年
度

 
4
1
0

名
、

平
成

2
0

年
度

 

5
3

名
）
 

③
木

造
住

宅
耐

震
診

断
事

業
 

市
町

村
が

「
高

知
県

木
造

住
宅

耐
震

診
断

士
」
を

派
遣

し
て

木
造

住
宅

の
耐

震
診

断
を

実
施

す
る

場
合

に
、

そ
の

費
用

の
一

部
を

補
助

。
（
平

成
1
9

年
度

実
績

 
8
1
3

棟
、

平
成

20
年

度
見

込
み

 
約

9
0
0

棟
）
 

補
助

金
名

：
木

造
住

宅
耐

震
診

断
事

業
費

補
助

金
 

 
 

 
補

助
先

：
市

町
村

 
 

 
 

 
 

補
助

対
象

事
業

費
：
3
0

千
円

/
件

（
別

途
個

人
負

担
3

千
円

有
り

）
 

 
 

 
補

助
限

度
額

：
7
.5

千
円

/
件

 

④
 
木

造
住

宅
耐

震
改

修
設

計
事

業
 

 

木
造

住
宅

耐
震

診
断

事
業

で
耐

震
診

断
を

行
っ

た
木

造
住

宅
を

補
強

・
改

修
す

る
た

め
の

改
修

計
画

の
作

成
（
改

修
設

計
）
を

行
う

所
有

者
に

市
町

村
が

補
助

す
る

場
合

に
、

そ
の

費
用

の
一

部
を

補
助

。
（
平

成
1
9

年
度

実
績

 
8
6

棟
、

平
成

2
0

年
度

見
込

み
 

約
3
0
0

棟
）
 

補
助

金
名

：
木

造
住

宅
耐

震
改

修
設

計
費

補
助

金
 

 
 

 
補

助
先

：
市

町
村

 
 

 
 

 
補

助
対

象
事

業
費

：
3
0
0

千
円

/
件

 
 

 
 

補
助

限
度

額
：
5
0

千
円

/
件

（
市

町
村

が
補

助
す

る
額

の
1
/
4
）
 

⑤
 
木

造
住

宅
耐

震
改

修
事

業
 

木
造

住
宅

耐
震

診
断

事
業

で
耐

震
診

断
を

行
っ

た
木

造
住

宅
を

補
強

・
改

修
す

る
所

有
者

に
市

町
村

が
補

助
す

る
場

合
に

、
そ

の
費

用
の

一
部

を
補

助
。

（
平

成
1
9

年
度

実
績

 
8
6

棟
、

平
成

2
0

年
度

見
込

み
 

約
3
0
0

棟
）
 

 
 

 
補

助
金

名
：
木

造
住

宅
耐

震
改

修
事

業
費

補
助

金
 

 
 

 
補

助
先

：
市

町
村

 
 

 
 

補
助

対
象

事
業

費
：
6
0
0

万
円

/
件

 

補
助

限
度

額
：
3
0
0

千
円

/
件

（
市

町
村

が
補

助
す

る
額

の
1
/
2
）
 

（
市

町
村

の
ト

ピ
ッ

ク
的

な
取

組
に

つ
い

て
は

、
特

に
事

例
は

あ
り

ま
せ

ん
。

）
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県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

福
岡

 
木

造
戸

建
住

宅
の

耐
震

診
断

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
派

遣
事

業
、

県
民

向
け

相
談

窓
口

の
設

置
、

耐
震

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
、

県
民

か
ら

の
要

請
に

応
じ

て
行

う
出

前
講

座
の

実
施

な
ど

の

事
業

を
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
市

町
村

に
対

し
て

は
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
支

援
策

を
盛

り
込

ん
だ

市
町

村
耐

震
改

修
促

進
計

画
策

定
を

支
援

し
、

耐
震

化
を

推
進

す
る

よ
う

指
導

し
て

お
り

ま
す

。
 

「
耐

震
診

断
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
」
 

県
内

の
原

則
昭

和
5
6

年
以

前
に

建
築

さ
れ

た
木

造
戸

建
住

宅
に

お
住

ま
い

の
方

を
対

象
に

、
耐

震
診

断
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

派
遣

し
、

現
地

調
査

を
実

施
し

、
耐

震
診

断
を

す
る

も
の

で
す

。
（
財

）

福
岡

県
建

築
住

宅
セ

ン
タ

ー
に

委
託

し
て

実
施

し
て

お
り

ま
す

。
派

遣
に

係
る

費
用

は
1

件
あ

た
り

3
千

円
を

県
民

に
負

担
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

佐
賀

 
・
地

震
の

基
礎

知
識

や
（
財

）
日

本
建

築
防

災
協

会
と

リ
ン

ク
し

た
「
佐

賀
県

が
ば

い
耐

震
の

家
」
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
総

合
的

な
地

震
対

策
の

情
報

を
提

供
し

て
い

る
。

 

・
住

宅
の

耐
震

化
の

た
め

の
支

援
策

と
し

て
、

住
宅

ロ
ー

ン
を

利
用

し
て

耐
震

改
修

を
行

う
所

有
者

等
に

対
し

、
「
住

み
た

い
佐

賀
の

家
づ

く
り

促
進

事
業

」
に

よ
り

利
子

補
給

相
当

額
の

補
助

を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
平

成
１

９
年

度
か

ら
耐

震
診

断
補

助
を

行
う

市
町

へ
の

間
接

補
助

制
度

を
設

け
耐

震
化

推
進

の
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
。

（
実

績
無

し
）
 

・
平

成
２

０
年

度
伊

万
里

市
に

お
い

て
民

間
の

木
造

戸
建

て
住

宅
に

対
す

る
耐

震
診

断
補

助
の

制
度

が
創

設
さ

れ
た

（
平

成
２

０
年

度
実

績
 

２
戸

）
 

 
「
佐

賀
県

が
ば

い
耐

震
の

家
」
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.p
re

f.
sa

ga
.lg

.jp
/
at

-
c
o
n
te

n
ts

/
ku

ra
sh

i_
an

ze
n
/
su

m
ai

/
ta

is
h
in

/
in

de
x.

h
tm

l 

住
み

た
い

佐
賀

の
い

え
づ

く
り

促
進

事
業

の
ホ

ー
ム

ー
ペ

ー
ジ

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.p
re

f.
sa

ga
.lg

.jp
/
w

e
b/

su
m

it
ai

ie
.h

tm
l※

（
耐

震
化

リ
フ

ォ
ー

ム
の

項
目

を
参

照
下

さ
い

。
）
 

長
崎

 
県

は
、

昭
和

5
6

年
5

月
3
1

日
以

前
に

建
て

ら
れ

た
居

間
の

戸
建

木
造

住
宅

に
つ

い
て

、
耐

震
診

断
費

用
の

補
助

を
す

る
市

町
に

継
ぎ

足
し

補
助

を
す

る
。

 

負
担

割
合

：
個

人
1
/
3
、

国
1
/
3
、

市
町

1
/
6
、

県
1
/
6
（
上

限
7
5
0
0

円
）
 

実
績

：
平

成
1
9

年
度

1
2
0

戸
、

平
成

2
0

年
度

8
1

戸
（
2
0
0
9
.1

末
現

在
）
 

ま
た

、
耐

震
診

断
で

「
危

険
」
と

判
断

さ
れ

た
も

の
に

つ
い

て
、

耐
震

改
修

工
事

費
の

補
助

を
す

る
市

町
に

継
ぎ

足
し

補
助

を
す

る
。

 

負
担

割
合

：
個

人
：
1
/
2

以
上

、
国

1
/
2
X
0
.4

5
、

市
町

1
/
2
X
0
.5

5
X
1
/
2
、

県
1
/
2
X
0
.5

5
X
1
/
2
（
上

限
8
2
,5

0
0

円
）
 

実
績

：
平

成
1
9

年
度

2
5

戸
、

平
成

2
0

年
度

3
4

戸
（
2
0
0
9
.1

末
現

在
）
 



  

参 65

 
県

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

熊
本

 
熊

本
県

で
は

、
民

間
の

戸
建

て
木

造
住

宅
の

耐
震

対
策

に
取

り
組

む
た

め
、

平
成

１
８

年
度

か
ら

県
内

の
戸

建
て

木
造

住
宅

所
有

者
の

求
め

に
応

じ
、

(社
)熊

本
県

建
築

士
事

務
所

協
会

を
通

じ
て

建
築

士
の

資
格

を
有

す
る

耐
震

診
断

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
派

遣
し

、
住

宅
の

一
般

診
断

法
に

よ
る

耐
震

診
断

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

耐
震

性
に

関
す

る
知

識
の

普
及

・
啓

発
を

行
い

、
既

存
住

宅
の

耐
震

性
能

の
向

上
を

図
っ

て
い

ま
す

。
 

 
平

成
1
9

年
度

実
績

：
1
2
0

件
 

 
 

 
平

成
2
0

年
度

実
績

：
 
4
2

件
（
予

定
）
 

「
県

内
市

町
村

の
取

組
」
 

（
熊

本
市

）
 

平
成

2
0

年
度

か
ら

精
密

診
断

を
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
（八

代
市

）
 

平
成

2
0

年
度

か
ら

精
密

診
断

を
実

施
 

大
分

 
1
.民

間
木

造
戸

建
住

宅
へ

の
補

助
事

業
の

実
施

 

・
耐

震
診

断
補

助
（
H

1
8
～

）
・
・
掛

か
っ

た
費

用
の

2
/
3
（
上

限
2

万
円

）
 

 
 

・
耐

震
改

修
補

助
（
H

2
0
～

）
・
・
掛

か
っ

た
費

用
の

1
/
2
（
上

限
6
0

万
円

）
 

2
.啓

発
活

動
 

・
防

災
講

演
会

の
実

施
（
H

1
9
・
2
0

共
）
 

 
 

・
戸

別
訪

問
に

よ
る

簡
易

耐
震

診
断

（
H

1
9
・
2
0

共
）
 

3
.業

者
の

育
成

 

・
「
良

心
的

な
耐

震
化

に
取

り
組

む
」
こ

と
へ

の
誓

約
書

を
提

出
し

た
業

者
名

簿
の

作
成

（
H

1
9
～

）
 

宮
崎

 
1
.宮

崎
県

で
は

、
「
宮

崎
県

木
造

住
宅

耐
震

化
促

進
事

業
」
に

つ
い

て
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

 

（
１

）
事

業
の

目
的

→
県

は
、

大
地

震
に

お
け

る
木

造
住

宅
の

被
害

を
軽

減
す

る
た

め
、

予
算

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
木

造
住

宅
耐

震
診

断
事

業
及

び
木

造
住

宅
耐

震
診

断
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
事

業
（
以

下
「
木

造
住

宅
耐

震
化

促
進

事
業

」
と

い
う

。
）
を

行
う

市
町

村
に

対
し

、
補

助
金

を
交

付
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

木
造

住
宅

の
耐

震
化

を
促

進
す

る
。

 

（
２

）
事

業
の

概
要

→
イ

.事
業

期
間

 
平

成
2
0

年
度

～
2
2

年
度

 
ロ

.事
業

主
体

 
市

町
村

 
ハ

.事
業

内
容

（
補

助
額

等
）
（
※

詳
細

は
添

付
）
 

（
３

）
平

成
1
9

年
度

及
び

2
0

年
度

の
実

績
→

（
※

詳
細

は
添

付
）
 

2
.建

築
物

防
災

展
 

「
建

築
物

防
災

展
」
は

、
1
9
2
3

年
の

9
月

1
日

に
起

き
た

「
関

東
大

震
災

」
の

教
訓

を
忘

れ
な

い
と

い
う

こ
と

と
、

こ
の

時
期

に
多

い
台

風
へ

の
「
心

構
え

」
の

意
味

も
含

め
た

9
月

1
日

の
「
防

災
の

日
」
前

後
に

、
県

民
に

対
し

て
建

築
物

の
地

震
等

の
関

す
る

防
災

知
識

の
普

及
、

啓
発

を
図

る
た

め
開

催
す

る
。

住
宅

の
無

料
耐

震
相

談
も

実
施

す
る

。
・
1
9

年
度

実
績

・
・
平

成
1
9

年
9

月
1

日
 

平
成

2
0

年
度

実
績

・
・
平

成
2
0

年
8

月
3
0

日
、

3
1

日
 

3
.耐

震
相

談
業

務
委

託
 

木
造

住
宅

の
耐

震
化

に
対

す
る

県
民

の
相

談
に

対
応

す
る

た
め

、
耐

震
相

談
業

務
を

宮
崎

県
住

宅
供

給
公

社
に

委
託

し
て

い
る

。
（
※

詳
細

は
添

付
）
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県
名

 
「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

鹿
児

島
 

（
１

９
年

度
）
 

・
住

宅
耐

震
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
実

施
（
１

８
年

度
か

ら
の

２
箇

年
事

業
）
 

住
宅

耐
震

改
修

の
普

及
啓

発
の

た
め

の
地

域
実

践
活

動
と

し
て

，
地

域
ご

と
に

行
政

や
建

築
の

専
門

家
を

交
え

て
，

地
域

ぐ
る

み
の

地
震

対
策

を
語

り
合

い
，

安
全

で
安

心
な

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
よ

う
と

す
る

試
み

で
，

平
成

１
８

年
度

に
３

地
区

，
１

９
年

度
に

２
地

区
で

実
施

し
，

延
べ

１
８

６
名

の
住

民
が

参
加

し
た

。
 

・
木

造
住

宅
耐

震
技

術
講

習
会

の
開

催
（
実

施
年

度
：
H

7
,H

8
,H

1
2
,H

1
3
,H

1
7

以
降

毎
年

）
 

設
計

者
や

施
工

者
を

対
象

に
し

た
木

造
耐

震
の

技
術

者
を

育
成

す
る

講
習

会
を

開
催

し
，

住
民

か
ら

の
耐

震
改

修
の

相
談

等
に

活
用

す
る

た
め

に
，

受
講

者
名

簿
を

作
成

し
て

い
る

。
 

（
２

０
年

度
）
 

・
木

造
住

宅
の

地
震

対
策

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
 

住
宅

耐
震

改
修

の
普

及
啓

発
の

た
め

，
地

域
防

災
の

リ
ー

ダ
ー

で
あ

る
県

地
域

防
災

推
進

員
や

地
域

住
民

を
対

象
と

し
た

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

，
３

１
名

が
参

加
し

た
。

 

沖
縄

 
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

の
配

布
に

よ
る

住
宅

・
建

築
物

耐
震

化
の

必
要

性
の

周
知

 

・
緊

急
輸

送
道

路
沿

道
の

住
宅

・
建

築
物

の
把

握
 

・
細

街
路

等
の

幅
員

の
調

査
を

行
い

、
住

宅
・
建

築
物

耐
震

化
の

た
め

の
基

礎
資

料
を

整
備

 

 
 

な
お

、
管

轄
化

の
市

町
村

で
、

ト
ピ

ッ
ク

的
な

取
組

事
例

は
あ

り
ま

せ
ん

。
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【
政
令
市
の
住
宅
部
局
の
回
答
】

 

政
令

市
名

 
「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

札
幌

市
 

１
 
木

造
戸

建
住

宅
の

耐
震

診
断

補
助

(平
成

1
8

年
度

か
ら

継
続

実
施

)「
要

件
」
→

①
市

内
に

あ
る

木
造

戸
建

住
宅

で
、

札
幌

市
民

が
所

有
し

自
ら

が
居

住
し

て
い

る
も

の
②

昭
和

5
6

年
5

月
3
1

日
以

前
に

在
来

軸
組

構
法

で
建

築
（
着

工
）
さ

れ
た

も
の

。
「
補

助
額

」→
耐

震
診

断
に

か
か

っ
た

費
用

で
、

建
築

士
事

務
所

に
支

払
っ

た
額

の
2
/
3

以
内

、
か

つ
3
0
,0

0
0

円
を

限
度

。
 

２
 
木

造
住

宅
の

耐
震

改
修

を
行

う
た

め
の

資
金

融
資

（
札

幌
市

住
宅

資
金

融
資

制
度

）
(平

成
2
0

年
か

ら
）
「
取

組
状

況
」
→

融
資

対
象

者
に

つ
い

て
は

、
平

成
1
9

年
度

は
高

齢
者

や
障

が
い

者
に

限
定

し
て

い
た

が
、

平
成

2
0

年
度

か
ら

は
こ

の
要

件
を

廃
止

 

３
 
分

譲
共

同
住

宅
の

耐
震

診
断

補
助

「
要

件
」
→

①
市

内
に

あ
る

学
校

、
児

童
福

祉
施

設
、

老
人

福
祉

施
設

、
医

療
施

設
、

分
譲

共
同

住
宅

で
、

規
定

の
規

模
を

有
す

る
も

の
②

昭
和

5
6

年
5

月

3
1

日
以

前
に

建
築

（
着

工
）
さ

れ
た

も
の

「
補

助
額

」
→

予
備

調
査

ま
た

は
耐

震
診

断
に

か
か

っ
た

費
用

で
、

建
築

士
事

務
所

に
支

払
っ

た
額

の
2
/
3

以
内

、
か

つ
予

備
調

査
は

1
2

万
円

を
、

耐
震

診
断

は
1
5
0

万
円

を
限

度
。

 

仙
台

市
 

住
宅

耐
震

化
に

関
す

る
補

助
制

度
→

・
戸

建
木

造
住

宅
簡

易
耐

震
診

断
・
戸

建
木

造
住

宅
耐

震
診

断
及

び
改

修
計

画
作

成
・
戸

建
木

造
住

宅
耐

震
改

修
工

事
・
木

造
共

同
住

宅
簡

易
耐

震
診

断
・

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
耐

震
予

備
診

断
・
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

耐
震

精
密

診
断

 

（
平

成
1
9

年
度

）
市

民
セ

ン
タ

ー
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

な
ど

に
，

補
助

制
度

を
紹

介
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

設
置

。
 

①
 

市
政

だ
よ

り
（
毎

月
１

回
発

行
）
に

，
戸

建
木

造
住

宅
耐

震
診

断
及

び
改

修
工

事
の

補
助

制
度

に
関

す
る

記
事

を
掲

載
。

 

②
 

地
域

を
限

定
し

，
新

聞
（
朝

刊
）
へ

戸
建

木
造

住
宅

耐
震

診
断

及
び

耐
震

改
修

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

折
込

み
配

布
。

 

③
 

一
部

町
内

会
で

，
戸

建
木

造
住

宅
耐

震
診

断
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
回

覧
。

 

④
 

婦
人

防
火

ク
ラ

ブ
大

会
な

ど
の

各
種

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
し

，
住

宅
耐

震
化

及
び

補
助

制
度

を
Ｐ

Ｒ
。

 

⑤
 

市
政

出
前

講
座

の
実

施
。

 

⑥
 

専
門

家
に

よ
る

木
造

住
宅

耐
震

化
相

談
会

の
実

施
。

（
毎

月
１

回
）
 

⑦
 

耐
震

改
修

工
事

現
場

に
，

補
助

を
受

け
て

工
事

を
し

て
い

る
旨

の
工

事
看

板
の

掲
示

。
 

⑧
 

対
象

と
な

る
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

の
管

理
組

合
へ

，
補

助
制

度
に

つ
い

て
の

ご
案

内
を

郵
送

。
 

（
平

成
2
0

年
度

）
 

①
 市

民
セ

ン
タ

ー
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

な
ど

に
，

補
助

制
度

を
紹

介
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
，

ポ
ス

タ
ー

及
び

地
震

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

設
置

。
 

②
 市

政
だ

よ
り

（
毎

月
１

回
発

行
）
に

，
戸

建
木

造
住

宅
耐

震
診

断
及

び
改

修
工

事
の

補
助

制
度

に
関

す
る

記
事

を
掲

載
。

 

③
 一

部
町

内
会

で
，

戸
建

木
造

住
宅

耐
震

診
断

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

回
覧

。
 

④
 地

域
懇

談
会

，
婦

人
防

火
ク

ラ
ブ

大
会

な
ど

の
各

種
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

し
，

住
宅

耐
震

化
及

び
補

助
制

度
を

Ｐ
Ｒ

。
 

⑤
 市

政
出

前
講

座
の

実
施

。
 

⑥
 専

門
家

に
よ

る
木

造
住

宅
耐

震
化

相
談

会
の

実
施

。
（
毎

月
１

回
）
 

⑦
 平

成
１

８
年

度
に

耐
震

診
断

を
受

け
て

，
本

市
の

耐
震

改
修

工
事

の
補

助
制

度
を

利
用

し
て

い
な

い
方

へ
の

実
態

調
査

。
 

⑧
 耐

震
改

修
工

事
事

例
集

の
作

成
。

 

⑨
 分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

の
耐

震
化

に
取

り
組

む
管

理
組

合
へ

，
専

門
家

の
相

談
員

を
派

遣
。

 

⑩
 対

象
と

な
る

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
の

管
理

組
合

へ
，

補
助

制
度

に
つ

い
て

の
ご

案
内

を
郵

送
。
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 政
令

市
名

 
「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

千
葉

市
 

１
.実

施
事

業
（
１

）
耐

震
診

断
助

成
事

業
（
２

）
木

造
住

宅
耐

震
改

修
助

成
事

業
（
３

）
住

宅
建

築
資

金
等

利
子

補
給

制
度

（
４

）分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
改

良
工

事
資

金
利

子
補

給
制

度
 

２
.実

績
（
※

詳
細

添
付

）
 

実
績

（
平

成
2
1

年
1

月
末

現
在

）
 

事
業

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年

度
 

平
成

1
9

平
成

2
0

木
造

（
戸

）
 

7
5
 

3
6
 

耐
震

診
断

助
成

事
業

 
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

（
棟

）
 

0
 

0
 

木
造

住
宅

耐
震

改
修

助
成

事
業

（
戸

）
 

2
5
 

2
9
 

住
宅

建
築

資
金

等
利

子
補

給
制

度
（
戸

）
 

0
 

2
 

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
改

良
工

事
資

金
利

子
補

給
制

度
（
棟

）
0
 

0
 

 
 

川
崎

市
 

（
1
）
木

造
住

宅
①

木
造

住
宅

耐
震

診
断

士
派

遣
制

度
②

木
造

住
宅

耐
震

改
修

助
成

制
度

（
2
）
特

定
建

築
物

耐
震

改
修

等
事

業
助

成
制

度
（
3
）
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

①
マ

ン
シ

ョ
ン

耐
震

診
断

事
業

費

用
助

成
制

度
②

マ
ン

シ
ョ

ン
耐

震
改

修
工

事
等

事
業

助
成

制
度

 

新
潟

市
 

木
造

住
宅

耐
震

改
修

事
業

→
要

綱
名

：
「
新

潟
市

木
造

住
宅

耐
震

改
修

工
事

等
補

助
金

交
付

要
綱

」
 

要
領

名
：
「
新

潟
市

木
造

住
宅

耐
震

改
修

工
事

等
補

助
金

交
付

要
綱

の
取

扱
要

領
」
 

（
平

成
１

９
年

度
）こ

の
要

綱
を

1
0

月
1

日
付

け
改

正
。

（
中

越
沖

地
震

を
受

け
一

層
の

耐
震

化
促

進
を

図
る

た
め

）
 

（
平

成
２

０
年

度
）要

綱
、

取
扱

要
領

供
に

を
4

月
1

日
付

け
で

改
正

。
（
木

造
住

宅
全

般
に

つ
い

て
，

耐
震

化
促

進
を

図
る

た
め

）
 

マ
ン

シ
ョ

ン
耐

震
改

修
事

業
→

要
綱

名
：
「
新

潟
市

マ
ン

シ
ョ

ン
耐

震
改

修
等

促
進

事
業

実
施

要
綱

」
要

領
名

：
「
新

潟
市

マ
ン

シ
ョ

ン
耐

震
改

修
等

促
進

事
業

実
施

要
領

」
 



  

参 69

 政
令

市
名

 
「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

1
.木

造
住

宅
耐

震
診

断
士

派
遣

制
度

（
平

成
７

年
～

） 
→

耐
震

診
断

士
を

無
料

で
派

遣
2
.木

造
住

宅
耐

震
改

修
促

進
事

業
（
平

成
1
1

年
～

）
 

→
耐

震
改

修
工

事
費

（
設

計
費

含
む

）
の

一
部

を

補
助

（
課

税
世

帯
：
1
5
0

万
円

、
非

課
税

世
帯

：
2
2
5

万
円

）
3
.．

木
造

住
宅

訪
問

相
談

事
業

（
平

成
2
0

年
～

）
 

→
耐

震
診

断
後

（
上

部
構

造
評

点
が

1
.0

未
満

に
限

る
）
に

希
望

に
応

じ
て

専
門

家
を

無
料

で
派

遣
4
.木

造
住

宅
建

替
等

促
進

事
業

（
平

成
2
0

年
～

）
 

→
旧

耐
震

木
造

建
築

物
が

密
集

し
て

い
て

高
齢

化
率

の
高

い
５

つ
の

地
域

（
以

下
「
モ

デ
ル

地
区

と
い

う
。

」）
内

の
住

宅
に

対
し

て
、

除
却

費
用

の
一

部
を

補
助

（
除

却
費

用
の

２
/
３

（上
限

5
0

万
円

）
）
5
.防

災
ベ

ッ
ド

等
設

置
推

進
事

業
（
平

成
2
0

年
～

）
 

→
旧

耐
震

木
造

建
築

物
に

居
住

す
る

高
齢

者
等

に
対

す
る

防
災

ベ
ッ

ド
、

耐
震

シ
ェ

ル
タ

ー
の

設
置

費
用

の
一

部
を

補
助

（
上

限
1
0

万
円

）
6
.マ

ン
シ

ョ
ン

耐
震

診
断

支
援

事
業

 
→

予
備

診
断

の
実

施
（
無

料
で

図
面

や
現

地
調

査
等

に
よ

り
耐

震
性

（
本

診
断

の
必

要

性
）
を

判
定

）
（
平

成
1
0

年
～

）
 

 
本

診
断

費
用

の
一

部
補

助
（
診

断
費

用
の

１
/
２

（
戸

当
り

３
万

円
を

上
限

）
）
（
平

成
1
1

年
～

）
7
.マ

ン
シ

ョ
ン

耐
震

改
修

促
進

事
業

（
設

計
補

助
：
平

成
）
（
平

成
1
3

年
～

）
 

→
耐

震
改

修
工

事
費

の
一

部
を

補
助

（
設

計
費

用
の

２
/
３

（平
米

当
り

８
万

円
を

上
限

）
、

工
費

費
用

の
１

/
３

）
8
.マ

ン
シ

ョ
ン

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

事
業

（
平

成
1
5

年
～

）
 

→
マ

ン
シ

ョ
ン

ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

管
理

組
合

に
派

遣
（
２

回
ま

で
無

料
、

３
回

目
以

降
は

一
部

管
理

組
合

負
担

、
年

間
最

大
６

回
）
9
.マ

ン
シ

ョ
ン

再
生

支
援

事
業

（
平

成
1
6

年
～

）→
耐

震
改

修
な

ど
、

再
生

の
初

動
期

の
合

意
形

成
に

向
け

た
検

討
費

用
の

一
部

を
補

助
（
費

用
の

１
/
２

（
一

般
型

は
3
0

万
円

を
上

限
、

団
地

型
は

6
0

万
円

を
上

限
）
）
 

横
浜

市
 

（
最

近
の

主
な

取
組

み
）
 

①
平

成
1
9

年
７

月
に

、
旧

耐
震

木
造

住
宅

の
多

い
地

域
へ

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

各
戸

配
布

（
約

3
,0

0
0

世
帯

）
を

実
施

。
 

②
平

成
1
9

年
1
1

月
に

、
過

去
に

耐
震

診
断

を
受

診
し

て
耐

震
改

修
が

必
要

と
判

定
さ

れ
た

住
戸

（
約

1
3
,0

0
0

世
帯

）
へ

ダ
イ

レ
ク

ト
メ

ー
ル

送
付

。
 

③
平

成
2
0

年
１

月
に

、
防

災
特

集
記

事
を

掲
載

し
た

広
報

紙
の

特
別

号
を

市
内

の
全

世
帯

（
約

1
,5

6
5
,0

0
0

世
帯

）
に

配
布

。
 

④
平

成
2
0

年
７

月
に

、
耐

震
改

修
の

概
要

や
事

例
、

支
援

制
度

等
を

総
合

的
に

分
か

り
や

す
く
案

内
し

た
「
耐

震
改

修
の

す
す

め
」
（
3
1

ペ
ー

ジ
）
を

発
行

し
、

各
区

サ
ー

ビ
ス

コ
ー

ナ
ー

等
で

無
料

で
配

布
。

 

⑤
平

成
2
0

年
７

月
に

、
外

部
有

識
者

に
よ

る
会

議
を

設
置

し
、

木
造

住
宅

の
耐

震
化

促
進

の
た

め
の

具
体

策
に

つ
い

て
検

討
を

実
施

。
（
1
2

月
に

答
申

が
出

さ
れ

て
い

る
。

）
 

⑥
平

成
2
0

年
８

～
１

１
月

に
、

５
つ

の
モ

デ
ル

地
区

を
対

象
に

戸
別

訪
問

を
実

施
（
約

2
,2

0
0

世
帯

）
し

、
耐

震
診

断
士

派
遣

事
業

等
の

事
業

説
明

等
を

実
施

。
 

⑦
平

成
2
0

年
９

月
に

、
３

つ
の

制
度

（
上

記
の

３
、

４
、

５
の

制
度

）
を

モ
デ

ル
事

業
と

し
て

開
始

。
 

⑧
平

成
2
1

年
度

は
、

住
ま

い
の

耐
震

化
に

関
す

る
出

前
講

座
を

自
治

会
町

内
会

・
小

中
学

校
向

け
に

実
施

予
定

。
 



  

参 70

 政
令

市
名

 
「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

京
都

市
 

耐
震

診
断

→
木

造
住

宅
耐

震
診

断
士

派
遣

、
京

町
家

耐
震

診
断

士
派

遣
、

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
耐

震
診

断
助

成
 

耐
震

改
修

→
木

造
住

宅
耐

震
改

修
助

成
、

京
町

家
等

耐
震

改
修

助
成

、
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

耐
震

改
修

助
成

 

部
分

改
修

→
高

齢
者

等
の

簡
易

耐
震

改
修

等
助

成
 

 
融

資
→

耐
震

改
修

融
資

，
耐

震
建

て
替

え
融

資
 

そ
の

他
→

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
建

て
替

え
・
大

規
模

修
繕

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

 
 

※
京

都
市

で
は

、
昭

和
2
5

年
以

前
建

築
の

京
町

家
に

つ
い

て
は

別
途

，
京

町
家

に
合

わ
せ

た
診

断
手

法
（
限

界
耐

力
計

算
を

用
い

る
）
に

よ
る

耐
震

診
断

，
耐

震
改

修
事

業
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

大
阪

市
 

【
耐

震
診

断
・
改

修
補

助
事

業
】
耐

震
診

断
・
耐

震
改

修
費

用
に

対
す

る
補

助
を

実
施

・
耐

震
改

修
補

助
に

つ
い

て
は

、
建

物
全

体
を

補
強

す
る

工
事

だ
け

で
な

く
、

地
震

発
生

時
に

最
低

限
人

命
を

守
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

上
部

構
造

評
点

０
．

７
以

上
と

す
る

簡
易

型
耐

震
改

修
や

、
シ

ェ
ル

タ
ー

型
耐

震
改

修
な

ど
も

補
助

対
象

と
し

て
い

る
。

【
耐

震
化

に
か

か
る

普
及

啓
発

事
業

】
市

全
域

を
対

象
と

す
る

も
の

か
ら

地
域

レ
ベ

ル
の

き
め

細
や

か
な

も
の

ま
で

幅
広

く
、

積
極

的
に

普
及

啓
発

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

と
連

携
し

、
町

会
等

を
対

象
と

し
た

耐
震

化
に

関
す

る
出

前
講

座
・
各

区
の

震
災

訓
練

な
ど

地

域
の

イ
ベ

ン
ト

で
の

啓
発

活
動

 
・
補

助
制

度
案

内
チ

ラ
シ

の
各

戸
回

覧
・
広

報
紙

や
Ｃ

Ａ
Ｔ

Ｖ
を

活
用

し
た

補
助

制
度

の
紹

介
【
大

阪
市

耐
震

改
修

支
援

機
構

】
大

阪
市

で
は

、
耐

震
改

修
の

必
要

性
が

ま
だ

ま
だ

理
解

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

や
、

安
心

し
て

依
頼

で
き

る
事

業
者

が
わ

か
ら

な
い

と
い

っ
た

こ
と

等
が

原
因

と
な

っ
て

、
耐

震
化

が
進

み
に

く
い

状
況

に
あ

る
。

こ
の

た
め

、
住

宅
や

耐
震

の
分

野
に

お
い

て
高

い
専

門
性

を
有

す
る

公
的

団
体

や
建

築
関

係
団

体
等

が
連

携
し

、
耐

震
化

の
促

進
に

向
け

た
幅

広
い

取
り

組
み

を
積

極
的

に
進

め
て

い
く
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

「
大

阪
市

耐

震
改

修
支

援
機

構
」
を

設
立

支
援

機
構

は
、

次
の

事
業

を
行

う
。

・
住

宅
の

耐
震

化
に

係
る

普
及

啓
発

・
安

心
し

て
耐

震
診

断
又

は
耐

震
改

修
を

依
頼

す
る

こ
と

の
で

き
る

事
業

者
の

紹
介

・
そ

の

他
、

住
宅

の
耐

震
化

を
促

進
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
事

業
 

神
戸

市
 

・
支

援
事

業
の

実
施

→
住

ま
い

の
耐

震
診

断
員

派
遣

事
業

（
無

料
）
、

共
同

住
宅

耐
震

精
密

診
断

事
業

、
住

ま
い

の
耐

震
改

修
事

業
、

ま
ち

の
耐

震
性

向
上

事
業

 

・
普

及
啓

発
活

動
の

実
施

→
地

域
団

体
へ

の
説

明
会

の
開

催
、

住
ま

い
の

耐
震

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾍ

ﾟｰ
ﾝ
、

広
報

紙
の

全
戸

配
布

、
耐

震
化

P
R

ﾗ
ｯ
ﾋ
ﾟﾝ

ｸ
ﾞ市

ﾊ
ﾞｽ

の
運

行
、

耐
震

改
修

ｵ
ｰ

ﾌ
ﾟﾝ

ﾊ
ｳ

ｽ
の

開
催

、
耐

震

改
修

体
感

ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ

の
展

示
、

地
震

体
験

車
と

連
携

し
た

普
及

啓
発

活
動

、
耐

震
ｷ

ｬ
ﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

の
選

定
、

活
用

 
（※

詳
細

添
付

）
 

広
島

市
 

本
市

で
は

住
宅

の
耐

震
化

の
促

進
を

図
る

た
め

、
平

成
1
8

年
度

か
ら

耐
震

診
断

補
助

制
度

（
対

象
：
戸

建
木

造
住

宅
、

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
）
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
平

成
2
0

年
度

か
ら

 

耐
震

性
が

十
分

で
な

い
戸

建
木

造
住

宅
の

耐
震

改
修

及
び

耐
震

立
替

え
に

対
す

る
補

助
制

度
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

補
助

制
度

の
詳

細
に

つ
い

て
は

、
本

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

参
照

。
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 政
令

市
名

 
「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

北
九

州
市

 
・
 
木

造
住

宅
耐

震
改

修
工

事
費

補
助

事
業

→
昭

和
５

６
年

以
前

に
建

設
さ

れ
た

一
定

の
要

件
に

該
当

す
る

木
造

住
宅

の
耐

震
改

修
工

事
に

つ
い

て
、

費
用

の
1
5
.2

％
に

相
当

す
る

額
で

、
1

戸
に

つ
き

3
0

万
円

を
限

度
に

補
助

す
る

。
 

・
 
「
住

ま
い

の
安

全
・
耐

震
相

談
窓

口
」
の

設
置

→
耐

震
に

関
す

る
相

談
に

建
築

の
専

門
家

が
応

じ
る

。
（
週

１
回

、
無

料
。

）
 

・
 
耐

震
改

修
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

→
一

般
市

民
を

対
象

に
年

１
回

開
催

。
 

・
 
そ

の
他

広
報

啓
発

活
動

→
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

チ
ラ

シ
、

出
前

講
演

な
ど

。
 

福
岡

市
 

・
住

宅
耐

震
出

前
講

座
の

実
施

・
耐

震
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

・
共

同
住

宅
予

備
診

断
事

業
・
共

同
住

宅
耐

震
診

断
費

補
助

事
業

・
住

宅
耐

震
改

修
工

事
費

補
助

事
業

 

・
木

造
戸

建
住

宅
耐

震
建

替
費

補
助

事
業

・
福

岡
市

耐
震

推
進

協
議

会
の

設
置

・
福

岡
市

揺
れ

や
す

さ
マ

ッ
プ

各
区

版
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

 
 

※
警

告
断

層
に

着
目

し
た

建
築

物
の

耐
震

対
策

（
条

例
化

）
 

 

浜
松

市
 

本
市

で
は

住
宅

の
耐

震
化

に
関

す
る

市
民

宛
の

広
報

活
動

に
つ

い
て

以
下

の
も

の
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

効
果

は
不

明
で

、
ト

ピ
ッ

ク
的

な
も

の
は

無
い

と
思

わ
れ

ま
す

。
本

市
の

平
成

1
9

年
度

末
の

住
宅

の
推

定
耐

震
化

率
は

8
0
.8

%
で

あ
り

、
こ

の
た

め
住

宅
の

耐
震

化
の

有
無

を
確

認
し

な
い

ま
ま

行
う

テ
ィ

ッ
シ

ュ
配

布
な

ど
は

非
効

率
な

感
が

否
め

ま
せ

ん
。

「耐
震

補
強

工
事

中
」

の
幕

掲
示

や
住

宅
戸

別
訪

問
は

、
地

道
で

は
あ

り
ま

す
が

効
果

は
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

期
待

し
て

い
ま

す
。

 

（
平

成
1
9
・
2
0

年
度

継
続

）
 

「
耐

震
補

強
工

事
済

シ
ー

ル
」
の

掲
示

（
耐

震
補

強
工

事
の

完
了

し
た

住
宅

の
玄

関
に

貼
付

け
（
県

支
給

品
、

県
の

指
示

に
よ

る
）
 

・
「
耐

震
補

強
工

事
中

」
の

幕
掲

示
（
耐

震
補

強
工

事
中

の
住

宅
外

部
に

工
事

施
工

者
が

掲
示

（
県

支
給

品
、

県
の

指
示

に
よ

る
）
 

・
J
R

浜
松

駅
前

に
て

P
R

テ
ィ

ッ
シ

ュ
（
県

支
給

品
）
の

配
布

 

（
平

成
1
9

年
度

）
 

・
市

の
広

報
誌

へ
P

R
記

事
掲

載
（
H

1
9
/
7
～

9
月

、
5

行
政

区
で

広
報

誌
に

掲
載

）
（
耐

震
診

断
士

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

形
式

）
 

（
平

成
2
0

年
度

）
 

・
出

前
講

座
 

金
融

機
関

主
催

の
住

宅
講

座
で

耐
震

P
R

・
自

治
会

、
自

主
防

災
隊

あ
て

の
防

災
対

策
説

明
会

で
チ

ラ
シ

配
布

9
回

・
無

料
簡

易
診

断
事

業
個

別
訪

問
（
昭

和
5
6

年
以

前
に

造
成

し

た
住

宅
団

地
に

、
職

員
が

戸
別

訪
問

）
・
ホ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

へ
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

常
設

依
頼

・
耐

震
設

計
、

工
事

業
者

等
に

申
請

や
工

事
の

注
意

事
項

を
説

明
、

施
工

者
名

簿
の

作
成
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 【
東

京
２

３
区

の
住

宅
部

局
の

回
答

】
 

都
区

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

港
 

1
.平

成
１

９
年

度
の

取
り

組
み

状
況

に
つ

い
て

 

・
木

造
住

宅
無

料
耐

震
診

断
→

一
定

規
模

以
下

の
戸

建
住

宅
の

耐
震

診
断

を
無

料
で

実
施

し
て

い
ま

す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
建

築
物

耐
震

診
断

→
共

同
住

宅
や

診
療

所
等

に
つ

い
て

は
、

一
定

の
用

件
を

満
た

せ
ば

、
建

物
用

途
に

応
じ

1
0

万
円

か
ら

2
5
0

万
円

を
上

限
に

、
耐

震
診

断
費

用
の

７
割

及
び

６
．

５
割

を
助

成

し
て

い
ま

す
。

 

・
木

造
住

宅
耐

震
改

修
→

一
定

規
模

以
下

の
住

宅
や

共
同

住
宅

に
つ

い
て

は
、

一
定

の
要

件
を

満
た

せ
ば

、
1
0
0

万
円

を
上

限
に

、
耐

震
改

修
費

用
の

５
割

を
助

成
し

て
い

ま
す

。
 

2
.平

成
２

０
年

度
の

取
り

組
み

状
況

に
つ

い
て

 

・
 

平
成

2
0

年
1
2

月
か

ら
、

非
木

造
住

宅
の

耐
震

改
修

及
び

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

の
建

築
物

の
耐

震
診

断
・
耐

震
改

修
等

に
対

す
る

補
助

制
度

を
開

始
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
 

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
耐

震
診

断
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
震

に
よ

っ
て

倒
壊

し
た

場
合

に
道

路
の

閉
塞

を
き

た
す

恐
れ

が
あ

る
建

築
物

に
つ

い
て

は
、

一
定

の
要

件
を

満
た

せ
ば

、
2
0
0

万
円

を
上

限
に

、
耐

震
診

断
費

用
の

３
分

の
２

を
助

成
し

て
い

ま

す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

②
 

非
木

造
住

宅
耐

震
改

修
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

住
宅

や
共

同
住

宅
に

つ
い

て
は

、
一

定
の

要
件

を
満

た
せ

ば
、

2
0
0

万
円

か
ら

4
,0

0
0

万
円

を
上

限
に

、
耐

震
改

修
費

用
の

５
割

を
助

成
し

て
い

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
 

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
耐

震
改

修
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
震

に
よ

っ
て

倒
壊

し
た

場
合

に
道

路
の

閉
塞

を
き

た
す

恐
れ

が
あ

る
建

築
物

に
つ

い
て

は
、

一
定

の
要

件
を

満
た

せ
ば

、
建

物
用

途
に

応
じ

、
3
,0

0
0

万
円

か
ら

7
,0

0
0

万
円

を
上

限
に

、
耐

震
改

修
費

用
の

３
分

の
２

を
助

成
し

て
い

ま
す

。
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 都
区

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

新
宿

 
【
助

成
事

業
】
 

・
木

造
の

耐
震

診
断

、
補

強
計

画
作

成
、

耐
震

補
強

工
事

費
助

成
の

実
施

 

・
非

木
造

の
耐

震
診

断
、

補
強

計
画

作
成

費
助

成
の

実
施

 

・
耐

震
シ

ェ
ル

タ
ー

、
耐

震
ベ

ッ
ド

設
置

費
助

成
の

実
施

 

【
啓

発
】
 

・
事

業
チ

ラ
シ

を
作

成
し

、
区

内
全

戸
に

配
布

し
事

業
P

R
。

 

・
総

合
防

災
訓

練
や

、
各

出
張

所
に

お
け

る
祭

事
の

際
に

耐
震

コ
ー

ナ
ー

を
設

け
啓

発
を

行
っ

て
い

る
。

 

・
区

広
報

に
お

い
て

、
助

成
事

業
の

お
知

ら
せ

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
耐

震
シ

ェ
ル

タ
ー

、
耐

震
ベ

ッ
ド

の
実

物
展

示
会

を
行

い
啓

発
。

 

・
ふ

れ
あ

い
ト

ー
ク

宅
配

便
（
出

張
講

座
）
に

よ
る

事
業

啓
発

。
 

【
そ

の
他

】
 

・
新

宿
区

耐
震

補
強

推
進

協
議

会
（
※

）
を

設
立

し
、

耐
震

化
を

推
進

。
 

※
地

震
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

の
実

現
を

目
的

と
し

て
、

区
と

関
係

団
体

、
地

域
住

民
と

の
連

携
と

協
力

に
よ

り
発

足
。

 

 
 

協
議

会
の

主
な

活
動

内
容

と
し

て
、

耐
震

化
の

普
及

啓
発

、
耐

震
相

談
や

耐
震

技
術

に
関

す
る

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
 

台
東

 
・
平

成
1
9

年
度

：
台

東
区

耐
震

改
修

促
進

計
画

策
定

 

・
平

成
2
0

年
度

：
耐

震
診

断
、

耐
震

改
修

費
助

成
の

対
象

範
囲

の
拡

大
と

助
成

額
の

充
実

 

墨
田

 
（
木

造
耐

震
助

成
の

制
度

は
1
8

年
1

月
開

始
で

、
1
8

年
度

1
9

年
度

は
継

続
実

施
、

2
0

年
度

に
課

題
を

整
理

し
、

制
度

拡
充

見
直

し
を

行
い

ま
し

た
。

本
区

Ｈ
Ｐ

参
照

。
）
 

※
 

添
付

あ
り
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 都
区

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

江
東

 
平

成
2
7

年
度

ま
で

に
、

地
震

に
よ

り
想

定
さ

れ
る

被
害

の
半

減
を

目
指

し
て

、
区

内
の

建
築

物
の

耐
震

化
を

促
進

し
、

震
災

に
強

い
江

東
区

を
実

現
す

る
た

め
に

、
平

成
1
9

年
度

末
に

「
江

東
区

耐

震
改

修
促

進
計

画
」
を

制
定

し
、

平
成

2
7

年
度

ま
で

の
耐

震
化

の
目

標
（
住

宅
：
現

状
約

7
6
%
→

9
5
%
）
を

か
か

げ
、

現
在

耐
震

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

そ
の

中
で

、
平

成
2
0

年
度

か
ら

耐
震

診
断

及
び

耐
震

改
修

工
事

等
に

か
か

る
助

成
制

度
充

実
を

図
り

、
耐

震
化

を
す

す
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

（
※

詳
細

添
付

）
 

大
田

 
1
.耐

震
化

の
普

及
啓

発
 

2
.耐

震
化

助
成

制
度

の
実

施
①

簡
易

診
断

の
実

施
②

耐
震

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

派
遣

③
耐

震
診

断
助

成
④

計
画

設
計

助
成

⑤
改

修
工

事
助

成
 

３
.耐

震
診

断
士

の
育

成
 

４
.住

宅
修

築
資

金
融

資
利

子
補

給
制

度
の

実
施

 

（
※

詳
細

添
付

）
 

世
田

谷
 

平
成

1
9

年
度

 

①
世

田
谷

区
耐

震
改

修
促

進
計

画
の

策
定

②
木

造
住

宅
の

無
料

耐
震

診
断

助
成

③
木

造
住

宅
の

耐
震

改
修

助
成

④
非

木
造

住
宅

の
耐

震
診

断
助

成
⑤

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
耐

震
改

修
ア

ド
バ

イ

ザ
ー

派
遣

制
度

 

平
成

2
0

年
度

 

①
木

造
住

宅
の

無
料

耐
震

診
断

助
成

②
木

造
住

宅
の

耐
震

改
修

助
成

③
プ

レ
ハ

ブ
住

宅
、

非
木

造
住

宅
、

防
災

上
特

に
重

要
な

建
築

物
の

耐
震

助
成

④
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

、
特

定
建

築
物

、
防

災

上
特

に
重

要
な

特
定

建
築

物
、

沿
道

耐
震

化
道

路
沿

い
の

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
、

緊
急

輸
送

道
路

沿
い

の
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

及
び

特
定

建
築

物
の

耐
震

助
成

⑤
非

木
造

住
宅

、
防

災
上

特
に

重
要

な

建
築

物
の

改
修

計
画

・
設

計
助

成
及

び
改

修
工

事
助

成
⑥

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
、

特
定

建
築

物
、

防
災

上
特

に
重

要
な

特
定

建
築

物
、

沿
道

耐
震

化
道

路
沿

い
の

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
、

緊
急

輸
送

道
路

沿
い

の
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

及
び

特
定

建
築

物
の

改
修

計
画

・
設

計
助

成
及

び
改

修
工

事
助

成
⑦

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
耐

震
改

修
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
制

度
⑧

区
役

所
に

お
い

て
、

耐
震

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
（
9

日
間

）
⑨

緊
急

輸
送

道
路

及
び

沿
道

耐
震

化
道

路
沿

い
の

建
物

所
有

者
に

耐
震

化
ア

ン
ケ

ー
ト

及
び

耐
震

化
支

援
制

度
の

P
R

⑩
実

績
の

あ
る

、
耐

震
改

修
設

計
・
施

工
業

者
を

区
に

登
録

し
、

区
民

へ
の

紹
介

 

・
そ

の
他

、
世

田
谷

区
耐

震
改

修
促

進
計

画
及

び
各

耐
震

支
援

制
度

の
詳

細
に

つ
き

ま
し

て
は

、
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
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都
区

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

渋
谷

 
1
.渋

谷
区

建
築

物
耐

震
診

断
助

成
事

業
2
.渋

谷
区

木
造

住
宅

耐
震

診
断

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
派

遣
事

業
3
.渋

谷
区

木
造

住
宅

耐
震

改
修

助
成

事
業

4
.渋

谷
区

耐
震

シ
ェ

ル
タ

ー
等

設
置

助
成

事
業

5
.耐

震
相

談
会

 

（
※

詳
細

添
付

）
 

中
野

 
1
.住

宅
等

の
耐

震
化

促
進

事
業

の
実

施
状

況
 

（
1
）
木

造
住

宅
 

・
簡

易
耐

震
診

断
（
診

断
士

派
遣

）
・
一

般
耐

震
診

断
（
診

断
士

派
遣

）
・
耐

震
改

修
助

成
（
補

強
設

計
費

等
）
・
建

替
え

助
成

・
耐

震
改

修
工

事
助

成
（
建

替
え

を
含

む
）
 

（
2
）
非

木
造

共
同

住
宅

耐
震

診
断

助
成

 
（
3
）
家

具
転

倒
防

止
器

具
取

付
助

成
（
4
）
耐

震
診

断
士

及
び

耐
震

改
修

施
工

者
登

録
（
5
）
耐

震
改

修
あ

っ
せ

ん
融

資
 

（
6
）
普

及
啓

発
（
主

な
も

の
）
→

・
区

報
発

行
・
チ

ラ
シ

（
新

聞
折

込
及

び
戸

別
配

布
）
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
展

示
会

及
び

セ
ミ

ナ
ー

 
 

な
ど

 

豊
島

 
平

成
1
9

年
度

 

・
｢豊

島
区

耐
震

改
修

促
進

計
画

」
を

策
定

 

 
 

住
宅

の
耐

震
化

を
平

成
2
7

年
度

ま
で

に
9
0
%
と

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
ま

し
た

。
 

・
 
職

員
に

よ
る

木
造

住
宅

の
無

料
簡

易
耐

震
診

断
実

施
（
平

成
8

年
度

よ
り

実
施

し
て

い
ま

す
。

）
 

・
 
木

造
住

宅
耐

震
改

修
助

成
制

度
実

施
（
平

成
1
8

年
度

よ
り

実
施

し
て

い
ま

す
。

）
 

平
成

2
0

年
度

 

・
 
木

造
住

宅
耐

震
診

断
助

成
制

度
及

び
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

耐
震

診
断

助
成

制
度

を
開

始
。

 

・
 
木

造
住

宅
耐

震
改

修
助

成
制

度
は

引
き

続
き

実
施

 

・
 
「
す

ま
い

の
無

料
相

談
フ

ェ
ア

ー
」
や

「
安

価
で

信
頼

で
き

る
耐

震
改

修
工

法
・
装

置
」
の

展
示

会
で

、
建

築
士

に
よ

る
耐

震
相

談
会

を
実

施
。

 

    



  

参 76

都
区

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

荒
川

 
平

成
1
9

年
度

→
 

平
成

1
7

年
度

よ
り

簡
易

耐
震

診
断

（
無

料
）
 

4
月

→
耐

震
補

強
工

事
補

助
額

を
1
0
0

万
円

に
増

額
（
1
7

年
度

3
0

万
円

・
1
8

年
度

5
0

万
）
 

平
成

2
0

年
度

 

4
月

→
・
荒

川
区

耐
震

改
修

促
進

計
画

策
定

 
・
補

助
項

目
に

耐
震

補
強

設
計

費
（
補

助
額

3
0

万
円

）耐
震

シ
ェ

ル
タ

ー
設

置
工

事
費

（
補

助
額

3
0

万
円

）
・耐

震
建

替
え

工
事

費
（
補

助
額

1
50

万

円
）
を

追
加

 

7
月

→
・
耐

震
化

普
及

啓
発

活
動

 
（
ま

ち
中

に
入

り
事

業
の

説
明

、
昭

和
５

６
年

以
前

の
建

物
約

１
５

，
０

０
０

棟
を

対
象

）
 

12
月

→
・
大

幅
拡

充
・
貸

家
の

木
造

住
宅

・
非

木
造

住
宅

（
貸

家
含

）
等

も

補
助

対
象

に
追

加
 

＊
補

助
額

は
補

助
対

象
事

業
費

の
２

／
３

か
つ

限
度

額
（
た

だ
し

貸
家

の
場

合
は

補
助

率
１

／
２

）
 

＊
建

替
え

の
対

象
と

な
る

建
物

は
、

「
地

震
に

関
す

る
地

域
危

険
度

測
定

調
査

報
告

書
（
第

６
回

）
」
に

よ
り

公
表

さ
れ

た
、

地
震

に
よ

る
地

域
危

険
度

(建
物

倒
壊

)が
「
５

」
の

地
区

内
の

も
の

 

＊
詳

し
く
は

荒
川

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。
 

板
橋

①
 

＜
板

橋
区

木
造

住
宅

耐
震

化
推

進
事

業
＞

 

昭
和

5
6

年
5

月
3
1

日
以

前
に

建
築

さ
れ

た
木

造
住

宅
（
旧

耐
震

基
準

）
の

、
大

規
模

な
震

災
に

よ
る

倒
壊

な
ど

の
被

害
を

最
小

限
度

に
と

ど
め

る
た

め
、

木
造

住
宅

の
所

有
者

に
対

し
て

、
耐

震
診

断
及

び
耐

震
改

善
工

事
等

の
費

用
の

一
部

を
助

成
す

る
。

 
 

平
成

1
8

年
7

月
か

ら
助

成
事

業
（
①

耐
震

診
断

助
成

②
耐

震
改

善
工

事
等

助
成

）
を

開
始

し
た

。
 

【
助

成
実

績
】
平

成
1
9

年
度

：
①

診
断

助
成

 
4
3

件
 

②
工

事
助

成
 

7
件

 
 

平
成

2
0

年
度

：
①

4
4

件
 

②
8

件
 

【
周

知
方

法
】
 

①
区

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（
事

業
案

内
）
②

区
の

広
報

紙
（
事

業
案

内
や

助
成

募
集

）
③

町
内

回
覧

板
を

活
用

し
た

チ
ラ

シ
等

の
回

覧
④

掲
示

板
へ

の
ポ

ス
タ

ー
掲

示
⑤

建
築

相
談

会
や

区
民

ま
つ

り

等
の

イ
ベ

ン
ト

開
催

時
で

の
事

業
案

内
⑥

町
会

長
会

議
で

の
事

業
案

内
 

板
橋

②
 

<
板

橋
区

建
築

物
の

耐
震

診
断

経
費

の
助

成
に

関
す

る
要

綱
＞

 

【
概

要
】
昭

和
5
6

年
5

月
31

日
以

前
に

建
築

確
認

を
受

け
た

鉄
骨

造
、

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
、

鉄
骨

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
の

建
築

物
の

所
有

者
が

行
う

、
建

築
物

の
耐

震
診

断
に

係
る

経
費

の
一

部
に

つ
い

て
助

成
す

る
。

平
成

7
年

度
助

成
開

始
 

【
周

知
方

法
】
①

区
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

②
区

の
広

報
誌

③
掲

示
板

へ
の

ポ
ス

タ
ー

掲
示

④
耐

震
お

よ
び

建
築

全
般

無
料

相
談

会
に

お
け

る
周

知
･相

談
⑤

町
会

長
会

議
で

の
制

度
案

内
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都
区

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

練
馬

 
平

成
1
8

年
度

か
ら

住
宅

を
対

象
に

耐
震

診
断

の
助

成
を

開
始

し
た

。
平

成
1
9

年
3

月
に

練
馬

区
耐

震
改

修
促

進
計

画
を

策
定

し
て

、
同

年
4

月
よ

り
耐

震
改

修
に

つ
い

て
も

助
成

を
開

始
し

た
。

ま
た

戸
建

住
宅

に
対

し
て

は
、

建
築

士
を

派
遣

し
て

簡
易

耐
震

診
断

を
無

料
で

行
う

な
ど

、
制

度
の

拡
充

を
図

っ
た

。
 

区
の

広
報

誌
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

で
耐

震
化

支
援

制
度

の
紹

介
を

し
て

い

ま
し

た
が

、
こ

れ
だ

け
で

は
周

知
は

不
十

分
と

考
え

、
平

成
1
9

年
１

１
月

下
旬

か
ら

、
耐

震
関

連
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
全

戸
配

布
（
約

3
0

万
世

帯
）
し

た
。

 
平

成
2
0

年
度

か
ら

は
、

土
日

に
行

う
耐

震

相
談

会
を

1
0

回
(1

9
年

度
は

4
回

）に
増

や
し

、
相

談
体

制
の

充
実

を
図

っ
た

。
ま

た
、

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
の

管
理

組
合

を
対

象
に

無
料

で
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

派
遣

し
、

耐
震

化
へ

向
け

た
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

 

足
立

 
・
木

造
戸

建
住

宅
の

耐
震

診
断

及
び

耐
震

改
修

に
係

る
費

用
の

助
成

 

・
共

同
住

宅
の

耐
震

診
断

及
び

耐
震

改
修

（
賃

貸
除

く
）
に

係
る

費
用

の
助

成
 

・
区

内
団

体
と

の
協

同
に

よ
る

普
及

啓
発

活
動

の
実

施
 

・
防

災
訓

練
等

の
イ

ベ
ン

ト
に

併
せ

て
普

及
啓

発
活

動
を

実
施

 

・
広

報
紙

に
よ

る
普

及
啓

発
 

・
耐

震
助

成
制

度
に

関
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

区
内

全
戸

に
配

布
 

         



  

参 78

都
区

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

葛
飾

 
・
平

成
７

年
１

２
月

１
日

「
木

造
建

築
物

耐
震

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
助

成
要

綱
」
及

び
「
民

間
建

築
物

耐
震

診
断

助
成

要
綱

」
を

策
定

し
、

住
宅

等
の

耐
震

診
断

助
成

を
開

始
し

た
。

 

助
成

対
象

①
木

造
２

階
建

て
の

住
宅

（
併

用
住

宅
を

含
む

）
②

R
C

造
、

S
造

等
の

住
宅

・
共

同
住

宅
で

昭
和

５
６

年
６

月
１

日
以

降
に

建
築

確
認

済
証

を
取

得
し

た
も

の
 

助
成

内
容

①
木

造
住

宅
 

（
社

）
東

京
都

建
築

士
事

務
所

協
会

・
飾

支
部

の
会

員
若

し
く
は

区
に

登
録

さ
れ

た
建

築
士

を
派

遣
し

、
耐

震
診

断
を

実
施

す
る

。
助

成
額

は
助

成
対

象
経

費
の

１
／

２
か

つ
３

７
５

０
０

円
以

内
 

②
非

木
造

住
宅

 

上
記

の
他

に
（
財

）
東

京
都

防
災

・
建

築
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

、
（
財

）
日

本
建

築
防

災
協

会
等

が
実

施
し

た
耐

震
診

断
。

助
成

額
は

助
成

対
象

経
費

の
１

／
３

か
つ

５
０

万
円

以
下

。
共

同
住

宅
に

つ

い
て

は
助

成
対

象
経

費
の

２
／

３
か

つ
一

平
方

メ
ー

ト
ル

当
り

１
０

０
０

円
～

２
０

０
０

円
を

限
度

と
す

る
。

 

・
平

成
１

７
年

９
月

１
日

「
木

造
建

築
物

耐
震

改
修

助
成

要
綱

」
を

策
定

し
、

木
造

建
築

物
の

耐
震

改
修

助
成

を
開

始
し

た
。

 

助
成

対
象

 

①
木

造
２

階
建

て
の

住
宅

（
併

用
住

宅
を

含
む

）
②

昭
和

５
６

年
５

月
３

１
日

以
前

に
建

築
さ

れ
た

住
宅

③
耐

震
診

断
の

結
果

、
倒

壊
の

危
険

あ
り

と
判

断
さ

れ
た

建
築

物
 

助
成

内
容

 

助
成

額
は

助
成

対
象

経
費

の
１

／
２

か
つ

５
０

万
円

以
下

 

・
平

成
２

０
年

７
月

８
日

「
耐

震
シ

ェ
ル

タ
ー

等
設

置
助

成
要

綱
」
を

策
定

し
、

災
害

時
に

迅
速

な
避

難
が

困
難

な
高

齢
者

等
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
、

耐
震

シ
ェ

ル
タ

ー
の

設
置

費
用

の
助

成
を

開

始
し

た
。

 

助
成

対
象

①
木

造
２

階
建

て
の

住
宅

（
併

用
住

宅
を

含
む

）
②

昭
和

５
６

年
５

月
３

１
日

以
前

に
建

築
さ

れ
た

住
宅

③
同

居
す

る
世

帯
に

２
０

歳
以

上
６

５
歳

未
満

の
も

の
が

い
な

い
こ

と
④

世
帯

の
年

間
所

得
が

２
０

０
万

以
下

で
あ

る
こ

と
 

助
成

内
容

 

シ
ェ

ル
タ

ー
等

の
設

置
に

要
し

た
費

用
の

９
０

％
以

内
、

か
つ

２
７

万
円

以
下

 

   



  

参 79

  都
区

名
 

「
住

宅
の

耐
震

化
」
に

つ
い

て
の

取
組

 

江
戸

川
 

＜
住

宅
の

耐
震

化
支

援
＞

 

①
戸

建
住

宅
→

（
耐

震
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

派
遣

）
平

成
1
5

年
度

4
9

件
、

平
成

1
6

年
度

9
5

件
、

平
成

1
7

年
度

3
0
0

件
、

平
成

1
8

年
度

1
6
8

件
、

平
成

1
9

年
度

1
5
0

件
、

平
成

2
0

年
度

実
績

（
1

月
3
1

日
現

在
）
2
5
3

件
 

（
耐

震
改

修
設

計
）
平

成
1
7

年
度

4
件

、
平

成
1
8

年
度

3
5

件
、

平
成

1
9

年
度

4
4

件
、

平
成

2
0

年
度

実
績

5
5

件
 

（
耐

震
改

修
工

事
）
平

成
1
7

年
度

0
件

、
平

成
1
8

年
度

4
件

、
平

成
1
9

年
度

4
件

、
平

成
2
0

年
度

実
績

3
8

件
 

②
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

→
（
耐

震
診

断
）
平

成
1
8

年
度

1
件

、
平

成
1
9

年
度

6
件

、
平

成
2
0

年
度

実
績

6
件

 
 

（
耐

震
改

修
設

計
）
平

成
2
0

年
度

実
績

2
件

 

③
そ

の
他

（
私

立
幼

稚
園

・
保

育
園

）
→

（
耐

震
診

断
）
平

成
2
0

年
度

実
績

6
件

 

平
成

2
0

年
3

月
江

戸
川

区
耐

震
改

修
促

進
計

画
策

定
、

平
成

2
0

年
4

月
耐

震
化

助
成

制
度

の
拡

充
→

※
添

付
あ

り
 

  




